
禁断の「if」ストーリー
セナがインディカーへ転向した世界線
現役を続行したセナが直面した若き力

天才とともに戦った乗機マシンたち

後世に語りたいセナ「15」のシーン

530

現地で対峙したジャーナリストの回想 

あの日、イモラで起きたこと。そして── セ
ナ
の

思
い
出

セナの思い出 

デイモン・ヒル
エイドリアン・ニューウェイ
マーティン・ブランドル
佐藤琢磨

稀
代
の
絶
対
的
ス
タ
ー
、そ
の〝
実
像
〞と〝
最
期
〞

没後30周年
記念特集
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555月月月月111000日日日（（（金金金）））
発発発売売売予予予定定定!!!

お求め方法
●パソコンから

https://shop.san-ei-corp.co.jp
●お電話で

03-5357-8802
受注センター（平日10：00～17：30）

お支払い方法・送料について
●クレジットカード払いの場合
手数料：無料／送料：一回200円　

●代金引換払いの場合
手数料：300円／送料：一回200円　

〒163-1126
東京都新宿区西新宿6-22-１ 新宿スクエアタワー26F
TEL：03-6773-5250 （平日10：00～17：30）

株式会社三栄 販売部

僕
た
ち
の
ラ
リ
ー
カ
ー
、
黄
金
期

定価：1100円（本体価格：1000円+税）

ご予約ご予約ご予約ご予約ご予約ご 約ご予約予ごごご ははははは
こちらこちらこちらこちらちこちらちち !!!!!!

「「「「JJJJGGGGGTTTTCCCC「「「 マシマシマシシンンンンのすのすのすすのすべてべてべててべ 」」」」も好も好も好も好好評発評発評発評 売中売中売中中売中中!!!

お求めお求めお求めお はははは
こちらこちらこちこちらちらからからからから

お求めお求めははは
こちらこちららからからか

※表紙はデザイン中のため実際の誌面と異なる場合があります。

ご注文金額が1000円以上の場合は、送料無料

「「「JJJJGGGTTTTCCCC「「「「「 マシマシマシンンンのすのすのすのすべてべてべ 」」」」も好も好も好も好も好1994199419941994991 -99／299／299／299／29／299／2／20000000000000000 ----040404004040

ママシシシンンンののすすすべべべてて」」て
「「JJTTCC「「 ググルル ププAAププ

も好も好評発評発評発売中売中売中!!

「「JJJJTTCC「「「 ググググルルルルルーーーププAAAププププププ
マママシシシシシンンンののすすすすすべべてて」」てて



 「MS-models」 Presents
レーシングオン × エムエス・モデルズ

98 AUTOart
100 KYOSHO

Special Issue

4
おしらせ
本誌今号持参または現地購入で
特製クリアファイルをゲットしよう！

6
SUPER FILM presents
FIA WEC 2023

105 読者プレゼント+JAIA 2024レポート

Others
106 次号予告
※連載「現代に生きる銘車たち」は休載です。

3

10

12 はじめに
“真の伝説級”チャンピオンだった男の足跡と素顔

14
名フォトグラファーの写真で回想するアイルトン・セナ

速すぎた君を追いかけて
22

後世に語りたいセナ「15」のシーン

脳裏に焼きつくあの日の姿
セナの思い出

30 ①─デイモン・ヒル 
35 ②─エイドリアン・ニューウェイ
40 ③─マーティン・ブランドル
44 ④─佐藤琢磨

48 伝説を乗せて
天才が御した愛車たち

58
若きセナと親交を深めたベテランジャーナリストの回想

セナをセナたらしめているもの

66
1994年５月１日イモラの悲劇

セナがF1に遺したものとは
セナにまつわるふたつのif

74 │01│もしもインディカーに転向していたら……
78 │02│もしも生き続けていたら……

82
晴れの国・岡山にF1が、セナが、やってきた！
寂しくも忘れえぬ“最後”

86
Looking Back リザルトに見る物語 番外編８
1994 FIA Formula 1 World Championship Round 2
“PACIFIC GRAND PRIX TI Aida”

90 外誌“F1最速の50人”から何を読み解くか
Around Senna───

56 ①：レゴ®アイコンシリーズにセナのMP4/4が登場！
88 ②：色褪せぬ魅力と人気セナ派に贈る逸品たち

稀代の絶対的スター、その“実像”と“最期”

没後30周年記念特集

セナの思い出

C O N T E N T S
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Photos/Russell Batchelor/XPB



昨秋からの2年連続現地観戦派ならば、これ
が「セナプロ対決」特集号の現地購入特典と
も連動したデザインだとわかるはず。セナフ
ァンと熱烈読者はぜひゲットして並べよう！

Ayrton
1960-1994
Senna

Ayrton
1960-1994
Senna

おし
らせ

F1日本GP・初の春開催を記念して
特製クリアファイルをもれなく進呈!
　エイプリルフールのネタでもなんでもなく、
本誌この号の発売が4月1日だから、あと4日
後には今年のF1日本GPが鈴鹿で開幕するこ
とになる。チケット購入済みで現地観戦予定、
楽しみで仕方ない方々も少なくないだろう。
　そんなあなたに見逃し厳禁の大事なおしら
せ。いまお読みのこの本を現地・三栄『F1
速報』ブースへご持参いただき左上の押印欄
にスタンプを受ければご覧の、本誌特製クリ
アファイルがもれなくゲットできる（先着500
名様）！ もちろんブースで新たに購入されて
もプレゼント対象となるので「おみやげ」用
に2冊目、3冊目の購入もアリ。ファイルは今
号と連動したデザインで、もちろん非売品。
入場したら即・シケインオアシスへ！

今号持参または現地購入で
特製クリアファイルを
ゲットしよう！

AyAA ryy ton
1960-1994-
S
y
eSS nee nnn a

F1日本G
特製クリア
エイプリル
本誌この号の
後には今年の
とになる。チ
楽しみで仕方
そんなあな
せ。いまお
速報』ブース
にスタンプを
アファイルが
名様）！ もち
もプレゼン
に2冊目、3
号と連動した
入場したら即

Ayrton
1960-1994
Senna

本誌今号と連動した
1
9
9
4
年
の
F
W
16
を
前
面
に
配
置

おもて

先着

500名様名様



シケインゲート

最終コーナー
エントランスGPエントランス

1コーナー
ゲート

逆バンク
ゲート

デグナー
東ゲート

西ストレート
ゲート

スプーン
ゲート

メインゲートプールサイドゲート

V1A1 V2 SA2

M
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I 

H
P

Q2
Q1

R

B1
C D

E

O

N

B2

G

ブースは
ココ！

メインストレート
第1
コーナー

ダンロップ

ヘアピン

110R
130R

シケイン

デグナー

スプーン西ストレート

200R

最終コーナー

S字
逆
バンク

5

最終コーナー最
エントランスエエGPエントランスGP ランスランラン

1コーナー
ゲート

メインゲートプールサイドゲートト

V1A1 V2 SA2

Ayrton
1960-1994
Senna裏

面
に
は
セ
ナ
の
ア
イ
コ
ン
で
あ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

裏

F速ブース
スタッフ確認用

F1日本GP ４月５日（金）～７日（日）
現地観戦派は『F1速報』ブースへ！

クリアファイルプレゼントの引き換え場所、三栄
『F1速報』ブースはこれまでの日本GPと同様、最
終コーナー付近の新たに「シケインオアシス」と
呼ばれるエリアに出店しています。ロゴ入りのノ
ボリ旗と現地キャンペーンのバナーが目印です。
ブース内のスタッフに「レーシングオンのクリア
ファイルください」とお声がけのうえ左の欄にス
タンプをもらってください（時間帯によって大混

現地『F1速報』ブースでは本誌のクリアファ
イルプレゼント以外にも多くの会場限定キャ
ンペーンを行なっている。まず4月より月刊

シケインオアシスは指定席・Rスタ
ンド側にあります（ブース写真は昨
年のもの）。プレゼントのクリアファ
イルは数に限りがありますので頒布
終了の際はご容赦ください。

こちらはリニューアルした『F1速報』日本GP号を予約・購入した方に
プレゼントされる特製クリアファイル。おもて面に開幕戦バーレーンGP
号（発売中）の表紙、裏面に年間刊行カレンダーを配した実用的な一品。

雑となっている場合もあります。節度
ある行動をお願いします）。

こんなキャンペーンも開催中!!!

化され新装になった『F1速報』の最新号（日本GP号／
書店では4月12日発売）をその場で予約・購入すると年
間刊行カレンダーの入った特製クリアファイルを、また
『F1速報』5月発売号からの定期購読を予約・申込いた
だくと特製ポストカード3種セットがその場でプレゼン
トされる。さらに現地で三栄のLINE公式アカウントに「お
ともだち」登録された方にはセナプロ世代感涙の特製ポ
ストカード（いずれも非売品）がもらえるという太っ腹。
プレゼントはいずれも頒布終了となり次第おしまいとな
るので、「入場したらまずF速ブース」が正解です！

ほかにもブースでは『GP Car Story』の最新刊（セナが亡くなった1994
年のフェラーリ412T1号！）や74年分の全出走車を収録したF1ファン
必携の完全保存版『グランプリカー大全集』なども販売予定。ぜひ同時
購入をよろしくお願いします！

最終コーナー付近・シケインオ
アシスの『F1速報』ブース
で本誌をお見せください
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稀代の絶対的スター、その“実像”と“最期”
Photo/Motorsport Images

没後30周年
記念特集
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Memories of
Ayrton SENNA
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実
に
あ
っ
け
な
く
、
危
な
げ
な
く
開
幕
２
連
勝
を
飾

っ
た
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ペ
ン
を
見
て
、
今
ま

た
こ
れ
が
〝
伝
説
級
〞
Ｆ
１
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
誕
生
の
軌

跡
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
届
け
て
い
る
瞬
間
な
の
だ
と

実
感
す
る
。
思
え
ば
ル
イ
ス
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
や
ミ
ハ
エ

ル
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
〝
無
双
〞
を
続
け
て
一
時
代

を
築
い
て
い
く
過
程
に
も
、
似
た
感
覚
は
あ
っ
た
。

　

し
か
し
か
つ
て
勇
名
を
世
界
に
馳
せ
た
ア
イ
ル
ト
ン

・
セ
ナ
は
彼
ら
を
し
の
ぐ
偉
大
さ
と
速
さ
と
人
気
を
も

っ
て
、「
彼
ら
以
上
」
の
伝
説
級
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た

と
言
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

往
時
を
肌
で
知
る
読
者
諸
兄
に
は
大
き
く
深
く
頷
い

て
も
ら
え
る
は
ず
。
し
か
し
非
リ
ア
ル
タ
イ
ム
世
代
の

若
き
読
者
か
ら
は
異
論
も
出
る
だ
ろ
う
。
な
ん
せ
セ
ナ

は
「
３
回
し
か
」
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
て
い
な
い
し

「
41
回
し
か
」
勝
っ
て
い
な
い
。
65
回
の
ポ
ー
ル
ポ
ジ

シ
ョ
ン
だ
っ
て
、
１
０
３
回
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
や
68
回
の

ミ
ハ
エ
ル
に
比
べ
れ
ば
突
出
し
た
存
在
と
は
言
え
な
い
。

　

今
、
次
世
代
の
若
き
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
伝
説
を
積
み

上
げ
て
い
く
さ
な
か
に
あ
っ
て
、
セ
ナ
の
記
憶
は
歴
史

と
数
字
の
波
に
埋
も
れ
て
い
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
そ

の
足
跡
や
速
さ
は
忘
れ
去
ら
れ
、
今
ま
さ
に
「
セ
ナ
を

知
ら
ぬ
世
代
」
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

そ
れ
を
本
誌
は
座
視
で
き
な
い
。
納
得
も
し
た
く
な

い
。
世
代
交
代
と
新
陳
代
謝
は
自
然
の
摂
理
と
は
い
え
、

本
誌
く
ら
い
は
声
高
に
叫
び
、
訴
え
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
奇
し
く
も
没
後
30
年
を
迎
え
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
、
今
こ
そ
〝
真
の
伝
説
級
ド
ラ
イ
バ
ー
〞
の
実
像
を

回
顧
す
る
べ
き
。
そ
ん
な
思
い
を
こ
の
一
冊
に
乗
せ
た
。

　

実
は
そ
の
「
第
１
弾
」
が
、
昨
秋
刊
行
し
た
「
セ
ナ

プ
ロ
対
決
」
特
集
号
（
本
誌
通
巻
５
２
７
号
）
で
あ
っ

た
。
セ
ナ
を
伝
説
に
高
め
た
要
因
で
あ
り
世
紀
の
一
大

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
と
し
て
Ｆ
１
を
世
界
的
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
へ
押
し
上
げ
た
ア
ラ
ン
・
プ
ロ
ス
ト
と
の
長
き
死
闘

の
日
々
を
、
こ
れ
ま
た
「
対
決
終
焉
か
ら
30
年
」
と
し

て
特
集
し
た
。
あ
の
号
に
セ
ナ
の
事
故
や
晩
年
の
こ
と
、

そ
の
後
に
起
こ
っ
た
出
来
事
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
登
場
し

な
い
の
は
今
回
の
「
続
編
」
が
頭
に
あ
っ
た
た
め
だ
。

だ
か
ら
当
時
か
ら
の
フ
ァ
ン
に
は
酷
か
も
し
れ
な
い
が
、

今
号
の
セ
ナ
は
黄
色
や
赤
で
は
な
く
、
白
と
青
の
ス
ー

ツ
を
ま
と
っ
て
い
る
シ
ー
ン
が
多
い
。

　

な
ぜ
セ
ナ
が
今
も
語
り
継
が
れ
る
存
在
な
の
か
と
い

え
ば
、
端
的
に
は
、
も
う
こ
の
世
に
い
な
い
た
め
だ
。

生
き
て
い
れ
ば
64
歳
と
な
っ
て
い
る
セ
ナ
の
録
り
お
ろ

し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
で
き
な
い
し
、
プ
ロ
ス
ト
や
ル
イ

ス
と
対
談
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
だ
か
ら
あ

の
日
な
ぜ
セ
ナ
は
事
故
に
遭
い
、
な
ぜ
亡
く
な
り
、
死

し
て
何
を
遺
し
た
の
か
を
束
ね
た
。
そ
の
足
跡
や
か
つ

て
の
僚
友
た
ち
の
回
想
、
歴
代
乗
機
マ
シ
ン
集
に
加
え

て
禁
断
の
「
ｉ
ｆ
」
ス
ト
ー
リ
ー
ま
で
、
今
号
は
そ
う

し
た
〝
ラ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
〞
と
〝
ア
フ
タ
ー
・
セ
ナ
〞

に
着
目
し
た
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
す
ぐ
、
ま
た
運
命
の
５
月
１
日
が
や
っ
て
く
る
。

鈴
鹿
や
イ
モ
ラ
の
当
地
で
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
デ
モ
ラ

ン
が
行
な
わ
れ
た
り
も
す
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
好
機
、

不
世
出
の
天
才
と
呼
ば
れ
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
残
し
た

足
跡
や
素
顔
を
今
ま
た
と
も
に
振
り
返
ろ
う
。 

f

“真の伝説級”チャンピオンだった男の足跡と素顔
はじめに

Text/Joe Kojima(Racing on)  Photo/LEGO Japan

「２冊でひとつ」を目指したことは昨秋刊行のNo.527「セナプロ対
決」特集号と並べれば一目瞭然。未読な方は書店か弊社Web店へ。
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５月にちょうど没後30周年となる
今年、各所で回想イベントや関連
商品の登場が見込まれている。３
月にはあのレゴ®がMP4/4をオト
ナ向けに新発売（詳細はP56へ）。
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速すぎた君を追いかけて
名フォトグラファーの写真で回想するアイルトン・セナ

Text/Racing on  Photos/Hiroshi Kaneko, Paul-Henri Cahier

1983年イギリスF3王者から“飛
び級”で1984年にF1へ。だが彼
の居場所はここじゃない。まだ見
ぬ頂点を目指して、中団に埋もれ
るトールマンに鞭を打つ。

才能を発揮できる場所を求め移籍
した新天地ロータスでの２年目。
ウイリアムズ・ホンダを前に最多
ポールで速さは見せたがわずか２
勝。セナはさらなる馬力を欲した。
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「これは1987年のポールリカールテストで撮
影した写真なんだけど、87年はこの年からセ
ナとホンダとの関係が始まるという時だった。
セナって日本人から見ると顔が欧米人だからわ
かりにくいけど、イギリスやフランスといった
F1の本流の国の人じゃない。外様なんだよね。
それは日本から来たホンダも同じだった。その
外様同士が組んで、これからなにかやってくれ
るんじゃないかって期待の雰囲気が感じられた
んだ。セナにとってもホンダにとっても日本人

にとっても新たな時代が始まるっていう前兆だ
ったね。でも俺ら日本人カメラマンやホンダっ
てセナと同じ外様でも仲間やスタッフがいて横
のつながりがあったから耐えられたけど、セナ
はひとりだったからね。孤独なのがかわいそう
だった。心を許せるひとっていたのかな」

1953年生まれ。アメリカで写真と語学を学んだのち、76年に
富士スピードウェイで開催された「F1世界選手権イン・ジャパ
ン」でF1初取材を経験し、78年より本格的にF1での撮影をス
タート。81年からはイギリスに常駐し計500戦超のグランプリ
を撮り続けた。2011年にはFIAより永久パスが与えられた。

1987
Paul Ricard

My Best Scene
“The Senna”

Photo by

Hiroshi Kaneko

“外様連合”への期待

金子 博
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欲しかった最強ホンダパワーとそれを活かすシャシー。ついに両方を手に入れた彼をもう止めることはできなかった。デビュー５年目、ついに世界王者に。

ときに憎しみ合い、繰り広げた宿敵プロストとの合戦。２年を僚友として過ごしたのち、プロストがチームを飛び出した1990年。ついに決着のときが来た。
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モナコと母国ブラジル。このふた
つはセナにとって特別な地だった。
絶対劣勢が予想された1992年モ
ナコと1993年ブラジル、どちら
でも神はセナに微笑んだ。
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1991
Silverstone

「私にとってセナといえば純粋なスピード、“ポ
ールポジションマスター”であることを連想す
るので、それを象徴する写真を選んだ。これは
1991年イギリスGPの予選中にブリッジコーナ
ーで撮ったもの。信じられないほど速い右コー
ナーをなんとか全開でぬけたセナのマシンから
火花のシャワーが舞ったとき、人と機械の限界
におけるセナのスピードに魅了されたんだ。こ
のときのポールはナイジェル・マンセルだった
けど、セナの完璧なパフォーマンスが発揮され

た瞬間だった。セナは繊細かつ強烈な人物で、
それが彼を魅力的にしていた。本当の気持ちが
常に表情に表れていた人だったね。一度だけ「近
すぎる」と目線を向けられたことはあったが、

（P18大写真）そんな彼に受け入れられ、近づ
けたことは写真家として非常に幸運だったよ」

1952年、フランス生まれ。父で同じ写真家だったベルナール
に幼少期からサーキットのパドックに連れていかれ、レース界
で育った。初めての撮影は13歳。15歳になると作品が雑誌に
初めて掲載される。以降、速さとビビッドな美しさを表現する
GPフォトグラファーとして近年まで撮影を続けた。

My Best Scene
“The Senna”

Photo by

Paul-Henri Cahier

純粋なスピードに魅了された

ポール-アンリ・カイエ
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同郷の後輩のクラッシュ、
死亡事故、続くアクシデン
トに表情が曇る。それでも
走ることを選んだセナ。こ
のあと、君は“一番速い”
まま旅立ってしまった。
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1

　雨でマシン性能差が縮まった時、彗星のごとく
若き才能が最前線に躍り出る。古からの定説どお
りの出来事が1984年のモナコGPで起きた。前
月にニュルでの“お披露目”があったことを考え
れば当然の流れにもなるが、セナが“来た”ので
ある。トールマン・ハートという（良車だが）ト
ップレベルにはないマシンで、雨のモンテカルロ
市街地を自在に駆けまわるセナ。天才の呼び声に
相応しい速さで、勝利を目指し邁進する。首位を
行くのはこの年に16戦12勝する最強車マクラー
レン・TAGポルシェ、それにも迫る。しかし無
念の赤旗レース打ち切りで２位どまり──。この
時の勝者はアラン・プロスト。５歳年長のライバ
ルとの宿縁が動き始めた一戦でもあった。

　時は1984年５月12日。欧州モータースポーツ
の聖地のひとつ、ニュルブルクリンクが“リニュ
ーアルオープン”を迎えた。そこで催されたのが、
メルセデスベンツ190Eを使用した祝賀レース。
F1チャンピオン経験者を含む往年～現役の名手
たちが居並ぶなか、24歳の新人F1ドライバーの
姿があった。アイルトン・セナである。世に有名
な、この年のモナコGPにおける電撃的な活躍は
まだ、のタイミングであったことにあらためて驚
く（モナコGPは６月３日）。前年のイギリスF3
王者であるブラジリアンは、すでにこういうメン
バーに入って当然と目される存在だった、という
ことだろう。そして“花レース”とはいえ、ここ
で勝っているのがセナの常人ならざるところ。

1984│モナコGP

1984│ニュルブルクリンク 改修記念レース

後世に語りたいセナ「15」のシーン

脳裏に焼きつくあの日の姿
通算161戦出走、41勝、そして65回のポールポジション
このセナが残した記録を大きく上まわる選手も現代には出現している
しかし彼は、自身の記録を凌駕するほどの記憶を多く残してくれた
ここではそんなセナの今も忘れ難き名場面を厳選して振り返る
Text/Toshiyuki Endo
Photos/Bernard Asset, Paul-Henri Cahier, Motorsport Images, XPB Images, SAN-EI
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3
　1985年シーズンに向けて、セナは名門ロータ
スへと移籍。F1初勝利の瞬間はすぐにやってきた。
第２戦ポルトガルGP、雨のレースでセナはF1初
ポールから全周回首位で初優勝を飾る。このレー
スはいわゆる“２時間ルール”適用で、予定周回
数消化以前にチェッカーフラッグが振られている
が、セナと同じ67周を走破したのは１分以上遅
れて２位のミケーレ・アルボレート（フェラーリ）
だけという圧勝でもあった。それほどに酷いウエ
ットコンディションだったわけで、前年、やはり
荒天下での戦いだったモナコで優勝寸前まで迫っ
たこととあわせ、“雨のアイルトン・セナ”の伝
説が本格化することにもなった。セナを迎えるチ
ームスタッフたちに、古き良きF1の匂いが残る。

1985│ポルトガルGP
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5

　1986年のスペインGP、ヘレス・サーキッ
トのタイトな最終コーナーを先頭で立ち上がり、
セナのロータス・ルノーが勝利のチェッカーフ
ラッグに向かって最後の加速。しかし、それに
ナイジェル・マンセルのウイリアムズ・ホンダ
が追いすがった。ゴール時の差はわずか0.014
秒、セナの辛勝である。一概にはいえないが、
ホンダの力の片鱗が見えた鼻差決着のシーン。
もっとも、セナは前のシーズン（85年）の段
階で「ホンダ強し」を実感していたといわれ、
87年からの共闘に向けての動きも加速し始め
る頃だった。セナは85～86年の全32戦中15
回もポールポジションを奪う。ポール獲得率は
ほぼ5割。ただ、レースでは32戦４勝。この頃
のロータス・ルノーは勝ち切る力に乏しかった。

　1988年、セナとプロストの同門タイトル争いは熾烈を極めたが、
勝利数で上まわるセナ優位の展開へ。しかし終盤になってセナが足踏
み状態となり、プロスト再逆転の可能性もはらみつつの第15戦日本
GP、鈴鹿決戦を迎えた。セナは有効得点ではビハインドの状態ながら、
ここを勝てば初戴冠。しかしポールでストール……。でも、猛然と挽
回し、小雨も味方に最後は首位プロストも攻略して勝利する。F1参
戦５年目、ついにセナは世界最高峰の王座に就いたのであった。ホン
ダの総本山でのウイニングラン、感涙のガッツポーズ。その姿に鈴鹿
の観客席は感動した。そしてホンダの創始者・本田宗一郎氏との年齢
差を超越した友情と尊敬──。日本がセナ第２の母国となった。

　イタリア・イモラでのレースはセナの現役当時、サンマリノGPと
いう名で開催されていた。1987年、第２戦として開催されたサンマ
リノGPで、セナはホンダエンジンでは自身初となるポールポジショ
ンを獲得する。ロータスはこの年からホンダを獲得、中嶋悟がセナの
僚友となった。つまりセナは、日本人ドライバーを通年のチームメイ
トに迎えた最初のF1ドライバー、ということになる。アクティブサ
スペンションで武装したこの年のロータス・ホンダだが、これは“5
年早い”アイテムだった。セナの助けになったとはいえず、ポールハ
ンター・セナのポール獲得ペースは急落。87年シーズンのポールは
このイモラ１回きりとなってしまう。勝利も市街地での２戦のみ。

1986│スペインGP

1988│日本GP

1987│サンマリノGP
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　1988年、マクラーレン・ホンダ誕生──。
この最強マシンで、セナとプロストの最強タッ
グがシーズンを席巻することは十分に予想され
ていたが、開幕してみると想像以上の圧倒ぶり
だった。第３戦モナコGPではセナが絶好調。
予選でプロストを1.4秒も突き放し、レースで
もプロストがゲルハルト・ベルガー（フェラー
リ）の後ろにまわってしまったのに対し、セナ
は快調にトップを走っていっていた。しかしプ
ロストがようやく２番手に上がった頃からだっ
たか、セナのタイムが乱れ始める。焦る必要の
ない差がついていたのだが……。セナはポルテ
ィエでクラッシュし、プロストに勝利を献上し
てしまう。若さゆえの脆さが出た敗戦。しかし、
セナはここから学び、真に強くなってゆく。

1988│モナコGP
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9　1992年、ついにマクラーレン・ホンダをウイリアムズ・ルノーが完全に凌駕した。マン
セル（ウイリアムズ）は無敵の快進撃で、前の年（91年）のセナを超える開幕5連勝。その
91年はセナがマンセルの追い上げから逃げ切って王座連覇を成していたが、この92年、３
連覇は序盤にしてほぼ絶望的。しかしながら第６戦モナコで、これぞセナ、という奇跡が起
きる。マンセルが首位独走からの緊急ピットイン、セナが先頭に！ 猛追に転じるマンセル、
懸命に防戦するセナ──第50回記念大会のモンテカルロ市街地は熱く燃えた。そしてモナ
コ・マイスター、セナがF1史に残る“伝説の死闘”を制してシーズン初勝利、モナコ４連
勝を飾った（翌93年も勝って５連勝、通算６勝。いずれもモナコ最高記録）。

1992│モナコGP

　ブラジルで勝てない、これがセナと彼
の母国ファンの悩みのタネだった。しか
しようやくそれが解消される時が来る。
1991年の第２戦ブラジルGP、開催地
がセナの出身地であるサンパウロ（イン
テルラゴス・サーキット）に移って２年
目のことであった。開幕戦から続く４連
勝のなかでの勝ちのひとつだが、決して
楽勝ではない。終盤、雨中で首位を走る
セナは６速ギヤしか使えない状況に陥っ
ていたという。それでもトップのまま走
り切り、チェッカーを受ける。無線から
漏れ聞こえたのは魂の叫びか。そして表
彰台の頂点で、体力を使い果たしていた
セナが懸命にトロフィーを掲げる姿が観
る者の感動を誘わないはずはなかった。
こうしたエピソードが多いこともあり、
セナという存在は神格化されていった。

　全車3.5ℓ自然吸気エンジンとなった
1989年。マクラーレン・ホンダはター
ボがなくなっても強かった。しかしイモ
ラでの紳士協定違反事件を端緒に、セナ
とプロストの関係は破綻する。第15戦
日本GPを迎えた段階で王座争いは、セ
ナがここと最終戦を連勝すればタイトル
防衛、それ以外の結果ならプロスト３度
目の戴冠、という状況だった。プロスト
が乾坤一擲のスタートで主導権を取り、
逃げる。勝つしかないセナは懸命に追い
かけた。そして47周目のシケイン──
鈴鹿が凍りついた。インを突いたセナに
対し、プロストがドアを開ける理由はな
かったのだ。同士討ちの後、プロストは
コントロールタワーに向かい、セナは戦
線復帰してトップゴールする。しかしセ
ナは失格、王座はプロストのもとへ。

　1990年を前にしたシーズンオフ、セ
ナは前年の鈴鹿での振る舞い等から「危
険なドライバー」というレッテルを貼ら
れ、欧州人であるプロストを擁護する“お
上”にスーパーライセンス発給停止まで
チラつかせられた。なんとか現役継続叶
ったセナは、フェラーリに移籍したプロ
ストと3年連続で“セナプロ対決”を演
じる。そして王座決定地はまたも鈴鹿。
最前列に並んだ２台だが、出足は２番グ
リッドのプロストの方が良く、ポールの
セナは後手にまわった。ポール不利なグ
リッド位置の変更が容れなかったことや、
前年の接触決着のことなど、様々な意趣
返しでもあったのか？ １コーナーでセ
ナがプロストに追突するかたちで両者コ
ースアウト、ともに０周リタイア……。
セナ２年ぶりのタイトル獲得が決まった。

1991│ブラジルGP

1989│日本GP

1990│日本GP



28

12

14

　ホンダが1992年限りで去り、セナはマクラーレン
残留を迷ったまま1993年シーズンを迎える。結果的
にセナは、フォードV8搭載のマクラーレンMP4/8、
当初予想よりかなり良い素性のマシンでシーズンを全
うすることになり、シーズン前半は絶対的本命のプロ
スト（ウイリアムズ・ルノー）と互角以上に戦ってみ
せた。第2戦ブラジルでは、まともに戦っては不利を
否めないセナに母国の空が味方。急な雨に足をすくわ
れたプロストがリタイアし、セナがシーズン初勝利を
もぎ獲ったのである。ウイニングランの途中でセナの
マシンが母国の群衆に囲まれ、その中心でセナが歓呼
に応え、その後オフィシャルカーに乗って凱旋するシ
ーンはF1というスポーツにとって究極的名場面。

　1993年の第3戦は英国ドニントンパークでのヨーロッパGP。最前列はプロ
ストとデイモン・ヒルのウイリアムズ・ルノーが順当に占拠した。しかし決勝、
雨のオープニングラップで電光石火の首位浮上劇をセナのマクラーレン・フォ
ードが演じる。４番グリッドからのスタート自体は決して良くなかったのだが、
１周のうちに首位プロストまで一気に攻略!! その後もウイリアムズが天候変化
に翻弄されるなか、見事に勝利してみせるのだった。開幕前は絶対不利と思わ
れていたが、宿敵プロストに２勝１敗、この段階で勝ち越しに成功。この年の
王座は最終的にプロストが手中にするが、セナの力の充実ぶりも大いに讃えら
れた。特にこの“ドニントンの閃光”は多くの人の記憶に長く残ることになる。

1993│ブラジルGP

　ポールポジションなしで最終戦オーストラリアGP
まで来てしまった1993年のセナ。でも、ここでキッ
チリとシーズン初ポールを奪って、85年のキャリア
初ポールから途切れることなく９年連続ポール獲得の
実績を残す（翌94年もポール獲得で10年連続に）。
すでにタイトルはプロストとウイリアムズのものに決
まっており、翌年のハイテク禁止を前に現行車開発は
各陣ストップ気味だったなか、マクラーレンが最終戦
でウイリアムズに追いついたようであった。レースは
セナのほぼ完勝。そして引退戦を２位で終えたプロス
トと恩讐を越えた握手──。セナはプロストの後釜と
して待望のウイリアムズ・ルノー入りが決まっていた。
まさかこの通算41勝目が最終勝利になろうとは……。

1993│オーストラリアGP
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1993│ヨーロッパGP

　念願のウイリアムズ入りを果たすも、セナの
1994年は開幕から2戦連続リタイア。一方で若
きミハエル・シューマッハー（ベネトン・フォー
ド）が2連勝と、“ハイテク武装禁止”や給油解
禁で生まれ変わったF1は新世代優位の立ち上が
りを見せていた。そして迎えた第３戦サンマリノ
GPで、94年規定マシンの危うさが現出する。金
曜にブラジルの後輩が事故で負傷欠場となり、土
曜には新人の死亡事故まで発生、セナの心は決勝
を前に揺れていた。それでも、セナは決勝レース
を走る。そして開幕３戦連続のポールポジション
から、先頭を走ったまま……。運命のタンブレロ、
単独クラッシュしたセナは救急搬送されるも生き
て帰ってはこなかった。アイルトン・セナ、享年
34。その魂は空へ──1994.5.1、世界が泣いた。

1994│サンマリノGP
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1960年９月17日、イングランド
出身。F1で２度王者に輝いたグラ
ハムの息子として注目され、92年
にブラバムからF1デビューを飾る。
96年にウイリアムズで悲願の王者
に輝き、父子２代でのF1タイトル
獲得に成功した。
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私
は
１
９
９
３
年
に
ア
ラ
ン
（
プ
ロ
ス
ト
）、
翌
94

年
に
ア
イ
ル
ト
ン
（
セ
ナ
）
と
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
な
っ

た
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
絶
対
的
な
基
準
で
あ
り
、
大

き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
ア
ラ
ン
や
ア
イ
ル

ト
ン
の
ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
を
見
て
「
速
い
な
」
と
思
う
と
、

次
の
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
で
自
分
の
タ
イ
ム
も
突
然
速
く

な
っ
た
ん
だ
。
す
る
と
彼
ら
は
も
っ
と
速
く
な
り
、
タ

イ
ム
ア
ッ
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し
て
い
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。
そ
う
い
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こ
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繰
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が
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私
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彼
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特
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存
在
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の
か
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し
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い
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。
私
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と
っ
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は
素
晴
ら
し
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レ
ッ
ス
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だ
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だ
か
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ア
イ
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に
潰
さ
れ
る
か
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と
い
う
リ
ス
ク
は
あ
っ
た
が
、
私
は
ア
イ
ル
ト
ン
と
フ

ル
シ
ー
ズ
ン
を
過
ご
し
た
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

同
じ
チ
ー
ム
で
世
界
最
高
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
一
緒
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ド
ラ
イ
ブ
で
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と
っ
て
貴
重
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時
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だ
っ
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た
の
だ
が
、
ア
ラ
ン
は
私
に
微
笑
み
な
が
ら
「
よ
う
こ

そ
私
の
世
界
へ
」
と
言
っ
た
ん
だ
。

　

彼
ら
の
バ
ト
ル
は
ア
イ
ル
ト
ン
の
真
の
性
格
を
示
す

も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
ア
イ
ル
ト
ン
は
チ
ー
ム
メ
イ

ト
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
た
め
な
ら
何
で
も
し
た

か
ら
、
か
つ
て
同
じ
チ
ー
ム
で
２
年
間
ド
ラ
イ
ブ
す
る

と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
挑
ん
だ
こ
の
ふ
た
り
を
賞
賛
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ミ
ハ
エ
ル
（
シ
ュ
ー
マ

ッ
ハ
ー
）
は
タ
イ
ト
ル
を
争
う
直
接
の
ラ
イ
バ
ル
と
同

じ
チ
ー
ム
で
走
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
か
ら
ね
。

プ
ロ
ス
ト
と
セ
ナ
の
違
い
を
間
近
で
感
じ
た

　

で
も
ア
ラ
ン
と
ア
イ
ル
ト
ン
は
ま
っ
た
く
異
な
る
ワ

ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
間
近
で
見
ら
れ

た
の
は
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
よ
。
ア
ラ
ン
は
と
て
も

静
か
か
つ
慎
重
で
何
事
も
熟
考
し
、
礼
儀
正
し
く
て
誰

に
対
し
て
も
怒
鳴
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、
気
楽
に

過
ご
せ
る
チ
ー
ム
メ
イ
ト
だ
っ
た
。
逆
に
ア
イ
ル
ト
ン

は
と
て
も
難
し
く
て
、
彼
と
打
ち
解
け
る
に
は
苦
労
し

た
よ
。
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
へ
ア
イ
ル
ト
ン
が
移
籍
し
て
き

た
と
き
彼
は
す
で
に
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
プ
ラ
イ
ド
が
高
く
要
求
が
厳
し
か
っ
た
。
何
で

も
知
り
た
が
り
理
解
し
た
が
る
た
め
、
激
し
い
態
度
に

な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
で

６
年
間
過
ご
し
た
彼
は
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
と
い
う
チ
ー
ム

を
早
く
理
解
し
よ
う
と
そ
う
い
う
態
度
に
な
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
が
、
ず
っ
と
不
安
そ
う
だ
っ
た
。
い
や
「
心

配
し
て
い
た
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
に
対
し

て
も
疑
念
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
が
な
ぜ
だ

っ
た
か
は
分
か
ら
な
い
ん
だ
。
そ
ん
な
疑
念
を
持
つ
理

由
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
…
…
。
コ
ー
ス
上
で
は
ア

イ
ル
ト
ン
の
方
が
ア
ラ
ン
よ
り
も
明
ら
か
に
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
だ
っ
た
。

　

ア
ラ
ン
と
組
ん
だ
93
年
の
私
は
彼
の
補
助
的
な
存
在

で
、
自
分
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
候
補
だ
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
ア
ラ
ン
か
ら
学
ん
で
成
長
し
た
自
分

が
、
94
年
に
組
む
ア
イ
ル
ト
ン
と
の
対
戦
で
ど
れ
だ
け

の
結
果
を
残
せ
る
か
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

た
だ
し
彼
に
挑
戦
で
き
た
か
ど
う
か
は
正
直
疑
問
だ
。

93年に４度目の王者を獲得したプロストと
コンビを組んだヒルは、何事にも慎重で怒
ることがなく、さまざまなことを学んで成
長することができたと振り返る。

前年にプロストから学んだことで自分がど
れくらい成長したのか、セナとの対決で試
したかったというヒル。しかし、その願い
はシーズン前半で断ち切れてしまう。
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ア
イ
ル
ト
ン
は
本
当
に
優
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
か

ら
、
彼
に
近
づ
こ
う
と
す
れ
ば
自
分
は
も
っ
と
上
達
し

た
だ
ろ
う
が
、
は
た
し
て
ど
こ
ま
で
い
け
た
か
。
93
年

に
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
で
ア
イ
ル
ト
ン
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ

ミ
カ
（
ハ
ッ
キ
ネ
ン
）
の
よ
う
に
、
と
き
ど
き
予
選
で

彼
に
勝
つ
ぐ
ら
い
は
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
が
…
…
。

　

94
年
の
シ
ー
ズ
ン
序
盤
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
Ｆ
Ｗ
16
は

あ
ま
り
い
い
状
態
の
マ
シ
ン
で
は
な
か
っ
た
。
ア
ク
テ

ィ
ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
何
年
も
使
っ
て
き
た
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
は
パ
ッ
シ
ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
戻
っ
て
何
か

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
適
切

な
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
ん
だ
。
シ
ー

ズ
ン
開
幕
前
の
テ
ス
ト
で
ア
イ
ル
ト
ン
が
私
の
と
こ
ろ

へ
や
っ
て
き
て
、「
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
マ
シ
ン
は
い
つ

も
こ
ん
な
感
じ
な
の
か
？
」
と
言
っ
て
い
た
よ
。
し
か

し
そ
の
よ
う
に
難
し
い
マ
シ
ン
で
も
、
ア
イ
ル
ト
ン
は

開
幕
か
ら
３
戦
連
続
で
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
す

る
素
晴
ら
し
い
走
り
を
見
せ
た
。
で
も
レ
ー
ス
は
ま
た

別
の
話
で
、
ア
イ
ル
ト
ン
で
あ
っ
て
も
マ
シ
ン
の
欠
点

を
克
服
し
て
優
勝
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

難
し
い
マ
シ
ン
で
レ
ー
ス
後
は
疲
労
困
憊
に

　

開
幕
戦
ブ
ラ
ジ
ル
Ｇ
Ｐ
で
ア
イ
ル
ト
ン
は
ミ
ハ
エ
ル

を
追
い
か
け
よ
う
と
し
て
、
レ
ー
ス
終
盤
に
自
ら
ス
ピ

ン
を
喫
し
て
し
ま
う
。
彼
と
し
て
は
と
て
も
珍
し
い
ケ

ー
ス
で
、
疲
れ
果
て
て
い
た
た
め
に
ミ
ス
を
犯
し
た
ん

だ
。 

私
は
２
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
が
優
勝
の
ミ
ハ

エ
ル
か
ら
１
周
遅
れ
で
、
ゴ
ー
ル
後
は
ア
イ
ル
ト
ン
と

同
様
に
疲
労
困
憊
し
て
い
た
。
マ
シ
ン
に
手
こ
ず
り
な

が
ら
６
点
を
獲
得
し
た
私
は
、
頭
の
中
で
色
々
な
こ
と

を
考
え
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
の
重
み
を
感
じ
て
い
た
。 

　

し
か
し
第
２
戦
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
Ｇ
Ｐ
で
は
状
況
が
さ

ら
に
悪
化
し
て
い
た
。 

ア
イ
ル
ト
ン
は
２
戦
連
続
で
ポ

ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
し
、
私
は
予
選
３
番
手
で
タ

イ
ム
は
彼
の
０
・
５
秒
落
ち
だ
っ
た
。 

レ
ー
ス
は
ス
タ

ー
ト
直
後
の
１
コ
ー
ナ
ー
で
ア
イ
ル
ト
ン
が
ミ
カ
に
追

突
さ
れ
て
グ
ラ
ベ
ル
へ
飛
び
出
し
、
後
続
の
マ
シ
ン
に

衝
突
さ
れ
て
リ
タ
イ
ア
。
私
は
メ
カ
ニ
カ
ル
ト
ラ
ブ
ル

で
リ
タ
イ
ア
に
終
わ
っ
た
が
、
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
ア
イ

ル
ト
ン
の
前
を
走
り
続
け
て
い
た
。
レ
ー
ス
を
終
え
て

日
本
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
戻
る
機
内
で
ア
イ
ル
ト
ン
は
、

何
が
悪
か
っ
た
の
か
を
振
り
返
っ
て
い
た
。
実
は
我
々

は
あ
の
時
ベ
ネ
ト
ン
に
あ
る
疑
念
を
抱
い
て
い
た
。

　

ミ
ハ
エ
ル
が
加
速
し
て
い
る
と
き
ベ
ネ
ト
ン
の
フ
ォ

ー
ド
エ
ン
ジ
ン
は
他
の
エ
ン
ジ
ン
と
は
違
う
音
を
立
て

て
い
た
た
め
、
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
よ
う

な
も
の
を
エ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
た
め
エ
ン
ジ
ン
に
何
か

巧
妙
な
細
工
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

た
。
私
は
機
内
で
真
後
ろ
に
座
る
ア
イ
ル
ト
ン
と
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
た
か
っ
た
が
、
彼
の
時
間
を

邪
魔
す
る
勇
気
は
な
か
っ
た
。
彼
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
ひ
と
り
で
い
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
よ
う
な
印
象

だ
っ
た
か
ら
ね
。

　

そ
し
て
第
３
戦
サ
ン
マ
リ
ノ
Ｇ
Ｐ
を
迎
え
る
前
の
テ

ス
ト
で
チ
ー
ム
は
楽
観
的
に
な
れ
る
だ
け
の
進
歩
を
遂

げ
た
。
マ
シ
ン
の
問
題
点
を
洗
い
出
す
こ
と
が
で
き
、

時
間
的
な
制
約
か
ら
す
べ
て
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
マ
シ
ン
を
よ
り
良
く
扱
え
る
よ
う
に
は
な

っ
て
い
た
。
だ
が
レ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ク
に
入
る
と
ア
イ
ル

ト
ン
は
家
族
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ト
ラ
ブ
ル
を
い
く
つ

セナはシーズン開幕前のテストから
マシンに対する不満を語っていたと
いう。その大きな原因はアクティブ
サスペンションを失ったことにある
のではとヒルは分析する。

気が散るようなことをたくさん抱えた
アイルトンはプレッシャーにさらされていた
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か
抱
え
、
ラ
イ
バ
ル
の
ベ
ネ
ト
ン
に
ル
ー
ル
を
逸
脱
し

た
マ
シ
ン
で
優
勝
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

念
も
持
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
イ
モ
ラ
で
最
初
の
フ
リ

ー
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
挑
ん
だ
セ
ナ
は
気
が
散
る
よ
う
な

こ
と
を
た
く
さ
ん
抱
え
て
い
た
。
私
に
も
緊
張
が
伝
わ

る
く
ら
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、

ル
ー
ベ
ン
ス
（
バ
リ
チ
ェ
ロ
）
の
衝
撃
的
な
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
発
生
し
た
。
す
さ
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
で
彼
の
マ

シ
ン
は
宙
を
高
く
舞
い
、
も
う
少
し
で
ス
タ
ン
ド
に
飛

び
込
む
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
ア
イ
ル
ト
ン
は
す
ぐ
に
医
療

「私は1994年、ウイリアムズのテストド
ライバーを務めていたが、あのイモラの週
末は国際F3000のレースでシルバースト
ンにいた。その夕方にチームから連絡があ
り、アイルトンの死を知らされた。とても
ショックを受けたよ。個人的な知り合いで
はなかったが、私にとって彼は神であり先
生だったからね。
　チームのブリーフィングではよく彼の分
析に耳を傾けていた。アイルトンは驚くほ
ど細部にまで目を配っていた。アランより
もずっと細部までね。アランは短いスティ
ントを走ってはマシンを調整して挙動を報
告するだけだったが、セナは短いスティン
トと長いスティントを織り交ぜてマシンに
ついてより多くの情報をものにしてチーム
に報告していた。ウイリアムズは扱いやす

いアクティブサスペンションに慣れてしま
っていたせいで、パッシブサスペンション
に変更したFW16はまるで動きの読めない
野獣になっていた。特にリヤの車高変更に
対してかなり敏感に反応するクルマだった
ことを覚えているよ」

アイルトンはマシン細部にまで目を配って多くの情報をもたらした
──デイビッド・クルサード

プロストよりもマシンの細部にまで目を配り分析して
いたとセナを評価するクルサード（写真右）。セナが亡
くなった後、レギュラードライバーに昇格した。

Text/Mick Schmidt  Translation/Chiaki Inomoto

手こずるマシンで３戦連続ポールポ
ジションを獲得したのは、まさにセ
ナの実力と語るヒル。同じマシンを
ドライブしたからこそ、その苦労を
よく理解している。
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セ
ン
タ
ー
へ
と
駆
け
込
ん
で
同
胞
を
見
舞
い
、
意
識
を

取
り
戻
し
た
ル
ー
ベ
ン
ス
は
憧
れ
の
ア
イ
ル
ト
ン
が
自

分
の
横
で
泣
い
て
い
る
の
を
見
た
と
い
う
。
そ
れ
は
ア

イ
ル
ト
ン
の
精
神
状
態
を
示
す
明
ら
か
な
サ
イ
ン
だ
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
私
は
父（
グ
ラ
ハ
ム
）か
ら「
モ

ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
危
険
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
。
コ
ク
ピ
ッ

ト
へ
戻
る
前
に
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
解
決
し

て
お
く
べ
き
だ
。
コ
ー
ス
に
戻
れ
ば
、
そ
の
ゲ
ー
ム
の

不
文
律
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
」
と
、
い
つ

も
精
神
的
な
対
処
を
し
て
い
た
。

　

翌
土
曜
日
に
発
生
し
た
ロ
ー
ラ
ン
ド
（
ラ
ッ
ツ
ェ
ン

バ
ー
ガ
ー
）
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
さ
ら
に
大
き
な
衝
撃

だ
っ
た
。
予
選
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
中
に
ビ
ル
ヌ
ー
ブ
コ

ー
ナ
ー
で
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
グ
を
失
っ
た
彼
の
マ
シ
ン

は
、
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
の
ま
ま
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル

に
激
突
。
こ
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
サ
ー
キ
ッ
ト
の
雰
囲

気
は
一
変
し
、
ア
イ
ル
ト
ン
も
影
響
を
明
ら
か
に
受
け

て
い
た
。
モ
ニ
タ
ー
に
は
ド
ク
タ
ー
た
ち
が
ロ
ー
ラ
ン

ド
の
緊
急
処
置
を
し
て
い
る
様
子
が
映
し
出
さ
れ
、
ア

イ
ル
ト
ン
は
す
ぐ
に
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
カ
ー
に
乗
り
込
ん

で
現
場
へ
と
駆
け
つ
け
た
。
そ
れ
は
ど
ん
な
場
合
で
も

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
彼
ら
し
い
行
動
と
い
え
、
単
な

る
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
で
は
な
く
事
故
原
因
も
含
め
た

す
べ
て
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　

ア
イ
ル
ト
ン
は
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ク
に
も
う
予
選
を

走
り
た
く
な
い
と
告
げ
た
。
夜
に
彼
は
レ
ー
ス
ド
ク
タ

ー
の
シ
ド
（
ワ
ト
キ
ン
ス
）
と
長
い
時
間
話
を
し
て
、

そ
う
い
う
精
神
状
況
で
は
レ
ー
ス
を
走
ら
な
い
ほ
う
が

い
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。
し
か
し
ア
イ
ル
ト
ン
は

そ
の
助
言
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
自
分
を

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
を
失
望
さ
せ
ら
れ
な
い

と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二
度
と
会
え
な
く
な
る
と
は
…
…

　

決
勝
日
の
日
曜
日
は
誰
の
肩
に
も
重
荷
が
の
し
か
か

り
、
暗
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
行
な
わ

れ
た
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
ア
イ
ル
ト
ン
は
ほ
ぼ
予
選
ペ

ー
ス
で
誰
よ
り
も
速
く
走
っ
た
。
彼
に
し
て
は
珍
し
い

こ
と
だ
っ
た
が
、
私
に
は
レ
ー
ス
に
向
け
て
一
石
を
投

じ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
そ
の
後
に
行
な

わ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
ア
イ
ル
ト
ン

か
ら
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
（
ベ
ル
ガ
ー
）
と
と
も
に
Ｆ
Ｉ
Ａ

が
遅
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
カ
ー
が
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
ラ

ッ
プ
を
先
導
さ
せ
る
こ
と
を
批
判
し
て
ほ
し
い
と
言
わ

れ
た
。
私
は
彼
の
意
見
に
同
意
し
、
Ｆ
Ｉ
Ａ
は
妥
協
案

を
受
け
入
れ
た
。
ま
た
ア
イ
ル
ト
ン
は
全
ド
ラ
イ
バ
ー

で
安
全
に
つ
い
て
考
え
る
Ｇ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
グ
ラ
ン
プ
リ
・

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
の
再
結
成
を

話
し
合
い
、
次
の
モ
ナ
コ
Ｇ
Ｐ
で
具
体
的
な
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
迎
え
た
決
勝
の
ス
タ
ー
ト
で
再
び
ア
ク
シ

デ
ン
ト
が
発
生
し
、
状
況
は
さ
ら
に
悪
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
。
す
る
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
カ

ー
が
ピ
ッ
ト
に
入
っ
た
あ
と
、
タ
ン
ブ
レ
ロ
で
ア
イ
ル

ト
ン
が
ウ
ォ
ー
ル
に
突
っ
込
ん
で
い
る
の
が
見
え
た
ん

だ
。
レ
ー
ス
が
中
断
さ
れ
た
と
き
、
も
ち
ろ
ん
彼
の
容

体
を
心
配
し
た
が
詳
細
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
彼
が
病

院
へ
搬
送
さ
れ
た
後
、
無
情
に
も
レ
ー
ス
は
再
開
さ
れ

て
私
は
最
後
尾
か
ら
６
位
ま
で
順
位
を
上
げ
て
フ
ィ
ニ

ッ
シ
ュ
し
た
。
で
も
、
そ
の
日
の
結
果
な
ん
て
ど
う
で

も
よ
か
っ
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
レ
ー
ス
を
再
開
す
べ

き
で
は
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ア
イ
ル
ト

ン
と
も
う
二
度
と
会
え
な
く
な
る
と
は
、
誰
も
考
え
て

い
な
か
っ
た
か
ら
ね
。 

f

セナ亡き後、ウイリアムズの
エースドライバーとなったヒ
ル。スペインGPでシーズン初
優勝を成し遂げて、表彰台で
セナに捧げる勝利に安堵の表
情を見せていた。
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特
別
な
人
と
一
緒
に
い
る
よ
う
な
気
が
し
た

最
強
の
マ
シ
ン
を
求
め
て
94
年
に
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
へ
移
籍
し
た
セ
ナ

チ
ー
ム
の
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
務
め
て
い
た
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
は

前
年
ま
で
の
ラ
イ
バ
ル
か
ら
味
方
と
な
っ
た
セ
ナ
と

ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か

Text/M
ick S

chm
idt  Translation/M

ayum
i N
oguchi 

P
hotos/B

ernard A
sset, M

otorsport Im
ages, X

P
B
 Im
ages, S

A
N
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1958年12月26日、イギリスのストラトフォー
ド・アボン・エイボン生まれ。F1のフィッティ
パルディでキャリアをスタートし、北米レース
での活躍を経てF1に復帰。ウイリアムズ、レッ
ドブルなどで手がけたマシンがタイトルを獲得。

セ
ナ
の
思
い
出

エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ

2



　

フ
ラ
ン
ク
（
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
）
が
ア
イ
ル
ト
ン
（
セ

ナ
）
を
崇
拝
し
て
い
た
の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ

り
、
彼
に
は
あ
る
種
の
オ
ー
ラ
が
あ
っ
た
。
オ
ー
ラ
と

い
う
と
少
し
陳
腐
な
言
葉
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
は
十
分
に
フ
ェ
ア
な
評
価
で
あ
り
、
同
じ
チ

ー
ム
で
彼
と
一
緒
に
仕
事
を
す
れ
ば
完
全
に
理
に
か
な

っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
特
別
な
人
と
一
緒
に
い

る
よ
う
な
気
が
し
た
ん
だ
。
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
彼
の
名

声
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
数
値
化
で
き
な
い
が
、
そ
れ

は
確
か
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

ア
イ
ル
ト
ン
が
加
入
す
る
前
、
私
は
彼
と
ほ
と
ん
ど

話
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
彼
は
１
９
９
１
年
以
来

タ
イ
ト
ル
を
争
う
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
93
年
に
は
ア
ラ

ン
（
プ
ロ
ス
ト
）
に
対
す
る
唯
一
の
挑
戦
者
だ
っ
た
。

競
争
心
と
い
う
も
の
に
話
を
戻
す
と
彼
は
常
に
我
々
の

「
宿
敵
」
だ
っ
た
が
、
94
年
か
ら
味
方
に
な
る
と
い
う

の
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

　

93
年
の
秋
、
ア
イ
ル
ト
ン
が
デ
ィ
ド
コ
ッ
ト
の
ウ
イ

リ
ア
ム
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
へ
や
っ
て
き
た
最
初
の
日
の

こ
と
を
、
私
は
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。
私
は
フ
ラ

ン
ク
か
ら
彼
に
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
案
内
す
る
よ
う
指
示

さ
れ
た
の
で
ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
な
が
ら
各
部
屋
を
回

っ
た
が
、
細
部
へ
の
関
心
、
探
究
心
、
そ
し
て
明
ら
か

な
熱
意
に
感
銘
を
受
け
た
よ
。
風
洞
で
は
94
年
型
マ
シ

ン
の
模
型
を
見
せ
た
が
、
彼
は
す
ぐ
に
両
手
と
両
膝
を

つ
い
て
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
の
下
を
覗
き
込
み
、
重
要
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
す
る
私
の
話
を
じ
っ
と
聞
い
て

い
た
。
彼
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
は
な
い
が
、
マ
シ
ン
の
設

計
と
哲
学
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
多
く
の
こ
と
を
吸
収

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
マ
シ
ン
を
技
術
的
に
理
解
す
れ

ば
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
方
法
も
理
解
で
き
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
う
え
で
も
役
立
つ
と
い
う
現
在

我々の宿敵であったアイルトンが味方になるのは素晴らしいことだった
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で
は
少
し
古
い
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
と
っ
て
い
た
。

　

少
年
の
よ
う
な
学
ぶ
こ
と
へ
の
意
欲
、
熱
意
が
あ
っ

た
こ
と
が
彼
を
偉
大
に
し
た
資
質
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ

と
に
間
違
い
は
な
い
。
そ
し
て
彼
は
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
の
け
た
。
彼
が
初
め
て
Ｆ

１
で
注
目
さ
れ
た
の
は
タ
ー
ボ
時
代
の
84
年
で
、
ア
ク

セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
同
時
に
踏
む
と
い
う
特
殊
な
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
披
露
し
た
。
当
時
は
ま
だ
ク

ラ
ッ
チ
ペ
ダ
ル
と
ギ
ヤ
レ
バ
ー
が
あ
っ
た
が
、
彼
は
コ

ー
ナ
ー
に
お
い
て
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
両
方
を
オ

ン
・
オ
フ
す
る
こ
と
が
で
き
、
タ
ー
ボ
を
ス
プ
ー
ル
ア

ッ
プ
し
て
い
る
た
め
コ
ー
ナ
ー
出
口
で
パ
ワ
ー
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
す
で
に
必
要
な
ブ
ー
ス
ト
を
発
生
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
て
い
た
ん
だ
。

優
れ
た
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
能
力

　

た
だ
88
年
シ
ー
ズ
ン
限
り
で
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン
が
禁

止
さ
れ
、
そ
の
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
通
用
し

な
く
な
っ
て
彼
は
優
位
性
を
失
う
だ
ろ
う
と
い
う
噂
が

流
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
彼
は

証
明
し
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
の
素
晴
ら
し
い
才
能
の
も
う

ひ
と
つ
は
、
マ
シ
ン
の
特
性
に
合
わ
せ
て
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
を
適
応
さ
せ
る
能
力
だ
っ
た
か
ら
だ
。
タ
ー
ボ
時
代

の
独
特
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
彼

の
袖
に
は
ほ
か
に
も
多
く
の
〝
宝
物
〞
が
隠
さ
れ
て
い

た
か
ら
問
題
な
か
っ
た
。
彼
は
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
失
わ
な
い
と
い
う
自
分
自
身
の
能
力
を
完
全
に
信
じ

て
い
た
か
ら
こ
そ
、
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
リ
ス
ク
だ
と

感
じ
て
い
る
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
や
ス
タ
イ
ル
で
マ
シ
ン

を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
ん
だ
。

　

そ
の
よ
う
な
彼
と
一
緒
に
仕
事
が
で
き
と
て
も
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
が
、
94
年
の
開
幕
戦
ブ
ラ
ジ
ル

Ｇ
Ｐ
で
我
々
は
最
初
か
ら
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
負
け
を
喫
し

て
し
ま
っ
た
。
ア
イ
ル
ト
ン
は
母
国
グ
ラ
ン
プ
リ
と
い

う
こ
と
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、

ト
ッ
プ
の
ミ
ハ
エ
ル
（
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
）
を
追
い
か

け
て
い
る
と
き
に
ス
ピ
ン
を
喫
し
て
リ
タ
イ
ア
に
終
わ

っ
た
。
ス
ピ
ン
は
自
分
の
ミ
ス
だ
と
言
っ
た
が
、
彼
は

限
界
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
難
し
い
マ
シ
ン
で
攻
め
の
走
り
を

見
せ
て
い
た
。

　

こ
の
年
の
シ
ャ
シ
ー
、
Ｆ
Ｗ
16
は
開
幕
前
の
テ
ス
ト

か
ら
マ
シ
ン
の
挙
動
が
悪
か
っ
た
た
め
、
そ
の
原
因
を

探
る
べ
く
風
洞
で
作
業
を
続
け
る
私
は
、
第
２
戦
の
英

田
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
ア
イ
ル
ト
ン
の
ポ
ー
ル
ポ
ジ

シ
ョ
ン
獲
得
、
ス
タ
ー
ト
直
後
に
リ
タ
イ
ア
に
終
わ
っ

た
レ
ー
ス
は
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
が
、
開
幕
戦
に
続
い

て
厳
し
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、

前
年
ま
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
使
用
し
て

い
た
の
で
マ
シ
ン
の
空
力
特
性
を
見
誤
っ
て
い
た
こ
と

に
あ
っ
た
。
マ
シ
ン
が
作
動
す
る
車
高
ウ
イ
ン
ド
ウ
が

小
さ
す
ぎ
た
と
い
う
問
題
を
、
デ
イ
モ
ン
（
ヒ
ル
）
が

第
２
戦
終
了
後
に
行
な
っ
た
ノ
ガ
ロ
テ
ス
ト
で
気
づ
い

た
。
バ
ン
ピ
ー
な
サ
ー
キ
ッ
ト
で
あ
る
ノ
ガ
ロ
の
コ
ー

ス
サ
イ
ド
で
マ
シ
ン
を
見
て
い
る
と
、
バ
ン
プ
を
飛
び

越
え
た
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
で
と
て
も
ナ
ー
バ
ス
な
挙
動
を

見
せ
て
い
た
。
私
は
す
ぐ
に
、
サ
イ
ド
ポ
ッ
ド
が
長
す

ぎ
た
と
い
う
マ
シ
ン
の
問
題
点
に
気
が
つ
い
た
。
ブ
レ

ー
キ
ン
グ
で
前
部
に
荷
重
が
か
か
る
と
、
サ
イ
ド
ポ
ッ

シーズン開幕前のテストでニュー
マシンについてセナと話し合うパ
トリック・ヘッド、担当エンジニ
アのデビッド・ブラウン。ニュー
ウェイは彼らから一歩離れており、
まだよそよそしさを感じる。

セナはマシンのことを理解するた
めに、技術的なことをいろいろと
聞いてきたという。そして技術的
な問題点を発見し、改良を施し出
したときに事故が起きてしまう。
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ド
の
前
端
が
コ
ー
ス
に
近
づ
き
す
ぎ
て
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ

ー
内
の
気
流
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
ん
だ
。
現
代
か
ら
す

れ
ば
バ
カ
バ
カ
し
い
話
だ
と
思
う
が
、
当
時
は
事
前
に

風
洞
や
Ｃ
Ｆ
Ｄ
で
問
題
を
特
定
す
る
ツ
ー
ル
が
な
か
っ

た
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。

　

こ
う
し
て
第
３
戦
サ
ン
マ
リ
ノ
Ｇ
Ｐ
を
前
に
サ
イ
ド

ポ
ッ
ド
を
短
く
す
る
設
計
を
開
始
し
、
風
洞
で
安
定
し

た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
得
ら
れ
る
と
い
う
結
果
を
見
て

い
た
。
そ
れ
は
大
規
模
な
変
更
で
は
な
か
っ
た
が
、
フ

ロ
ア
と
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
を
新
し
く
す
る
た
め
か
な
り
の

作
業
量
を
要
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
我
々
は
バ

ン
ピ
ー
で
走
り
に
く
い
と
い
わ
れ
る
イ
モ
ラ
の
サ
ー
キ

ッ
ト
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
し
て
金
曜
日
の
予
選
で
、
ル

ー
ベ
ン
ス
（
バ
リ
チ
ェ
ロ
）
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
目
の

前
で
起
き
た
。
そ
の
後
シ
ム
テ
ッ
ク
の
１
台
に
フ
ロ
ン

ト
ウ
イ
ン
グ
を
失
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
マ
ー
チ
時

代
か
ら
の
知
り
合
い
で
あ
る
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

チ
ャ
ー
リ
ー
・
ム
ー
デ
ィ
が
私
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き

て
、
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
グ
を
ノ
ー
ズ
に
う
ま
く
取
り
付

け
る
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
き
た
。
し
か
し

私
は
シ
ム
テ
ッ
ク
の
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
グ
の
デ
ザ
イ
ン

を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
チ
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
で
あ
る
ニ
ッ
ク
（
ワ
ー
ス
）
の
仕
事
だ
と
答
え
て
、

彼
は
ど
こ
に
い
る
の
か
尋
ね
る
と「
夕
食
に
出
か
け
た
」

と
言
う
ん
だ
よ
…
…
。

　

そ
の
翌
日
、
シ
ム
テ
ッ
ク
の
ロ
ー
ラ
ン
ド
（
ラ
ッ
ツ

ェ
ン
バ
ー
ガ
ー
）
が
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
グ
の
破
損
で
大

事
故
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ア
イ
ル
ト
ン
は
ロ
ー

ラ
ン
ド
の
死
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
彼
の
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
最
高
の
マ
シ

ン
を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

へ
加
入
し
た
の
に
、
最
初
の
２
レ
ー
ス
は
リ
タ
イ
ア
に

終
わ
っ
て
い
た
か
ら
ね
。
イ
モ
ラ
で
も
マ
シ
ン
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
あ
ま
り
良
く
な
く
、
彼
は
ア
ン
ダ
ー
ス

テ
ア
や
オ
ー
バ
ー
ス
テ
ア
を
訴
え
て
い
た
。

　

さ
ら
に
彼
は
英
田
で
ベ
ネ
ト
ン
の
走
り
を
観
察
し
て

ミ
ハ
エ
ル
が
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
使
用
し

て
い
る
の
を
確
信
し
た
よ
う
で
、
土
曜
日
の
朝
ア
イ
ル

ト
ン
に
会
う
と
「
不
平
等
な
バ
ト
ル
を
強
い
ら
れ
て
い

る
」
と
訴
え
て
き
て
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
尋
ね

て
き
た
。
そ
こ
で
ベ
ネ
ト
ン
の
マ
シ
ン
に
本
当
に
何
か

お
か
し
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
詳
し
く
調
べ
て
み
る
こ
と

を
約
束
し
、
彼
に
我
々
は
も
う
す
ぐ
も
っ
と
い
い
マ
シ

ン
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
話
し
た
。
そ
し
て
ア

イ
ル
ト
ン
は
予
選
で
開
幕
か
ら
３
戦
連
続
の
ポ
ー
ル
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
し
た
が
、
あ
の
マ
シ
ン
で
そ
れ
を
成

し
遂
げ
ら
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
他
に
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

日
曜
日
の
決
勝
レ
ー
ス
は
、
ス
タ
ー
ト
で
接
触
が
あ

り
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
カ
ー
が
導
入
さ
れ
た
。
タ
ン
ブ
レ
ロ

は
完
璧
な
状
況
で
あ
れ
ば
フ
ラ
ッ
ト
で
簡
単
だ
が
、
数

年
前
か
ら
ア
ウ
ト
側
よ
り
イ
ン
側
の
方
の
バ
ン
プ
が
多

く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
デ
イ
モ
ン
は
い
つ
も
安
全

な
ア
ウ
ト
側
を
選
ん
で
い
た
が
、
ア
イ
ル
ト
ン
は
イ
ン

側
の
ラ
イ
ン
の
方
が
コ
ー
ナ
ー
へ
の
進
入
距
離
が
短
く

て
よ
り
速
く
コ
ー
ナ
ー
を
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
た
。
レ
ー
ス
が
再
開
さ
れ
る
と
、
突
然
ク
ラ
ッ

シ
ュ
が
発
生
し
た
。
そ
れ
は
我
々
の
マ
シ
ン
で
、
ア
イ

ル
ト
ン
だ
っ
た
。
モ
ニ
タ
ー
に
ク
ラ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ン
が

繰
り
返
し
映
し
出
さ
れ
て
い
た
が
、
私
に
は
何
が
起
こ

っ
た
の
か
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
で
い
た
。
と
に
か
く

私
の
頭
は
空
っ
ぽ
で
、
そ
れ
か
ら
も
の
す
ご
い
音
が
し

た
。
と
て
も
遅
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
カ
ー
の
後
ろ
で
５
周

し
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
も
ラ
イ
ド
ハ
イ
ト
も
低
い
状
況

で
我
々
の
マ
シ
ン
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。

ス
テ
ア
リ
ン
グ
コ
ラ
ム
の
破
損
に
は
疑
問

　

Ｆ
Ｗ
16
に
は
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
が
付
い
て
お
り
、

ス
テ
ア
リ
ン
グ
の
ト
ル
ク
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー
で

は
な
く
フ
ロ
ン
ト
ア
ク
ス
ル
の
支
柱
に
あ
る
セ
ン
サ
ー

で
測
定
さ
れ
て
い
た
。
ア
ク
シ
デ
ン
ト
後
、
破
損
し
た

ふ
た
つ
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
保
存
で

き
た
デ
ー
タ
で
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ト
ル
ク
が
突
然
変
動

し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
デ
ー
タ
に
よ
り
、
ス
テ

セナはポールポジションを獲
得してもスタートでシューマ
ッハーの先行を許してしまう
ため、ベネトンがトラクショ
ンコントロールを使用してい
るのではと疑っていた。
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ア
リ
ン
グ
コ
ラ
ム
が
破
損
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
ア
イ
ル
ト
ン
は
ア
ク
セ
ル
を
全

開
に
し
た
ま
ま
さ
ら
に
０
・
５
秒
ほ
ど
踏
み
つ
づ
け
、

そ
の
後
50
％
ま
で
減
ら
し
た
あ
と
に
ア
ク
セ
ル
か
ら
足

を
離
し
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
た
。
論
理
的
に
考
え

れ
ば
、
も
し
ス
テ
ア
リ
ン
グ
が
壊
れ
て
い
た
の
な
ら
彼

は
す
ぐ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
は
ず
だ
。

　

ミ
ハ
エ
ル
の
オ
ン
ボ
ー
ド
カ
メ
ラ
映
像
を
見
る
と
、

我
々
の
マ
シ
ン
の
リ
ヤ
が
流
れ
た
の
を
ア
イ
ル
ト
ン
が

素
早
く
修
正
し
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
の
よ

う
に
ハ
イ
サ
イ
ド
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
マ
シ
ン
は
反
対
側

に
曲
が
っ
た
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
カ
ー
が
解
除
さ
れ
た
２

周
目
に
、
何
故
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
か
？　

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
ま
だ
低
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
理
論

的
に
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
カ
ー
明
け
の
１
周
目
よ
り
も
状

態
は
良
か
っ
た
は
ず
だ
。
ミ
ハ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
ア
イ

ル
ト
ン
は
そ
の
前
の
周
に
も
コ
ー
ス
オ
フ
し
か
け
て
い

た
と
い
う
。
も
し
か
し
た
ら
右
側
の
タ
イ
ヤ
が
ス
ロ
ー

パ
ン
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
タ

イ
ヤ
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
た
め
、
現
場
で
こ
の

こ
と
を
把
握
す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。

　

私
は
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
モ
ニ
タ
ー
で
見
て
、
彼
が
マ

シ
ン
の
中
で
動
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
嫌
な
予
感
が
し

て
い
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
ネ
ッ
ク
レ
ス
ト
へ
わ
ず
か
に

も
た
れ
か
か
る
、
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
時
の
よ
う
な
特
徴
的

な
姿
勢
で
ね
じ
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
。
そ
れ

以
外
は
記
憶
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
こ
の
事
故
の
時
、
私
は
ま
だ
ア
イ
ル
ト

ン
の
こ
と
を
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
私
は
新

し
い
ド
ラ
イ
バ
ー
と
関
係
を
築
く
の
に
は
時
間
が
か
か

る
か
ら
だ
。
た
だ
彼
の
細
部
へ
の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て

は
覚
え
て
い
る
。
我
々
の
マ
シ
ン
は
ス
テ
ア
リ
ン
グ
の

位
置
が
コ
ク
ピ
ッ
ト
パ
ネ
ル
の
上
端
に
近
い
た
め
、
彼

は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ス
テ
ア
リ
ン

グ
を
切
る
と
き
に
手
の
甲
が
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
縁
に
当
た

っ
て
い
る
よ
う
で
、
開
幕
前
の
テ
ス
ト
の
時
に
ス
テ
ア

リ
ン
グ
の
位
置
を
下
げ
る
よ
う
に
求
め
て
き
た
。
で
も

そ
れ
は
ス
テ
ア
リ
ン
グ
コ
ラ
ム
を
改
造
す
る
こ
と
で
し

か
可
能
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ん
だ
…
…
。 

f サンマリノGPのレース後、セナの容体を心配するウイリアムズの首脳陣。セナが
亡くなったことを知ったニューウェイはピットで泣き崩れてしまう。

コクピットをのぞき込んでス
テアリングの位置をチェック
するセナ。手の甲がコクピッ
トの縁に当たるのを非常に気
にしていたという。

も
し
ス
テ
ア
リ
ン
グ
が
壊
れ
て
い
た
の
な
ら
す
ぐ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
は
ず
だ
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ア
イ
ル
ト
ン
（
セ
ナ
）
が
イ
ギ
リ
ス
Ｆ
３
に
デ
ビ
ュ

ー
し
た
１
９
８
３
年
、
シ
ー
ズ
ン
開
幕
前
か
ら
タ
イ
ト

ル
は
彼
が
獲
得
す
る
だ
ろ
う
と
多
く
の
人
が
確
信
し
て

い
た
。
だ
が
こ
の
時
点
で
彼
が
何
者
か
を
よ
く
知
る
者

は
な
く
、
た
だ
「
奇
跡
の
よ
う
な
ド
ラ
イ
バ
ー
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
が
シ

ー
ズ
ン
開
始
と
と
も
に
、
史
上
稀
な
才
能
の
持
ち
主
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
ん
だ
。

　

当
時
、
私
は
レ
ー
ス
の
週
末
に
パ
ド
ッ
ク
で
よ
く
彼

と
話
を
し
、
コ
ー
ス
上
の
ト
ラ
ブ
ル
で
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

か
ら
一
緒
に
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
、

彼
の
こ
と
を
徐
々
に
理
解
し
て
い
っ
た
。
ア
イ
ル
ト
ン

は
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
９
連
勝
し
て
い
た
が
、
６
月
の
シ
ル

バ
ー
ス
ト
ン
で
は
私
が
勝
っ
た
。
彼
は
私
に
追
い
つ
こ

う
と
し
て
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
た
ん
だ
け
ど
、
こ
の
レ
ー
ス

が
私
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
。
同
じ
ク
ル

マ
、
同
じ
条
件
で
勝
て
な
い
は
ず
は
な
い
、
と
ア
イ
ル

ト
ン
に
勝
つ
自
信
を
得
た
私
は
連
勝
を
飾
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
ね
。
た
だ
し
同
じ
ラ
ル
ト
で
も
彼
は
潤
沢
な

資
金
を
擁
す
る
デ
ィ
ッ
ク
・
ベ
ネ
ッ
ト
率
い
る
ウ
エ
ス

ト
・
サ
リ
ー
・
レ
ー
シ
ン
グ
に
所
属
し
、
私
は
資
金
に

乏
し
い
エ
デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
・
レ
ー
シ
ン
グ
か
ら

参
戦
し
て
い
た
。

　

我
が
家
の
壁
に
は
写
真
を
色
々
と
飾
っ
て
あ
る
の
だ

が
、
そ
れ
は
思
い
出
と
と
も
に
自
分
を
鼓
舞
す
る
奮
発

剤
で
も
あ
っ
た
。
ド
ニ
ン
ト
ン
の
Ｆ
３
で
優
勝
し
た
時

の
写
真
は
、
激
し
い
レ
ー
ス
後
の
た
め
私
と
ア
イ
ル
ト

ン
は
ま
さ
に
ヘ
ト
ヘ
ト
状
態
で
、
体
力
面
は
プ
ロ
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
準
備
が
ま
だ
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま

た
ア
イ
ル
ト
ン
が
表
彰
台
の
中
央
に
立
ち
、
２
位
の
私

を
称
え
て
い
る
写
真
も
あ
る
。
こ
の
時
の
彼
の
態
度
は

寛
大
で
、
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
マ
ー
テ
ィ
ン
こ
そ
ジ

史上稀な才能の持ち主だった
1983年のイギリスF3でセナのライバルとして
激しい戦いを繰り広げたのがブランドル
彼だからこそ知る若き時代の
セナがどのような人物だったのか
思い出を振り返ってもらった

Text/Mick Schmidt  
Translation/Chiaki Inomoto 
Photos/Hiroshi Kaneko, Bernard Asset, 
Motorsport Images, XPB Images

11983年のイギリスF3で開幕から９連勝を飾ったセナのライバルとして、シーズン後半に勝利を重ねたブランド
ル（写真右）。タイトル争いは最終戦までもつれ込んだが、逆転ならずセナが王座戴冠となる。2スラクストン戦
でポールポジションからスタートしたセナは当時のライバルであるデイビー・ジョーンズ、ブランドルを従えて１
コーナーに飛び込んでいく。3イギリスF3時代もセナは熱くなると激しい当たりを見せていたという。

セナの思い出 マーティン・ブランドル3
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ム
・
ク
ラ
ー
ク
以
来
最
高
の
イ
ギ
リ
ス
人
ド
ラ
イ
バ
ー

だ
と
語
り
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
余
裕
か
ら
な
の

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
賛
辞
を
贈
っ
て
く
れ
た
よ
（
笑
）。

雨
の
レ
ー
ス
で
も
マ
シ
ン
を
完
璧
に
制
御
し
て
い
た

　

ア
イ
ル
ト
ン
は
混
戦
に
お
け
る
走
り
を
得
意
と
し
て

い
た
が
、
雨
の
レ
ー
ス
は
さ
ら
に
見
事
だ
っ
た
。
激
し

い
雨
の
シ
ル
バ
ー
ス
ト
ン
で
、
ス
ト
ウ
コ
ー
ナ
ー
の
外

側
か
ら
抜
か
れ
た
時
の
こ
と
は
今
で
も
心
に
残
っ
て
い

る
よ
。
カ
ー
ト
で
培
っ
た
技
術
な
の
だ
ろ
う
が
、
彼
は

マ
シ
ン
を
完
璧
に
制
御
し
て
い
た
。
レ
ー
ス
は
一
度
中

断
し
、
再
ス
タ
ー
ト
後
に
私
も
ス
ト
ウ
コ
ー
ナ
ー
で
彼

と
同
じ
ラ
イ
ン
を
取
っ
た
ら
水
溜
ま
り
に
は
ま
っ
て
危

う
く
バ
リ
ア
に
激
突
し
そ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。
レ
ー
ス

は
僅
差
で
ア
イ
ル
ト
ン
が
優
勝
し
、
ポ
デ
ィ
ウ
ム
で
彼

に
「
ス
ト
ウ
で
の
キ
ミ
の
ラ
イ
ン
は
、
再
ス
タ
ー
ト
後

は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
ね
」
と
話
す
と
、「
分
か

ら
な
い
、
再
ス
タ
ー
ト
後
は
水
が
溜
ま
っ
て
い
た
か
ら

あ
の
ラ
イ
ン
を
取
ら
な
か
っ
た
ん
だ
」
と
言
う
。
彼
は

走
る
前
か
ら
水
が
溜
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
分
か
っ
て
い

た
の
に
、
私
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
ん
だ
。
そ
の
こ
と

が
今
も
解
せ
な
い
で
い
る
。

　

で
も
Ｆ
３
で
私
が
勝
ち
始
め
る
と
競
り
合
い
は
苛
烈

に
な
り
、
彼
も
徐
々
に
熱
く
な
っ
て
い
っ
た
。
彼
は
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
が
自
分
の
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
走
り
を
目
の

敵
に
し
て
い
る
と
思
い
込
み
、
裁
定
に
対
し
て
不
満
を

口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
頂
点
に
達
し
た
の

は
ス
ネ
ッ
タ
ー
ト
ン
の
レ
ー
ス
で
、
ア
イ
ル
ト
ン
は
コ

ー
ス
外
の
芝
に
半
分
入
る
よ
う
に
し
て
私
に
並
び
か
け

る
と
タ
イ
ヤ
同
士
が
接
触
。
彼
の
マ
シ
ン
は
宙
に
浮
い

た
後
に
着
地
し
、
次
の
コ
ー
ナ
ー
で
こ
ち
ら
に
突
っ
込

ん
で
き
た
ん
だ
。
私
を
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
さ
せ
よ
う
と
し

1959年６月１日、イングラン
ド出身。84年にティレルからF1
デビューを飾り、ザクスピード、
ウイリアムズ、ブラバム、マク
ラーレンなど８チームを渡り歩
く。表彰台を９回獲得するも優
勝経験はない。引退後はTV解説
者として活躍している。
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た
ん
だ
け
ど
、
彼
は
こ
う
し
た
非
情
な
面
が
あ
る
一
方

で
思
い
や
り
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。

　

そ
れ
は
Ｆ
１
へ
行
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
93
年

イ
タ
リ
ア
Ｇ
Ｐ
の
シ
ケ
イ
ン
で
、
私
の
マ
シ
ン
後
方
か

ら
彼
が
突
っ
込
ん
で
き
て
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
を
喫
し
た
時
、

マ
シ
ン
を
降
り
た
彼
が
も
の
す
ご
い
勢
い
で
近
づ
い
て

き
た
の
で
殴
ら
れ
る
の
か
と
思
っ
た
ん
だ
。
そ
し
た
ら

彼
は
、
私
の
様
子
が
心
配
で
急
い
で
見
に
来
た
と
い
う

ん
だ
よ
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
色
々
な
意
味
で
相
反
し
た

性
格
を
持
っ
て
い
た
ね
。
90
年
の
鈴
鹿
で
は
自
分
が
良

い
と
判
断
し
て
ア
ラ
ン
の
マ
シ
ン
に
た
め
ら
い
も
な
く

ぶ
つ
け
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
彼
は
常
に
組
織
が
自
分
を

敵
視
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
Ｆ
３
時
代

は
イ
ギ
リ
ス
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
界
か
ら
目
の
敵
に

さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
し
、
Ｆ
１
で
は
Ｆ
Ｉ
Ａ
や

バ
レ
ス
ト
ル
会
長
が
あ
ら
ゆ
る
策
を
講
じ
て
自
分
を
失

墜
さ
せ
プ
ロ
ス
ト
を
後
押
し
し
て
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
。
こ
れ
は
ア
イ
ル

ト
ン
の
妄
想
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
…
…
。

　

ア
イ
ル
ト
ン
の
存
在
は
私
の
キ
ャ
リ
ア
の
助
け
に
な

っ
た
。
注
目
度
の
高
い
イ
ギ
リ
ス
Ｆ
３
で
最
終
戦
ま
で

ア
イ
ル
ト
ン
を
苦
し
め
た
こ
と
が
関
係
者
の
目
に
留
ま

り
、
彼
と
一
緒
に
Ｆ
３
か
ら
Ｆ
１
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
84
年
に
果
た
し
た
。
ト
ー
ル
マ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
Ｆ

３
王
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
契
約
す
る
と
決
め
て
い
た
た

め
ア
イ
ル
ト
ン
を
獲
得
。
テ
ィ
レ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
人
の

ト
ッ
プ
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
と
し
て
い

た
た
め
私
が
選
ば
れ
た
。
た
だ
し
ア
イ
ル
ト
ン
は
頭
の

切
れ
る
男
で
、
初
め
て
の
Ｆ
１
契
約
か
ら
移
籍
条
項
を

盛
り
込
ん
で
い
た
た
め
翌
85
年
に
は
ロ
ー
タ
ス
へ
の
移

籍
に
成
功
し
た
ん
だ
。
私
も
同
時
期
に
ロ
ー
タ
ス
か
ら

オ
フ
ァ
ー
を
受
け
た
が
、
テ
ィ
レ
ル
と
の
契
約
で
移
籍

アイルトンの存在は私のキャリアの助けになり
彼と一緒にF1へのステップアップを果たした

1984年にF1デビューを飾ったフランソワ・エスノー、ステファン・ベロフ、マーティン・ブランドル、ジョナサン・パーマー、アイルトン・セナ、フィリップ・アリオー（写真左から）。
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す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

自
分
と
は
次
元
が
違
う
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た

　

ア
イ
ル
ト
ン
と
は
色
々
な
話
を
し
た
が
、
モ
ナ
コ
で

語
っ
て
い
た
と
て
も
印
象
深
い
話
が
あ
る
。
予
選
中
、

ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
る
自
分
自
身
を
車
の
外
か
ら
見
て
リ

ズ
ム
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
と
い
う
ん

だ
。
そ
の
感
覚
は
あ
る
程
度
分
か
る
が
、
私
は
自
分
の

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
を
俯
瞰
す
る
よ
う
な
経
験
は
し
た
こ
と

が
な
い
。
確
か
に
モ
ナ
コ
の
コ
ー
ス
は
バ
ン
プ
や
カ
ー

ブ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
で
ク
ル
マ
が
跳
ね
た
り
バ
リ
ア

に
車
体
が
擦
れ
た
り
し
て
な
ん
と
も
い
え
な
い
リ
ズ
ム

が
生
ま
れ
、
恍
惚
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

彼
の
場
合
は
次
元
が
違
っ
て
い
た
よ
う
な
ん
だ
。

　

彼
に
つ
い
て
疑
い
の
な
い
事
実
は
彼
が
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
界
の
象
徴
で
あ
り
、
Ｆ
１
史
上
最
高
の
ド
ラ
イ

バ
ー
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
だ
が
そ
の
名
声
は
〝
永
遠

の
も
の
〞
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
94
年
サ
ン
マ
リ
ノ
Ｇ

Ｐ
の
タ
ン
ブ
レ
ロ
で
、
突
然
ホ
イ
ー
ル
や
破
片
が
目
の

前
を
横
切
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
私
は
破
片
を
避
け

る
の
に
精
い
っ
ぱ
い
で
、
誰
が
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
た
の
か

見
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
レ
ー
ス
は
中
断
し
、
マ
ク
ラ

ー
レ
ン
の
ピ
ッ
ト
で
は
す
べ
て
の
モ
ニ
タ
ー
が
切
ら
れ

て
い
た
た
め
、
最
初
は
デ
イ
モ
ン
（
ヒ
ル
）
が
壁
に
ぶ

つ
か
っ
た
が
大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た

ん
だ
。
だ
が
突
然
、
事
故
は
セ
ナ
だ
っ
た
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
が
、
頭
を
動
か
し
て
い
た
か

ら
命
に
別
状
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
で
も
後
で

写
真
を
見
て
、
そ
れ
は
誤
っ
た
判
断
だ
っ
た
と
思
っ
た
。

あ
れ
は
死
に
ゆ
く
刹
那
の
動
き
だ
っ
た
。

　

レ
ー
ス
は
そ
の
後
再
開
さ
れ
、
私
た
ち
は
い
つ
も
の

よ
う
に
ゴ
ー
ル
ま
で
走
り
続
け
た
。
レ
ー
ス
後
、
パ
ド

ッ
ク
の
空
気
は
張
り
詰
め
て
い
て
、
私
は
ケ
ケ
（
ロ
ズ

ベ
ル
グ
）
か
ら
「
ア
イ
ル
ト
ン
が
亡
く
な
っ
た
」
と
聞

い
た
。
サ
ー
キ
ッ
ト
は
静
ま
り
返
り
、
重
苦
し
い
空
気

が
漂
っ
て
い
た
。
30
年
経
っ
た
今
も
あ
の
時
の
こ
と
を

考
え
る
と
つ
ら
い
よ
。

　

あ
の
日
私
は
サ
ー
キ
ッ
ト
を
離
れ
た
後
、
レ
ー
ス
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
ジ
ョ
ル
ジ
オ
（
ア
ス
カ
ネ
ッ
リ
）
と
ク
ル

マ
で
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
空
港
へ
と
向
か
っ
た
。
彼
は
以
前
ア

イ
ル
ト
ン
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
務
め
て
い
た
の
だ
が
、
唐

突
に
「
で
、
ア
イ
ル
ト
ン
は
ど
う
な
っ
た
ん
だ
？
」
と

私
に
聞
い
て
き
た
ん
だ
。
そ
こ
で
私
は
聞
い
た
こ
と
を

そ
の
ま
ま
伝
え
た
が
、
す
る
と
車
内
で
の
会
話
は
な
く

な
り
無
言
の
ま
ま
空
港
へ
到
着
し
た
。
空
港
に
は
ア
イ

ル
ト
ン
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
が
タ
ラ
ッ
プ
を
下

ろ
し
た
状
態
で
主
の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
。

　

彼
の
葬
儀
に
参
列
し
な
か
っ
た
こ
と
を
私
は
今
も
悔

や
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
85
年
に

テ
ィ
レ
ル
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
だ
っ
た
ス
テ
フ
ァ
ン
（
ベ

ロ
フ
）
が
ス
パ
・
フ
ラ
ン
コ
ル
シ
ャ
ン
の
世
界
耐
久
選

手
権
で
亡
く
な
り
、
私
は
葬
儀
に
参
列
し
た
。
そ
こ
で

彼
の
家
族
や
友
人
た
ち
が
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
、
私
は
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
で
い

る
間
は
絶
対
に
仲
間
の
葬
儀
に
は
い
か
な
い
と
決
め
て

い
た
か
ら
な
ん
だ
。 

f

イギリスF3時代はセナのライバルとして互角
の戦いを見せていたブランドルだったが、F1
ではチームに恵まれなかったこともあり成績
で大きな差をつけられてしまった。
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ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
が
亡
く
な
っ
て
も
う
30
年
で
す

ね
。
月
日
が
そ
ん
な
に
経
っ
て
し
ま
っ
た
と
は
信
じ
ら

れ
な
い
で
す
。
１
９
９
４
年
の
自
分
は
高
校
生
で
し
た

け
ど
、
当
時
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
し
、
忘
れ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

初
め
て
見
た
Ｆ
１
、
初
め
て
見
た
レ
ー
ス
が
87
年
の

日
本
Ｇ
Ｐ
で
、
鈴
鹿
に
行
っ
た
の
も
初
め
て
で
し
た
。

10
歳
だ
っ
た
当
時
は
レ
ー
ス
に
詳
し
い
わ
け
で
も
、
Ｆ

１
に
詳
し
い
わ
け
で
も
な
か
っ
た
け
ど
、
日
本
Ｇ
Ｐ
に

行
け
る
と
聞
い
て
大
興
奮
し
た
の
は
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
情
報
を
見
聞
き
す
る
よ
う
に
な
り
、

セ
ナ
が
す
ご
い
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
と
い
う
こ
と
も
後
か
ら

知
り
ま
し
た
。

　

鈴
鹿
で
の
Ｆ
１
初
開
催
は（
ネ
ル
ソ
ン
）ピ
ケ
と（
ナ

イ
ジ
ェ
ル
）
マ
ン
セ
ル
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
争
い
、
日
本

人
初
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
嶋
悟
さ
ん

と
ホ
ン
ダ
の
凱
旋
、
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
あ
っ
て
盛
り

上
が
っ
て
ま
し
た
よ
ね
。
と
に
か
く
自
分
は
グ
ラ
ン
プ

リ
の
ス
ケ
ー
ル
感
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
土

曜
日
は
学
校
が
あ
っ
た
の
で
、
日
曜
日
だ
け
し
か
観
ら

れ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
予
選
後
に
欠
場
し
て
し

ま
っ
た
マ
ン
セ
ル
の
走
り
は
見
て
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
ホ
ン
ダ
が
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
ズ
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
り
、
す
ご
い
ん
だ
っ
て
わ
か
る
の
は

1977年１月28日生まれ。2001
年にイギリスF3チャンピオンと
なり、02年にジョーダンからF1
デビューを果たす。04年には
BARホンダのレギュラーシート
を得て、同年のアメリカGPでは
３位表彰台に登壇。その後、08
年途中までF1を戦い続け、10
年からはインディカーへの参戦
を開始。13年に初優勝を飾ると
17、20年と２度のインディ500
覇者に。今年はレイホール・レ
ターマン・ラニガン・レーシン
グよりインディ500に挑戦する。
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後
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
セ
ナ
に
関
し
て
は
特
別
な
記
憶
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
夢
中
に
な
っ
て
中
嶋
さ
ん
を
応
援
し

て
い
た
の
で
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
だ
っ
た
セ
ナ
の
応
援
に

も
自
然
と
力
が
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
レ
ー
ス
そ
の
も

の
に
魅
せ
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
Ｆ
１
の
音
と

ス
ピ
ー
ド
と
迫
力
と
、
臨
場
感
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
メ
ル
カ
ラ
ー
の
イ
エ
ロ
ー
は
レ
ー
ス
で
も
目
立

っ
て
い
た
し
、
予
選
７
番
手
か
ら
順
位
を
上
げ
て
い
く

セ
ナ
の
走
り
の
虜
に
な
り
ま
し
た
。
ぐ
ん
ぐ
ん
追
い
つ

き
「
ま
た
抜
い
た
！
」
っ
て
。
結
果
的
に
２
位
で
し
た

が
、
優
勝
し
た
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ベ
ル
ガ

ー
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
覚
え
て
ま
せ
ん
（
笑
）。

　

当
時
は
レ
ー
ス
の
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
し
、
ま
し
て
や
ア
ン
ダ
ー
ス
テ
ア
と
か
オ
ー
バ

ー
ス
テ
ア
な
ど
の
技
術
的
な
こ
と
は
一
切
知
ら
な
い
。

た
だ
た
だ
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
と
音
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
の

な
か
で
ひ
と
き
わ
輝
く
レ
ー
ス
を
魅
せ
て
く
れ
た
セ
ナ

に
憧
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

黄
色
い
キ
ャ
メ
ル
ロ
ー
タ
ス
の
キ
ャ
ッ
プ
を
被
っ
て

最
終
コ
ー
ナ
ー
の
ス
タ
ン
ド
で
大
興
奮
し
な
が
ら
応
援

し
て
い
ま
し
た
。
レ
ー
ス
後
は
セ
ナ
の
青
い
キ
ャ
ッ
プ

を
欲
し
が
っ
て
い
た
気
が
し
ま
す
（
笑
）。

　

セ
ナ
が
亡
く
な
っ
た
94
年
の
５
月
１
日
は
、
サ
ン
マ

リ
ノ
Ｇ
Ｐ
の
中
継
を
最
初
だ
け
見
て
事
故
を
知
り
ま
し

た
が
、
次
の
日
に
学
校
も
あ
り
ま
し
た
し
、
数
日
後
に

自
転
車
競
技
の
東
京
都
大
会
が
控
え
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
一
旦
寝
た
ん
で
す
。
そ
し
て
起
き
た
ら
セ
ナ
が

亡
く
な
っ
た
と
知
っ
て
、
本
当
に
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
で

放
心
状
態
で
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
食
事
も
の
ど
を
通

ら
な
い
。
そ
ん
な
一
日
で
し
た
。

　

も
し
あ
そ
こ
で
亡
く
な
ら
ず
に
生
き
て
い
た
ら
？

そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
し
、
想
像
が
で
き
な
い
で
す
。
セ

ナ
が
ホ
ン
ダ
と
と
も
に
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
て
頂
点

を
極
め
て
い
く
姿
を
ず
っ
と
見
て
き
ま
し
た
し
、
あ
の

年
は
本
人
の
念
願
叶
っ
て
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
に
移
籍
し
、

ナ
ー
バ
ス
な
マ
シ
ン
で
苦
戦
し
な
が
ら
も
開
幕
３
連
続

ポ
ー
ル
を
獲
り
、
セ
ナ
は
常
に
ト
ッ
プ
に
い
ま
し
た
よ

ね
。
結
局
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
サ
ン
マ
リ
ノ
で
も
レ

ー
ス
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
し
、
ト
ッ
プ
を
走
っ
た
ま
ま

の
セ
ナ
し
か
知
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
以
外
は
想
像
で
き

な
い
ん
で
す
。
し
た
く
な
い
…
…
の
か
も
で
す
ね
。

　

直
接
会
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
自
分
の
な
か
で

は
神
格
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
あ
の
ま
ま
生
き
て
い
た
と

し
て
、
記
録
を
塗
り
か
え
続
け
た
と
は
思
い
ま
す
が
、

引
退
後
の
姿
は
想
像
が
で
き
な
い
で
す
。
セ
ナ
は
ど
ん

な
状
況
で
も
常
に
速
さ
を
追
い
求
め
、
レ
ー
ス
で
は
熱

セ
ナ
の
思
い
出

佐
藤
琢
磨

4

影
響
を
受
け
た
勝
つ
た
め
の
求
心
力

1
9
8
7
年
、鈴
鹿
で
初
め
て
行
な
わ
れ
た
F
1
で
セ
ナ
に
魅
了
さ
れ
た
少
年
は

や
が
て
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
を
志
し
、セ
ナ
と
同
じ
道
を
辿
っ
て
F
1
へ

そ
の
男
の
名
は
佐
藤
琢
磨
。さ
ま
ざ
ま
な〝
日
本
人
初
〞を
成
し
遂
げ
た
彼
が

い
ま
、不
動
の
マ
イ
ヒ
ー
ロ
ー
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た

Text/H
iroaki M

atsum
oto

P
hotos/H

iroaki M
atsum

oto, G
rand P

rix P
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ages, H

onda

1987年、鈴鹿サーキットの
最終コーナースタンドでロー
タス99Tを駆るセナの走りを
見て、憧れを抱いた琢磨。そ
の15年後、彼は同じ“黄色い
F1”で鈴鹿に凱旋する。
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い
走
り
で
見
る
者
を
魅
了
し
続
け
る
人
で
し
た
か
ら
。

　

セ
ナ
の
魅
力
っ
て
、
完
璧
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
。
脆
さ
と
か
人
間
味
と
か
、
で
も
レ
ー

ス
に
関
し
て
は
と
に
か
く
ト
ッ
プ
に
な
る
こ
と
し
か
考

え
な
い
。
そ
れ
で
い
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
に
も
出
た
り

す
る
お
茶
目
な
セ
ナ
も
大
好
き
で
し
た
。
時
代
も
違
い

ま
す
が
、
今
、
Ｆ
１
を
走
っ
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち

と
は
ど
こ
か
雰
囲
気
が
違
い
ま
す
ね
。
わ
か
ら
な
い
魅

力
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
。
ち
ょ
う
ど
世
代
交
代

と
し
て
彗
星
の
ご
と
く
現
れ
た
ミ
ハ
エ
ル
・
シ
ュ
ー
マ

ッ
ハ
ー
は
最
初
か
ら
何
に
対
し
て
も
完
璧
で
、
テ
レ
ビ

で
は
サ
イ
ボ
ー
グ
と
か
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
し
す
ご
い

と
は
思
っ
て
い
た
け
ど
、
セ
ナ
が
い
た
頃
は
正
直
、
あ

ま
り
好
き
で
は
な
か
っ
た
で
す
（
笑
）。
で
も
、
冷
徹

か
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
い
た
け
ど
、
実
際
は
全
然

違
い
ま
し
た
。
本
当
は
愛
嬌
の
あ
る
人
で
と
て
も
優
し

か
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
も
レ
ベ
ル
が
違

っ
た
し
。
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
と
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
黄
金
時

代
を
築
い
た
頃
は
、
も
う
セ
ナ
で
も
敵
わ
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
っ
て
く
ら
い
の
圧
倒
的
な
強
さ
と
カ
リ
ス
マ
性

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

反
面
、
セ
ナ
は
ち
ょ
っ
と
体
力
が
な
か
っ
た
り
、
涙

を
見
せ
て
し
ま
っ
た
り
、
人
間
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、
で

も
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
な
か
で
は
誰
も
辿
り
着
け
な
い
よ
う

な
境
地
で
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
し
、

そ
う
い
う
の
ひ
っ
く
る
め
て
セ
ナ
の
魅
力
な
ん
で
し
ょ

う
ね
。
今
な
ら
体
力
が
な
い
な
ん
て
言
わ
れ
た
ら
、
そ

れ
こ
そ
レ
ッ
ド
ブ
ル
だ
っ
た
ら
降
ろ
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、

乗
せ
て
も
も
ら
え
な
い
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
は
ド
ラ
イ
バ

ー
の
最
低
条
件
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
ク
ル
マ
が
進
化
し
て
、
時
代

を
超
え
る
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
競
技
レ
ベ
ル
が
わ
か
ら
な

い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、（
フ
ァ
ン
・
マ
ヌ
エ
ル
）
フ
ァ

ン
ジ
オ
や
グ
ラ
ハ
ム
・
ヒ
ル
が
セ
ナ
と
比
べ
て
ど
う
だ

っ
た
か
な
ん
て
誰
も
わ
か
ら
な
い
し
、
セ
ナ
、
シ
ュ
ー

マ
ッ
ハ
ー
、
ル
イ
ス
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
マ
ッ
ク
ス
・
フ

ェ
ル
ス
タ
ッ
ペ
ン
、
誰
が
１
番
？ 

と
聞
か
れ
て
も
答

え
ら
れ
な
い
。

　

突
き
詰
め
て
い
く
と
競
技
レ
ベ
ル
、
タ
イ
ム
、
ス
ピ

ー
ド
、
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ン
で
人
間
が
進
化
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
の
方
が
レ
ベ
ル
的
に
は

高
い
と
思
う
の
が
自
然
の
流
れ
で
す
が
、
や
は
り
比
べ

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
す
ね
。
昔
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
や

れ
る
範
囲
っ
て
ず
っ
と
大
き
か
っ
た
と
思
う
し
、
ク
ル

マ
も
タ
イ
ヤ
も
今
の
よ
う
に
最
適
化
も
洗
練
も
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
、
未
知
数
の
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

今
の
時
代
の
ク
ル
マ
に
セ
ナ
を
乗
せ
て
、
フ
ェ
ル
ス

タ
ッ
ペ
ン
と
勝
負
し
た
ら
、
た
ぶ
ん
み
ん
な
同
じ
こ
と

を
考
え
る
と
思
う
け
ど
、
セ
ナ
が
負
け
る
と
こ
ろ
は
見

た
く
な
い
（
笑
）。
で
も
逆
に
セ
ナ
の
時
代
に
フ
ェ
ル

ス
タ
ッ
ペ
ン
が
走
っ
た
ら
？ 

あ
の
時
代
だ
っ
た
ら
、

や
っ
ぱ
り
セ
ナ
が
い
け
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

　

自
分
も
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
っ
て
か
ら
、

潜
在
的
に
も
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
速
さ
に
憧
れ
る
の
は
当
然
だ
し
ス
ピ
ー
ド
は
持

っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
け
ど
、
や
は
り
ド

ラ
イ
バ
ー
は
求
心
力
が
必
要
。
周
り
の
人
間
を
動
か
す

力
が
必
要
で
、
セ
ナ
も
ホ
テ
ル
の
桜
井
淑
敏
さ
ん
の
部

屋
を
訪
ね
て
、
ホ
ン
ダ
に
乗
せ
て
く
れ
て
っ
て
直
談
判

し
に
行
っ
た
と
か
、
勝
つ
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使

っ
て
ど
ん
な
状
況
で
も
最
善
を
尽
く
す
と
い
う
の
は
、

自
分
も
影
響
を
受
け
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

彼
が
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
単
身
途
英
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
Ｆ

３
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
Ｆ
１
に
行
っ
た
道
を
、
自
分

琢磨はイギリスF3王者→
マカオF3ウイナーとF1デ
ビューまでにセナと同じル
ートを歩んでいる。そして
セナの愛したホンダでポデ
ィウムも経験した。



47

も
憧
れ
て
同
じ
道
を
辿
っ
た
わ
け
で
す
し
ね
。

　

セ
ナ
も
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
、
イ
ン
デ
ィ
５
０
０
を
走
っ

て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
彼
が
ア
メ
リ
カ

で
走
っ
て
い
た
ら
、
間
違
い
な
く
勝
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
レ
ー
ス
だ
か
ら
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼

な
ら
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
解
決
し
て
い
た
と
思
う
ん
で

す
。
持
ち
前
の
ス
ピ
ー
ド
感
覚
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
。
人
を

動
か
す
力
、
熱
意
は
誰
に
も
負
け
な
い
だ
ろ
う
し
、
技

術
的
な
知
識
、
探
究
心
や
要
求
も
規
格
外
だ
っ
た
よ
う

で
す
か
ら
。
そ
う
い
う
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
ら
面

白
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

　

昔
の
セ
ナ
が
ペ
ン
ス
キ
ー
の
マ
シ
ン
で
イ
ン
デ
ィ
カ

ー
を
テ
ス
ト
し
た
映
像
を
見
た
の
は
７
〜
８
年
前
だ
っ

た
か
な
。
セ
ナ
、
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
乗
っ
て
た
ん
だ
と
知

っ
て
、
ち
ょ
っ
と
熱
く
な
り
ま
し
た
ね
。
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
時

代
の
話
だ
っ
た
け
ど
、
あ
の
頃
は
マ
シ
ン
に
施
せ
る
自

由
度
も
高
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
チ
ー
ム
と
考
え
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。
間
違
い

な
く
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　

後
進
の
育
成
に
携
わ
っ
て
か
ら
、
今
の
子
ど
も
た
ち

や
ス
ク
ー
ル
生
に
も
セ
ナ
の
名
前
を
持
つ
子
に
は
と
き

ど
き
出
会
い
ま
す
。
当
時
の
Ｆ
１
に
熱
狂
し
た
ご
両
親

が
付
け
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

だ
か
ら
と
言
っ
て
後
進
の
育
成
に
セ
ナ
の
名
前
を
直

接
引
き
合
い
に
す
る
こ
と
は
な
い
で
す
し
、
こ
れ
か
ら

も
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
も
彼
ら
も
名
前

の
由
来
は
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
サ
ー
キ
ッ
ト

に
来
た
時
は
肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
セ
ナ
と
い

う
名
前
は
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て
、
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
記
録
が
達
成
さ
れ
よ
う
と
も
、
永
遠
に
語
り

継
が
れ
る
特
別
な
存
在
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

f

琢磨はF1を戦う最中、セナが眠るサンパウロのモルンビの丘や、アクシデントが起こ
ったイモラのタンブレロを訪れている。それほど琢磨にとってセナは特別な存在なの
だ。また2019年にはグッドウッド・フェスティバル・オブ・スピードにおいてセナ
初戴冠時の愛機であり憧れの１台、マクラーレン・ホンダMP4/4に搭乗した。

2024年はドライバーとしてインディ500に参戦すると同時にHRCエグゼク
ティブ・アドバイザーにも就任。より後進の育成などにも携わっていく。

「トップを走ったままのセナしか知らないから
それ以外は想像できないんです。したくない……のかもですね」
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1981年から世界選手権の最高峰は最大
排気量135ccのフォーミュラＫに規定変
更。DAPはこれに対応できず、セナも苦
戦を余儀なくされてしまう。写真は最後
の参戦となった1982年。

1979年、エストリルの世界選手権。当
時は最大排気量100ccのフォーミュラＡ
で栄冠を争う。ブラジル国旗を模したヘ
ルメットは、セナだけでなく他のブラジ
ル人カーターも使用していた。

伝説を乗せて天才が御した愛車たち

レーシングカート、フォーミュラ・フォード、F3
そしてF2を飛び級してF1と、アイルトン・セナは

エリートドライバーだけが可能だった当時の
“最短コース”で頂点への階段を駆け上がっていった
その過程では常に最良の環境と最高の道具を求めて
自らの選択に決して妥協しない厳しい姿勢があった

Text/Hideki Hiramatsu
Photos/Motorsport Images, McKLEIN, Jean-Francois Galeron

　13歳のときに母国ブラジルでレーシングカートを始めたセナが、初め
てヨーロッパでその名を知られるようになったのは1978年、ル・マンで
行なわれた世界カート選手権で初出場にしていきなり優勝を争う速さを見
せてから（結果はアクシデントに巻き込まれ６位）。この時駆ったのが、
イタリアのDAPだった。父ジョバンニのエンジンビルダーとしての事業
を受け継ぎ、アンジェロ・パリラ（昨年４月に没）が弟のアキーレととも
に1970年に創業したDAPは、当時カート界を牛耳っていた同じイタリア
のIAME社に比べると小所帯であったが、セナはカート時代をとおしてこ
のメーカーのフレーム（シャシー）とエンジンを使い続け、79年と80年
の世界カート選手権で２位に入っている。だが、４輪転向後も出場を続け
たのにもかかわらず、様々な不運が重なってついに悲願だった世界選手権
制覇は叶わなかった。

1978-82
DAPグランプリ・DAP

DAPグランプリ・DAP
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（上）イギリス・フォーミュラ・フォード2000選手権では開幕７連勝を含む
計15勝を挙げ、圧倒的強さでタイトルを獲得した。（下）９月からラルトRT3
のテストを開始し、11月のノンタイトル戦でF3デビューを果たす。

83年のイギリス選手権ではマーティン・ブランドルとの激闘の末、シーズン12勝でタイトル獲得。オフにはこの
年からF3によって争われることになったマカオGPに出場して圧勝。これがセナ＋マールボロの初レースだった。

ブラジルカラーに彩られたバンディーメンR81。当時はアイルトン・ダ・シルバ名で活動する。
シーズン終了後にステップアップのオファーを受けるも、家族の反対で帰国を余儀なくされた。

　前年にF3を初体験したセナはこの年、ウエスト・サリー・レーシングからイギリスF3選手
権にフル参戦。マシンはラルトのグラウンドエフェクトカー、RT3にトヨタ製2T-Gを伊ノバ
モーター社がチューンしたエンジンを搭載した当時の最強パッケージ。1979年デビューの
RT3は、75年デビューのRT1に続く同社第2世代のF3マシン。登場まもなくそれまでの主流
だったマーチやアルゴを駆逐し、ラルト最大のヒット作となった。毎年細かい改良が重ねられ、
セナがイギリス選手権を制した83年仕様ではサイドポンツーンの形状やサスペンションジオ
メトリーが小変更されたほか、新導入された安全規定に沿ってフットボックスを変更した新し
いアルミモノコックを採用、これによりノーズが細くなっているのが特徴であった。

　1981年、イギリスに居を移して本格的な４輪レースへの挑戦を始めたセナの最
初のカテゴリーは、ジュニアフォーミュラとして大隆盛していたフォーミュラ・フ
ォード1600。その名のとおりフォード製の1600ccエンジンを搭載する入門用カ
テゴリーで、コスト削減のためスリックタイヤと空力付加物の装着は禁止されてい
た。セナが駆ったマシンはロス・アンブローズとラルフ・ファーマンSr.（日本で
も活躍したラルフ・ファーマンの実父）が1973年に設立したバンディーメンの最
新モデルR81で、同社は当時すでにジュニアフォーミュラのトップコンストラク
ターとしての地位を確立していた。バンディーメンのワークスチームに所属したセ
ナは、BRSCCとRACというふたつの選手権でタイトルを獲得している。

　ブラジル帰国後、翻意したセナはイギリスに舞い
戻り、デニス・ルーセン率いるルーセン・グリーン
・レーシングのオファーを受け入れてフォーミュラ
・フォード2000にステップアップ。バンディーメ
ンRF82を駆った。スリックタイヤと前後ウイング
が使用可能となるこの上位カテゴリーで、セナは母
方の姓をとった“アイルトン・セナ”名義を初使用。
イギリス選手権とヨーロッパ選手権を制覇し、一躍、
４輪レース界でも次世代スターとしての名声を高め
ていった。フォーミュラ・フォード2000のシーズ
ン終了後の11月にはスラクストンで開催されたF3
のノンタイトル戦にスポット出場。ウエスト・サリ
ー・レーシングのラルトRT3を駆り、F3初参戦に
して初優勝を挙げている。

1983

1981

1982

ラルトRT3/83・トヨタ

バンディーメンRF82・フォード

ラルトRT3/82・トヨタ

バンディーメンR81・フォード
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ウイリアムズとマクラーレンは83年シーズン後半からそれぞれホンダとTAG（ポルシェ）の
ターボエンジンを得て選手権の主役に復活、セナのライバルとして対峙していくことに。一
方セナを諦めた格好となったブラバムは翌年から深刻な技術不振に陥っていった。

引く手あまたでいよいよ開かれたF1への扉
トップチームでのキャリアスタートではなく
中団チームのエースドライバーの座に収まる

　F3では当時世界一のレベルと目されていたイギリス選手権で快進撃を続け
ていたセナにはシーズン中から多くのF1チームが目をつけ、７月、ドニント
ンでのウイリアムズの若手ドライバーテストを皮切りにマクラーレン、ブラバ
ム、トールマンで各F1マシンのテストを行なっている。しかしウイリアムズ
とマクラーレンには翌1984年のシートはなく、可能性のあったブラバム入り
はメインスポンサーのパルマラットがイタリア人ドライバーを望んだことなど
で実現せず。同じくセナ獲得を目論んでいたロータスも、スポンサーのインペ
リアルタバコ（JPS）がナイジェル・マンセル残留を希望したためこちらもご
破算となった。ブラバム、ロータス、マクラーレンは84年のテスト契約と数
年後の長期契約をオファーしたとされるが、結局セナは新興弱小チームから中
団グループへと脱皮しつつあったトールマンをデビューチームとして選ぶ。

1983

ウイリアムズFW08C・フォード

マクラーレンMP4・フォード

トールマンTG183・ハート

ブラバムBT53B・BMW
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（上）５月には新生ニュルブルクリンクのこけら落としで開催された190Eのワンメイ
ク戦に出場し優勝。（右）チーム・ヨーストの956を駆ったニュルブルクリンク1000
㎞。アンリ・ペスカロロ、ステファン・ヨハンソンと組み８位。

アラン・プロストを追い詰め２位入賞したモナコGPを筆頭に、優れたパフォーマンスを示した
TG184。しかしシーズン後半に移籍問題がこじれ、セナはイタリアGP欠場を余儀なくされた。

　トールマン入りして迎えた1984年、セナのデビューマシンとなったのは前年モデ
ィファイ型のTG183B。この年主戦のTG184には第5戦フランスからの搭乗となった。
歴代トールマン車と同じくロリー・バーンがデザインしたTG184は、モノコックの
一部とフロントサスペンション、特徴的なリヤウイング以外はTG183との共通点の
ないブランニューマシンで、投入に合わせてシーズン中ながらタイヤもピレリからミ
シュランへとスイッチした。最大の改良ポイントは空力特性の改善で、ディフューザ
ーの改良などによりセンシティブな傾向は解消し、非力なハート製直４ターボエンジ
ン搭載ながらセナは３度表彰台に上がっている。また、この年７月にはポルシェ956
を駆ってキャリア唯一となる世界耐久選手権（WEC）出場も果たした。

1984

トールマンTG183B・ハートトールマンTG184・ハート

メルセデスベンツ190E 2.3-16 ポルシェ956
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ホンダの最新エンジンであるRA166Eを得たロータスだ
が、アクティブサス搭載による重量増もあり、セナのポ
ールポジション獲得はわずか１回と前年の８回から激減。

98Tでのセナは、チームメイトのジョニー
・ダンフリーズが力不足のなかで孤軍奮闘。
勝利数とランキングこそ前年同様だったが、
獲得ポイントは38点から55点へとアップ。

　セナの熱望によって前年のチャンピオンエンジンであるホン
ダV6ターボを獲得した1987年、ニューマシン99Tは前年ま
でと同様テクニカルディレクターにジェラール・ドゥカルージ
ュ、チーフデザイナーにマーティン・オジルビーという体制で
開発された。最大の特徴は電子制御によってピッチングやロー
リングを抑え、最適な車高を維持するというコンセプトのアク
ティブサスペンションを搭載していたこと。83年のタイプ92
で試験的に投入されていたものを発展させた技術だった。ただ
し実戦ではモナコとデトロイトというバンピーなストリートコ
ースでは効果を発揮してセナが勝利したものの、通常サーキッ
トではセットアップにやや苦戦。95Tからそのコンセプトを引
き継いできた空力デザインもライバルに対して時代遅れとなっ
ており、タイトル争いからは早々に脱落している。

　名実ともにロータスのワークスドライバーとなった1986年
にセナが駆ったニューマシン、98Tは97Tをベースに燃料タン
ク容量の新規定（220ℓから195ℓへ）に対応した改良型。外
観上ではボディカウルの構成が変わりサイドポンツーン下端ま
での一体型となったのが特徴で、燃料タンクが小型化されたこ
とでコクピット後方のモノコック形状も変化しているが、全体
的なフォルムやサスペンション構成は97Tを踏襲している。一
方、85年限りでルノーワークスが撤退したことで、ルノーの“エ
ース格”となったロータスのこの年のエンジンには、前年投入
のEF15に加えてニューマチックバルブのアイデアを初搭載し
たEF15BおよびEF15Cも登場。85年後半から試験投入され
ていた高回転型のこのスペックは主に予選で使用され、セナが
16戦中８戦でポールポジションを獲得した。

　優勝できるマシンを求めてトールマンとの契約
を破棄してロータスへ移ったセナに、1985年シ
ーズン用として提供されたマシンがジェラール・
ドゥカルージュ設計の97Tだ。84年用の95Tか
ら番手がひとつ飛んでいるのは開発済みながら未
参戦だった北米CARTシリーズ用マシン、96Tを
挟んでいるため。97Tはその96Tから採用された
カーボンファイバー＋アルミハニカムのサンドイ
ッチ方式のオス型モノコック構造を受け継いでお
り、空力デザインは95Tと96Tの発展型と言える
スタイルとなっていた。エンジンはルノー製の
1.5ℓV型６気筒ターボで、シーズン当初は旧型
スペックのEF4Bを搭載。ルノーワークスと同じ
最新のEF15エンジン（ロングストロークの燃費
向上仕様）はチームメイトのエリオ・デ・アンジ
ェリスが第３戦以降、セナは第５戦以降から供給
となりEF4Bと併用された。

1987

1986

1985

ロータス99T・ホンダ

ロータス97T・ルノー

ロータス98T・ルノー

第２戦ポルトガルGPでF1初優勝。シーズン後半には第13戦ベルギーGPでの２勝目
を含む５戦連続表彰台もあったが、エンジン関連の不具合が多くランキングは４位。
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セナとプロスト、チームメイト同士の対立
が表面化してしまった89年。第15戦日本
（鈴鹿）での両者激突により、セナはドライ
バーズタイトル２連覇を逃してしまう。

プロストが駆るフェラーリに対し、後半戦はやや劣勢が目立ったマクラーレンMP4/5B。ホンダパワーでなんと
か対抗し、２年連続の“鈴鹿激突決着”でセナが２度目のタイトルを獲得した。

歴史的な16戦15勝を挙げたMP4/4。セナ
は８勝で総得点では７勝のプロストを下回
ったが、ベスト11戦の有効得点制で３点上
回り、ついに初戴冠を果たした。

　フェラーリへと移籍したプロストに代わって新たにゲルハル
ト・ベルガーをチームメイトに迎えた1990年、マクラーレン
はMP4/5の改良発展版MP4/5Bでシーズンを戦った。改良の
主眼となったのは空力で、サイドポンツーンの形状を変更して
ラジエターのインテークを縦型に変更。リヤのディフューザー
は半円状のトンネルが５つ並ぶユニークな形状となったが、こ
ちらはダウンフォースこそ増大するものの路面の変化にシビア
だったため、第10戦のハンガリーから通常の角状トンネルに
戻されている。主要コンセプトの変更からもわかるとおり、最
新鋭の空力思想を持つライバルに比してマクラーレンの空力は
遅れが目立ち始めていたが、さらなる高回転・高出力化が図ら
れたホンダRA100Eエンジンの威力を武器にセナは２度目、
マクラーレンは３年連続となるタイトルを獲得した。

　F1も５シーズン目、タイトルを手にするためセナはマクラ
ーレンに新天地を求めた。ターボエンジン最終年に用意されて
いたのはこの年からタッグを組むホンダ用に専用設計された
MP4/4。スティーブ・ニコルズがデザインしブラバムから移
籍した新テクニカルディレクター、ゴードン・マーレイのアイ
デアを取り入れたこのマシンは、ブラバムBT55風の低くて細
いモノコック、重心を下げるための３軸ギヤボックスの採用な
どで徹底したロープロファイルとリヤウイングの効率向上が図
られていた。一方ホンダのV6ターボエンジン、RA168Eは
MP4/4の３軸ギヤボックスに合わせてクランクシャフト位置
を28㎜も下げ、2.5barへのブースト圧制限と150ℓ燃料タン
クと新規定にも自社技術で見事に対応。セナとチームメイトの
アラン・プロストのドライブでシーズンを完全に牛耳った。

　初めてカーNo.1を掲げて迎えた1989年、F1エンジンはす
べてが3.5ℓの自然吸気（NA）となった。マクラーレンはこ
の新時代に、最強マシンMP4/4のNA版ともいうべきMP4/5
を送り出す。チーフデザイナーはニール・オートレイ。外観上
の最大の変更点はエンジン吸気用に背高タイプのインダクショ
ンポッドが採用されたことで、その他の構成は基本的に
MP4/4を踏襲。中盤戦からはそれまでの縦置きに換えて横置
きギヤボックスが採用されている。最大の武器となったのはホ
ンダが開発した72度V10エンジンのRA109Eで、高回転から
生まれるパワーと圧倒的な信頼性でライバルと目されたフェラ
ーリとウイリアムズ・ルノーを圧倒。10勝を挙げこの年もチ
ャンピオンカーとなったが、ドライバーズタイトルは最多６勝
のセナではなく安定して得点を重ねたプロストが獲得した。

1990

1988

1989

マクラーレンMP4/4・ホンダ

マクラーレンMP4/5B・ホンダ

マクラーレンMP4/5・ホンダ
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　前年フェラーリに苦しめられたマクラーレンは、1991年用のニューマ
シンMP4/6のデザインにあたって大きなコンセプト変更を断行。フロン
トサスペンションがそれまでのプルロッドからプッシュロッドへと変更さ
れ、空力デザインも大きく変更。フェラーリ流の丸みを帯びたサイドポン
ツーンやフロントウイングのボーテックスジェネレーターなど、ライバル
に影響を受けたと見られる箇所も散見される。新設計のシャシーに合わせ、
3.5ℓエンジンもホンダがNA化当初から希望していたV型12気筒にスイ
ッチ。その第一作であるRA121Eは懸念されていた重量もV10より軽く
仕上がり、第10戦ハンガリーからは可変吸気管長システムを導入したこ
とでパワーは735psオーバーへ。この年のライバルとなったナイジェル
・マンセルを振り切り、セナは３度目のドライバーズタイトルを獲得した。

　1992年はハイテクを備えたウイリアムズFW14B
が開幕５連勝と快進撃。当初前年改良型のMP4/6B
で序盤戦を戦う予定だったマクラーレンは、欧州ラウ
ンドから投入するはずだったMP4/7Aを第３戦ブラ
ジルから出走させた。MP4/7Aの最大の特徴はモノ
コックを当時の主流となっていたメス型成形としてア
ッパーカウルを廃したこと。これによってノーズまわ
りのデザインはやや角張った印象となった。ホンダの
V12はバンク角を60度から75度に拡大して全高を下
げたRA122E/Bへ進化。ニューマチックバルブや軽
量ロワケース、新スカベンジシステムを採用したほか、
チームとの共同開発でフライバイワイヤーのスロット
ルシステムも投入。これに合わせてボタン式のセミオ
ートマを初採用している。

MP4/4から引き継がれてきたコンセプ
トからようやく脱却。新思想で設計さ
れたMP4/6シャシーとホンダV12で
マクラーレンは４年連続２冠を達成。

予定を前倒してMP4/7Aを投入したもののウイリアムズ・ルノーに
対する劣勢は変わらず。セナとマクラーレンはついに王座から陥落、
頼みのホンダもこの年限りで活動休止となってしまった。

３
冠
達
成
後
は
最
速
マ
シ
ン
を
得
ら
れ
ず
苦
戦

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
数
々
の
伝
説
を
演
出
も

王
座
奪
還
を
期
し
た
新
天
地
で
突
然
の
悲
劇
が
襲
う

マクラーレンMP4/6B・ホンダ

マクラーレンMP4/7A・ホンダ

マクラーレンMP4/6・ホンダ

1991

1992



　前シーズン終了後、マクラーレンとの契約更新交渉が長引いたセナだ
ったが、結局1993年も残留を決意。アクティブサスペンションやセミ
オートマなどハイテクを満載し、フォードのV型８気筒エンジンHBを
搭載したMP4/8を駆ることになった。HBエンジンはルノーV10を搭
載するウイリアムズに対してパワー不足だったが、軽量を利して特定の
コースではセナのドライビングもあって快速を披露。エンジンスペック
もシーズン半ばからはベネトンと同じワークススペックとなり、最終的
にセナは前年を上回る５勝を挙げ、ウイリアムズで復帰したプロストに
次ぐランキング２位でシーズンを終えている。よりハイパフォーマンス
なエンジンを求めるマクラーレンは９月にランボルギーニV12をテス
トしたが採用に至らず、セナはついに移籍を決断する。

　ハイテクデバイスが禁止された1994年シ
ーズン、ウイリアムズでセナが駆ったのは
FW16。前年のFW15Cからは特にリヤまわ
りの空力が洗練され、ヘの字型のビームウイ
ングやドライブシャフトを覆う形状で造形さ
れたサスペンションのアッパーアームが特徴
的。いずれも空力の申し子、エイドリアン・
ニューウェイらしいこだわりのアイデアだ。
しかし本来ハイテク搭載を前提として開発さ
れたマシンは、走り出してみると空力が車高
変化に過敏でセナは大苦戦。問題が解決でき
ないままに第３戦サンマリノでステアリング
コラムが破損したとみられるトラブルでクラ
ッシュし、帰らぬ人となってしまう。FW16
はその後の規定変更でFW16Bへと改修され、
デイモン・ヒルが最終戦まで王座を争った。

マクラーレン最後のマシンとなったMP4/8
では何度となく神技的ドライビングを披露。
オフの12月にはフランス、パリでインドア
カート戦エルフ・マスターズに出場（リタ
イア）。優勝はプロスト率いるチームで、こ
れが両雄の最後の対決となった。 FW16の開発の遅れにより、オフシーズ

ンテストは前年のFW15Cからハイテク
を取り除いたFW15Dで開始。FW16は
テスト機会の少ないまま開幕に臨んだ。セ
ナはブラジル、パシフィックと連続リタ
イアで、運命の第３戦を迎えた。

マクラーレンMP4/8・ランボルギーニ マクラーレンMP4/8・フォード

ラカマ・パリラ

ウイリアムズFW16・ルノー

ウイリアムズFW15D・ルノー

1993

1994
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さ
る
３
月
１
日
、「
レ
ゴ
®ア
イ
コ
ン
」

シ
リ
ー
ズ
の
新
作
と
し
て
「
マ
ク
ラ
ー
レ

ン 

Ｍ
Ｐ
４
／
４
＆
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
」

が
発
売
さ
れ
た
。
す
ぐ
さ
ま
公
式
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
サ
イ
ト
は
「
入
荷
待
ち
」
と
な
り
、

店
頭
で
も
完
売
が
続
出
し
た
。
没
し
て
30

年
を
経
て
も
な
お
セ
ナ
人
気
の
高
さ
を
実

感
す
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ

ー
だ
け
に
頼
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
偉
大

な
王
者
と
名
車
に
向
き
合
っ
て
製
品
化
を

実
現
し
た
レ
ゴ
グ
ル
ー
プ
の
熱
意
と
技
術

が
詰
ま
っ
た
一
品
な
の
だ
。

　

現
在
レ
ゴ
®セ
ッ
ト
は
乳
幼
児
向
け
か

ら
本
格
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ビ
ル
ダ
ー
向
け
ま

で
数
多
く
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
誇
り
、
そ

こ
に
は
新
旧
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
が
勢
揃
い

す
る
「
ス
ピ
ー
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
や
リ

ア
ル
で
可
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
楽
し
い
「
テ

ク
ニ
ッ
ク
」
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
も
あ
る
。

読
者
に
も
フ
リ
ー
ク
が
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

対
し
て
こ
の
「
ア
イ
コ
ン
」
シ
リ
ー
ズ

は
程
よ
い
組
み
立
て
や
す
さ
と
完
成
後
の

リ
ア
ル
さ
を
両
立
し
つ
つ
往
年
の
レ
ゴ
フ

ァ
ン
が
好
む
発
展
性
と
互
換
性
を
キ
ー
プ

す
る
な
ど
〝
復
帰
組
〞
に
オ
ス
ス
メ
な
構

成
が
魅
力
の
ラ
イ
ン
。
達
成
感
と
満
足
度

が
高
く
、
有
名
な
建
築
物
や
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
な
ど
多
彩
な
テ
ー
マ
が
揃
う
。

　

そ
し
て
こ
の
完
成
度
だ
。
セ
ナ
初
戴
冠

車
で
あ
る
Ｍ
Ｐ
４
／
４
は
ス
テ
ア
リ
ン
グ

が
動
き
、
ホ
ン
ダ
Ｖ
６
タ
ー
ボ
エ
ン
ジ
ン

も
リ
ア
ル
に
再
現
。
ス
リ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
や

ウ
イ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
式
の
サ
ス
な
ど
新
パ

ー
ツ
も
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

精
密
精
巧
な
ス
ケ
ー
ル
モ
デ
ル
と
は
ま

た
違
っ
た
テ
イ
ス
ト
で
、「
今
ま
た
買
っ
て
、

組
ん
で
み
た
く
な
る
」
一
品
だ
。 

f

開発担当のデザイナーがこだ
わったという、ファン感涙の
ディテールが随所に。リヤウ
イングは角度が調節でき、カ
ウルを外せば最強ホンダV6タ
ーボエンジンが鎮座する。

当時のスーツを再現したセナのミ
ニフィギュアとヘルメット、トロ
フィーが付属するのもうれしい。
ポディウムを模した台座が完成後
のディスプレイを彩ってくれる。

レゴ®アイコンシリーズに
セナのMP4/4が登場！

Text/Joe Kojima(Racing on)  Photos/LEGO Japan
問／レゴジャパン コンシューマー・サービス 　www.LEGO.com/service

Around
SENNA

01



57

もっとリアルで精密なレーシングカーをご所望なら「レゴ®テクニック」シ
リーズへ。難易度も価格も上がるが、迫力と満足度も確実に増す。12最新
作は昨年のF1を走ったメルセデスW14（３万980円）。34MCL35Mと思
しきリアルなフォルムの「マクラーレン フォーミュラ1 レースカー（２万
7480円）」。56話題のル・マン車、プジョー9X8も発売中（２万7480円）。

リアルさとレゴ®ブロッ
クらしさを追求した跡が
窺えるコクピット。ステ
アリング可動ギミックが
ありハンドルとフロント
タイヤは動かせる。693
ピース／１万1480円。

※実際の製品とは異なる場合があります。
表記は10％税込価格です。

Manufactured under license from Mercedes-Benz Grand Prix Limited.
“AMG” and “Three Pointed Star in a Ring” are trademarks of Mercedes-Benz Group AG.
All other logos featured on the Licensed Product are used with the permission of
their respective owners all of whom reserve their respective rights in the same.

LEGO, the LEGO logo and the Minifigure are trademarks of the 
LEGO Group. ©2024 The LEGO Group
©2024 ASE - Produced under license from Senna Brands
Manufactured under license from McLaren Racing Limited. 
'McLaren' is a trademark of McLaren Services Limited. The 
Sponsor branding marks featured are historic and representative 
of the branding of the historic era.

Manufactured under license from 
McLaren Racing Limited.
McLaren is a trademark of McLaren 
Racing Limited.

Product under license by PEUGEOT™ Copyright © 24 Hours of Le Mans.
«Le Mans», «24 Hours of Le Mans» and the 24 Hours of Le Mans’ logo are 
registered trademarks of the Automobile Club de l’Ouest and are used
 under license by the LEGO Group.
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私
が
初
め
て
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
に
会
っ
た
の
は
１

９
８
３
年
、
彼
が
ウ
エ
ス
ト
・
サ
リ
ー
・
レ
ー
シ
ン
グ

で
イ
ギ
リ
ス
Ｆ
３
を
戦
っ
て
い
た
頃
の
こ
と
。
そ
の
年

に
私
は
結
婚
し
、
同
時
に
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
記

者
人
生
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。　

　

セ
ナ
が
Ｆ
３
を
戦
う
最
後
の
機
会
と
な
っ
た
こ
の
週

末
は
、
そ
れ
が
理
由
で
は
な
い
に
せ
よ
、
始
ま
り
方
は

か
な
り
不
穏
な
も
の
だ
っ
た
。
火
曜
日
に
ポ
ー
ル
リ
カ

ー
ル
で
ブ
ラ
バ
ム
の
Ｆ
１
テ
ス
ト
を
終
え
た
ば
か
り
の

セ
ナ
は
、
空
路
香
港
に
降
り
立
っ
た
時
点
で
ひ
ど
い
時

差
ボ
ケ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
高
速

フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
換
え
マ
カ
オ
に
辿
り
着
く
頃
に
は
、

完
全
に
グ
ロ
ッ
キ
ー
状
態
に
陥
っ
て
い
た
と
い
う
。
金

曜
日
に
行
な
わ
れ
た
予
選
で
は
縁
石
に
ホ
イ
ー
ル
を
当

て
て
曲
げ
て
し
ま
う
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
見
舞
わ
れ

な
が
ら
も
、
い
か
に
も
カ
オ
ス
な
市
街
地
コ
ー
ス
を
た

ち
ど
こ
ろ
に
攻
略
、
ラ
ル
ト
を
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

導
い
た
。
そ
し
て
翌
土
曜
は
休
養
日
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
多
少
の
気
の
緩
み
が
セ
ナ
に
は
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
誘
い
に
乗
り
、
ウ
ォ
ッ
カ

の
競
飲
な
ど
と
い
う
無
茶
を
や
ら
か
し
て
い
る
。

　

セ
ナ
が
正
体
を
な
く
す
ほ
ど
泥
酔
す
る
の
は
こ
の
と

き
が
最
初
で
は
な
い
し
、
つ
い
で
に
言
う
と
最
後
と
い

う
わ
け
で
も
な
い
が
、
さ
す
が
に
懲
り
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
以
降
は
、
レ
ー
ス
前
に
深
酒
を
し
た
と
い
う
よ
う

な
話
を
つ
い
ぞ
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
土
曜
の
ス
ポ
ン

サ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
２
件
す
っ
ぽ
か
し
た
彼
は
、
二
日
酔

い
で
一
日
中
苦
し
ん
で
い
た
、
と
後
に
あ
っ
さ
り
白
状

し
た
も
の
だ
。
日
曜
の
朝
を
迎
え
て
も
ま
だ
気
分
は
す

ぐ
れ
ず
、
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
ラ
ッ
プ
を
２
周
こ
な
す
と
ホ

テ
ル
に
引
き
返
し
、
仮
眠
し
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
と

よ
う
や
く
人
心
地
つ
い
た
か
再
び
マ
シ
ン
に
乗
っ
て
舞

1954年生まれ。60年代末から40年以上にわ
たってF1を取材し続けた英国人ジャーナリス
ト。通算取材レース数は500以上を数え、自
国メディアを中心に寄稿。日本でも書籍の刊
行実績がある。本稿はセナの没後15年時に外
誌で発表されたものより許可を得て引用した。

セ
ナ
を
セ
ナ
た
ら
し
め
て
い
る
も
の

セ
ナ
の
私
生
活
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
ん
の
わ
ず
か

そ
の
数
少
な
い
ひ
と
り
、マ
イ
ク
･
ド
ッ
ド
ソ
ン
が
セ
ナ
と
の
間
に
芽
生
え
た
友
情
と

の
ち
に
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
決
定
的
な
破
局
に
つ
い
て
回
想
を
紡
い
だ

Text/M
ike D

oodson  P
hotos/B

ernard A
sset, P

aul-H
enri C

ahier, H
iroshi K

aneko, M
otorsport Im

ages

初
出
／『M

O
TO
R
S
P
O
R
T

』"S
enna Friendship", 2009

う
よ
う
に
駆
け
抜
け
、
見
事
優
勝
し
た
の
だ
っ
た
。

　

翌
月
曜
は
出
発
便
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
セ
ナ
に
張
り
付
い

て
い
よ
う
と
決
め
た
私
は
、
ほ
ぼ
丸
一
日
を
香
港
で
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
付
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
無
類
の

値
切
り
屋
と
い
う
の
を
図
ら
ず
も
知
っ
た
わ
け
だ
が
、

途
中
ふ
た
り
き
り
で
話
が
で
き
た
の
だ
か
ら
〝
作
戦
〞

は
成
功
し
た
こ
と
に
な
る
。
自
分
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス

人
の
印
象
が
私
の
記
事
で
決
ま
る
と
考
え
た
セ
ナ
は
こ

ち
ら
が
投
げ
か
け
る
質
問
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

い
ず
れ
彼
の
定
番
と
な
る
相
手
の
目
を
直
視
せ
ず
に
語

る
ス
タ
イ
ル
で
、
考
え
に
考
え
抜
い
た
答
え
を
聞
か
せ

て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。
セ
ナ
の
内
面
を
と
こ
と
ん
追
求

し
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
た
私
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

母
国
ブ
ラ
ジ
ル
の
記
者
に
比
べ
れ
ば
、
私
が
繰
り
出
す

質
問
は
ど
れ
も
節
度
を
弁
え
た
も
の
と
映
っ
た
よ
う
だ
。

手
前
味
噌
か
も
し
れ
な
い
が
、
か
な
り
の
好
印
象
を
与

マイク・ドッドソン

若
き
セ
ナ
と
親
交
を
深
め
た
ベ
テ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
回
想
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え
た
と
確
信
し
た
の
は
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
２
カ
月
後
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
再
会
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。

期
待
の
新
人
か
ら
実
家
へ
招
か
れ
た

　

ジ
ャ
カ
レ
パ
グ
ア
で
の
テ
ス
ト
は
セ
ナ
に
と
っ
て
ト

ー
ル
マ
ン
所
属
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
活
動
す
る
最
初

の
機
会
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
集
中
の
度
合
い
も
す
さ

ま
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
。
と
て
も
取
材
に
応
じ
て
も
ら

え
そ
う
な
雰
囲
気
で
は
な
く
、
現
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

頼
ん
だ
が
一
蹴
さ
れ
て
し
ま
う
。
別
の
機
会
を
待
て
る

な
ら
と
い
う
セ
ナ
の
申
し
出
を
あ
り
が
た
く
了
承
す
る

と
、
ひ
ど
く
驚
い
た
様
子
。
そ
こ
ま
で
す
る
我
慢
強
い

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
そ
ん
な
も
の
が
存
在
す
る
と
は
夢

に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
で
の
テ
ス
ト
初
日
、
ト
ー
ル
マ
ン
の
走

行
枠
が
終
了
し
た
の
を
確
認
し
た
私
が
ガ
レ
ー
ジ
を
覗

く
と
、
奥
か
ら
イ
タ
リ
ア
語
で
賑
や
か
な
会
話
が
聞
こ

え
て
く
る
。
ピ
レ
リ
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
相
手
に
セ
ナ
が
デ

ブ
リ
ー
フ
の
真
っ
最
中
、
と
い
う
場
面
だ
っ
た
。
ピ
レ

リ
の
ボ
ス
、
マ
リ
オ
・
メ
ッ
ツ
ァ
ノ
ッ
テ
の
顔
に
浮
か

ん
だ
面
白
が
る
よ
う
な
、
そ
れ
で
い
て
内
心
の
シ
ョ
ッ

ク
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
ぶ
表
情
が
印
象
的
だ
。
Ｆ
１
に

昇
格
し
た
ば
か
り
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
社
の
タ
イ
ヤ
を

ダ
メ
出
し
さ
れ
る
な
ど
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
受
け
入
れ

難
い
こ
と
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
セ
ナ
の
説
得
力
に
早

く
も
圧
倒
さ
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
か
っ
た
。

　

の
べ
６
日
間
の
テ
ス
ト
で
セ
ナ
は
１
６
０
０
㎞
あ
ま

り
を
走
破
、
そ
の
間
ス
ピ
ン
や
エ
ン
ジ
ン
ブ
ロ
ー
の
類

は
ひ
と
つ
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。「
我
々
は
そ

れ
ほ
ど
速
く
は
な
い
」
と
彼
。「
レ
ー
ス
ま
で
に
、
チ

ー
ム
は
も
っ
と
い
い
ク
ル
マ
に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
タ
イ
ヤ
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
僕
の
意

見
で
は
、
ま
あ
良
か
っ
た
と
思
う
」。
こ
れ
が
新
人
ド

ラ
イ
バ
ー
の
発
言
と
、
い
っ
た
い
誰
が
信
じ
る
だ
ろ
う
。

　

幸
い
に
も
セ
ナ
は
私
と
か
わ
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

約
束
を
忘
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
同
じ
便
で
サ
ン
パ
ウ

ロ
に
到
着
、
コ
ン
ゴ
ー
ニ
ャ
ス
空
港
の
駐
車
場
に
停
め

て
あ
っ
た
フ
ォ
ー
ド
・
エ
ス
コ
ー
ト
Ｘ
Ｒ
３
ｉ
に
同
乗

し
、
セ
ナ
の
運
転
で
家
族
が
暮
ら
す
実
家
へ
と
向
か
う
。

そ
の
日
の
宿
を
心
配
し
て
い
た
が
、
母
ネ
イ
ジ
や
末
弟

の
レ
オ
ナ
ル
ド
な
ど
家
族
へ
の
紹
介
が
済
ん
だ
と
こ
ろ

で
、
セ
ナ
が
自
分
の
部
屋
に
泊
ま
れ
ば
い
い
、
自
身
は

弟
の
部
屋
に
マ
ッ
ト
レ
ス
を
敷
い
て
寝
る
か
ら
と
い
う
。

そ
う
し
て
ラ
ン
チ
ま
で
の
間
、
セ
ナ
の
案
内
で
ガ
レ
ー

ジ
を
見
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昔
乗
っ
て
い

た
カ
ー
ト
が
数
台
、
今
も
大
切
に
保
管
さ
れ
、
ほ
か
に

も
趣
味
の
ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
や
飛
行
機
が
並
ん
で
い
た
。

　

午
後
は
リ
ビ
ン
グ
で
他
愛
も
な
い
会
話
を
し
な
が
ら

過
ご
し
た
が
、
レ
ー
ス
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
さ
ま
ざ

ま
な
話
題
を
、
録
音
テ
ー
プ
回
し
っ
放
し
で
語
り
合
っ

た
。
私
が
付
け
焼
き
刃
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
い
く
つ
か

学
ん
で
い
た
こ
と
に
セ
ナ
は
感
銘
を
受
け
、
正
し
い
発

音
や
用
法
を
教
え
て
く
れ
る
。
私
は
私
で
、
自
分
の
英

語
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
ひ
ど
く
気
に
す
る
彼
に
、
こ

う
表
現
す
れ
ば
バ
ッ
チ
リ
と
い
う
よ
う
な
お
手
本
を
お

返
し
に
伝
授
し
た
り
も
し
た
。

　

セ
ナ
が
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
史
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ

関
心
を
寄
せ
て
い
る
、
と
い
う
の
も
こ
の
と
き
初
め
て

知
っ
た
。
私
が
実
際
に
ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
と
会
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
聞
い
た
と
き
の
反
応
た
る
や
、
本
当
に
イ

ス
か
ら
転
げ
落
ち
る
か
と
思
っ
た
ほ
ど
だ
。
た
だ
白
状

す
る
と
当
時
の
私
は
記
者
で
さ
え
な
く
フ
ラ
ッ
グ
マ
ー

シ
ャ
ル
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
オ
ー

ル
ト
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
65
年
ゴ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
前
夜
祭
で
た
ま
た
ま
売
店
の
列
に
隣
り
合
わ
せ
た
際

に
言
葉
を
か
わ
し
た
だ
け
。
決
し
て
誇
れ
る
よ
う
な
話

で
は
な
い
。
た
だ
し
私
も
ク
ラ
ー
ク
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン

と
い
う
意
味
で
は
セ
ナ
に
劣
ら
な
い
自
負
が
あ
る
。
ク

ラ
ー
ク
に
弱
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
処

理
、
独
走
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
も
そ
も
集
団
の
せ
め

ぎ
合
い
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
云
々
。
し
た
り
顔
で
語

る
私
に
、
セ
ナ
は
怪
訝
な
表
情
で
首
を
振
る
ば
か
り
だ
。

偉
大
な
ク
ラ
ー
ク
は
彼
に
と
っ
て
ス
ー
パ
ー
マ
ン
、
完

全
無
欠
の
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　

好
き
に
な
る
と
の
め
り
込
む
の
が
セ
ナ
の
性
格
。
当

時
ハ
マ
っ
て
い
た
の
が
グ
ロ
リ
ア
・
ゲ
イ
ナ
ー
が
歌
う

セナ伝説の端緒となった83年のマカ
オF3。予選から他を圧倒するタイム
で完勝したが、実は深酒による二日
酔いでグロッキー状態だったという。
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デ
ィ
ス
コ
ナ
ン
バ
ー
で
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
入
れ
た

そ
れ
を
耳
を
聾
さ
ん
ば
か
り
の
大
音
量
で
流
し
な
が
ら

運
転
し
て
い
た
。
そ
の
夜
も
ど
う
や
ら
踊
り
た
い
気
分

だ
っ
た
ら
し
い
。
締
切
を
抱
え
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

私
を
尻
目
に
、
お
し
ゃ
れ
な
シ
ャ
ツ
に
着
替
え
、
い
そ

い
そ
と
出
か
け
て
い
く
。
帰
宅
し
た
音
で
目
覚
め
た
私

が
時
計
を
見
る
と
、
午
前
３
時
を
回
る
頃
合
い
だ
っ
た
。

一
転
、
翌
日
の
セ
ナ
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
集
中
す
る
と

決
め
た
よ
う
で
、
専
門
家
に
頼
ん
で
作
っ
て
も
ら
っ
た

と
い
う
一
連
の
メ
ニ
ュ
ー
を
、
自
宅
プ
ー
ル
横
に
し
つ

ら
え
た
ジ
ム
で
淡
々
と
こ
な
し
て
い
く
。
私
が
見
る
限

り
そ
れ
ほ
ど
激
し
い
運
動
で
は
な
い
が
、
そ
の
あ
と
プ

ー
ル
を
何
十
回
も
往
復
し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

セ
ナ
の
実
家
は
広
々
と
し
て
豪
壮
な
造
り
な
が
ら
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
的
に
は
高
級
住
宅
街
に
は
ほ
ど
遠
く
、
む

し
ろ
治
安
に
問
題
が
あ
り
そ
う
な
界
隈
に
建
っ
て
い
て

驚
い
た
。
天
辺
に
ガ
ラ
ス
を
施
し
た
高
い
塀
を
周
囲
に

巡
ら
し
、
警
護
に
使
え
そ
う
な
獰
猛
な
面
構
え
の
犬
を

飼
う
な
ど
し
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
万
全
を
期
し
て
い

る
様
子
が
窺
え
る
。

　

そ
の
日
の
午
後
、
荷
造
り
を
終
え
た
私
が
タ
ク
シ
ー

を
頼
む
と
、
セ
ナ
は
と
ん
で
も
な
い
と
首
を
横
に
振
り
、

自
ら
運
転
し
て
空
港
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
。
ゲ
イ
ナ
ー

が
唄
う
曲
の
歌
詞
を
紙
に
書
き
出
し
て
く
れ
な
い
か
、

と
頼
ま
れ
た
の
は
そ
の
車
中
で
の
こ
と
だ
。
正
直
言
っ

て
、
い
く
ら
セ
ナ
の
頼
み
で
も
ご
め
ん
で
あ
る
。『I 

W
ill Survive.

』
と
い
う
名
の
曲
、
と
書
け
ば
私
の

胸
中
を
お
察
し
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
年
、
た
ま
た
ま
オ
フ
ァ
ー
が
舞
い
込
ん
だ
の
が

グ
ル
ー
プ
Ｃ
マ
シ
ン
に
よ
る
耐
久
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
レ
ー

ス
だ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
実
業
家
で
友
人
で
も
あ
る

ド
ミ
ン
ゴ
ス
・
ピ
エ
ダ
ー
デ
が
、
自
身
が
運
営
す
る
チ

「我々のクルマは、それほど速くない──」
新人ドライバーの発言と、誰が信じるだろうか

F1デビュー１年目で早くも上位争いに加わり才能の一端を見せた84年。しかしこの頃のセナはまだ華奢で肉体改造にも目覚めておらず、明らかに体力不足が原因で後退したレースもあった。
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ー
ム
・
ヨ
ー
ス
ト
で
ポ
ル
シ
ェ
９
５
６
を
走
ら
せ
な
い

か
と
誘
っ
た
の
だ
。
新
装
開
店
な
っ
た
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク

リ
ン
ク
を
Ｆ
１
前
に
知
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
、
と
い
う

こ
と
も
決
断
を
後
押
し
し
た
。
ア
ン
リ
・
ペ
ス
カ
ロ
ロ
、

ス
テ
フ
ァ
ン
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
と
組
ん
だ
セ
ナ
は
１
０
０

０
㎞
レ
ー
ス
で
８
位
と
い
う
成
績
を
残
し
て
い
る
。

　

ピ
エ
ダ
ー
デ
に
よ
れ
ば
、
９
５
６
の
イ
ン
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
を
伝
え
る
約
束
だ
っ
た
セ
ナ
が
多
忙
の
た
め
果
た

せ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
戻
っ
て
か
ら
音
声
テ
ー
プ
で
送
っ

て
く
れ
た
の
だ
そ
う
だ
。
運
転
し
な
が
ら
録
音
し
た
と

い
う
彼
の
目
的
地
は
ヘ
セ
ル
、
つ
ま
り
ロ
ー
タ
ス
の
本

拠
地
が
あ
る
場
所
だ
。
の
ち
に
ト
ー
ル
マ
ン
と
泥
沼
の

法
廷
闘
争
に
発
展
し
た
例
の
密
約
が
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
結
ば
れ
た
と
思
う
と
感
興
を
禁
じ
得
な
い
。

　

ピ
エ
ダ
ー
デ
が
言
う
に
は
、
ゆ
う
に
１
時
間
を
超
え

る
録
音
だ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
こ
で
セ
ナ
は
エ
ン
ジ
ン
や

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
な
ど
９
５
６
と
コ
ー
ス
の
特
徴
を
細
大

漏
ら
さ
ず
把
握
し
、
し
か
も
ど
う
す
れ
ば
よ
り
ド
ラ
イ

バ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
な
る
か
を
逐
一
解
説
し
て
い
た

と
い
う
。「
そ
の
話
を
ヨ
ー
ス
ト
に
聞
か
せ
た
ん
だ
」

と
ピ
エ
ダ
ー
デ
。「
す
る
と
彼
は
、
次
は
い
つ
セ
ナ
が

来
て
く
れ
る
ん
だ
、
い
や
な
ん
と
し
て
も
連
れ
て
こ
い
、

と
え
ら
い
剣
幕
さ
。
セ
ナ
が
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
に
乗
る
こ

と
は
二
度
と
な
い
と
思
う
が
、
そ
れ
を
ヨ
ー
ス
ト
に
呑

ま
せ
る
の
は
楽
じ
ゃ
な
か
っ
た
よ
。
セ
ナ
は
チ
ー
ム
の

た
め
を
思
っ
て
９
５
６
を
走
ら
せ
た
ん
じ
ゃ
な
く
自
分

の
た
め
だ
っ
た
っ
て
の
に
ね
。
知
っ
て
し
ま
え
ば
も
う

用
は
な
い
。
一
度
限
り
で
も
、
彼
に
ド
ラ
イ
ブ
し
て
も

ら
え
た
の
は
幸
運
だ
っ
た
と
思
わ
な
い
と
ね
」

心
を
許
し
た
友
人
グ
ー
ジ
ェ
ル
ミ
ン
の
存
在

　

86
年
５
月
、
エ
ッ
シ
ャ
ー
・
ク
リ
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の

美
し
い
芝
生
に
立
つ
セ
ナ
は
、
レ
ー
ス
以
外
に
情
熱
を

注
ぐ
数
少
な
い
対
象
と
自
ら
認
め
る
行
為
に
没
頭
し
て

い
た
。
両
手
に
持
っ
た
８
バ
ン
ド
の
無
線
コ
ン
ソ
ー
ル

を
操
作
し
、
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
を
今
ま

さ
に
緑
の
タ
ー
フ
か
ら
離
陸
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
。
ま
だ
一
度
も
飛
ば
し
た
こ
と
が
な
い
機
体
だ
っ
た

が
、
一
度
だ
け
強
め
に
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
さ
せ
た
以
外
は

す
ぐ
さ
ま
コ
ツ
を
マ
ス
タ
ー
し
、
鮮
や
か
な
飛
行
を
披

露
し
た
。
そ
の
傍
ら
に
付
き
従
う
の
は
、
家
族
以
外
で

彼
が
唯
一
心
を
許
す
友
人
、
マ
ウ
リ
シ
オ
・
グ
ー
ジ
ェ

ル
ミ
ン
だ
。
カ
ー
ト
時
代
に
仲
良
く
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
余
裕
が
あ
る
グ
ー
ジ
ェ
ル
ミ

ン
が
セ
ナ
の
カ
ー
ト
も
一
緒
に
運
ん
で
や
っ
た
か
ら
だ

と
い
う
。
彼
ら
は
意
気
投
合
し
、
そ
の
後
仲
違
い
す
る

こ
と
も
な
く
友
情
を
育
ん
で
き
た
。

　

３
歳
年
下
の
グ
ー
ジ
ェ
ル
ミ
ン
は
セ
ナ
の
後
を
追
う

よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
り
、
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
か
な

り
の
好
成
績
を
挙
げ
て
い
た
。
ス
テ
ラ
と
い
う
名
の
可

愛
い
奥
さ
ん
が
い
て
、
ふ
た
り
と
ひ
と
り
で
同
じ
ア
パ

ー
ト
を
シ
ェ
ア
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
後
は
高

級
分
譲
地
に
建
つ
瀟
洒
な
邸
宅
を
セ
ナ
が
買
い
、
三
人

で
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ロ
ー
タ
ス
に
移
籍

し
た
最
初
の
年
に
セ
ナ
が
買
い
求
め
た
も
の
だ
と
い
い
、

根
が
家
庭
的
な
彼
に
と
っ
て
、
こ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

は
願
っ
て
も
な
い
も
の
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

グ
ー
ジ
ェ
ル
ミ
ン
は
セ
ナ
の
能
力
を
崇
め
て
さ
え
い

た
。
嘘
で
も
自
分
が
ベ
ス
ト
と
信
じ
な
け
れ
ば
務
ま
ら

な
い
の
が
レ
ー
サ
ー
だ
か
ら
、
こ
れ
は
極
め
て
珍
し
い

例
と
言
え
る
。
一
例
と
し
て
挙
げ
た
の
が
82
年
、
ス
ネ

ッ
タ
ー
ト
ン
で
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
・
フ
ォ
ー
ド
２
０
０

０
で
セ
ナ
が
披
露
し
た
超
絶
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
。
目
の
前

で
起
き
た
ス
ピ
ン
を
避
け
る
た
め
縁
石
に
逃
れ
、
そ
の

結局セナはノーブレーキで走り切り、優勝してしまった

右／F1で出走前に改修後
の新コースを習熟する機会
として参戦した、セナ唯一
のスポーツカーレース（84
年WECニュル）。ヨースト
のポルシェ956をペスカロ
ロ＆ヨハンソンとシェアし
８位で完走している。左／
ファンにはよく知られたセ
ナの一番の趣味、ラジコン
飛行機＆ヘリ。来日時には
多くの日本製パーツを買い
込んでいたとの逸話も。
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と
き
ブ
レ
ー
キ
パ
イ
プ
を
潰
し
た
セ
ナ
が
、
残
り
の
周

回
を
ノ
ー
ブ
レ
ー
キ
で
走
り
切
り
優
勝
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
。「
ピ
ッ
ト
に
戻
っ
て
き
た
ア
イ
ル
ト
ン
が
そ

こ
を
ど
け
、
と
手
を
振
る
。
ク
ル
マ
を
停
め
る
こ
と
す

ら
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
」
と
振
り
返
る
グ
ー
ジ
ェ
ル
ミ

ン
。「
ブ
レ
ー
キ
に
触
っ
て
み
た
け
ど
、全
然
熱
く
な
い
。

本
当
に
ブ
レ
ー
キ
な
し
で
走
っ
て
い
た
の
さ
！
」

　

ふ
た
り
の
友
情
は
終
生
変
わ
ら
ず
、
私
だ
け
で
は
決

し
て
知
り
得
な
い
セ
ナ
の
内
面
を
、
彼
へ
の
取
材
で
知

る
こ
と
が
で
き
た
。
セ
ナ
が
女
性
に
興
味
が
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
噂
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ

し
た
と
き
も
（
デ
マ
の
発
信
元
は
ど
う
や
ら
ピ
ケ
だ
っ

た
ら
し
い
）、
私
が
真
っ
先
に
頼
っ
た
の
が
グ
ー
ジ
ェ

ル
ミ
ン
だ
っ
た
。
彼
は
真
っ
向
か
ら
そ
の
噂
を
否
定
、

む
し
ろ
女
性
関
係
が
お
盛
ん
過
ぎ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

こ
と
も
あ
っ
た
と
反
論
さ
え
し
た
。
忙
し
い
セ
ナ
の
代

わ
り
に
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
付
き
添
っ
た
り
、
手
切

れ
金
を
渡
す
役
目
ま
で
引
き
受
け
た
そ
う
だ
か
ら
、
ピ

ケ
の
陰
謀
が
空
振
り
に
終
わ
っ
た
の
も
頷
け
る
。
た
だ

し
グ
ー
ジ
ェ
ル
ミ
ン
が
渋
々
語
っ
た
、
サ
ー
キ
ッ
ト
で

見
せ
る
彼
の
「
酷
薄
さ
」
が
ご
く
た
ま
に
私
生
活
に
も

顔
を
覗
か
せ
た
、
と
い
う
指
摘
は
セ
ナ
の
実
像
を
知
る

う
え
で
心
に
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

※　
　
　
　

※　
　
　
　

※

　

時
は
過
ぎ
て
88
年
７
月
の
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
。
街
の
東

側
に
あ
る
ビ
ル
群
は
目
を
引
く
威
容
と
洒
落
た
デ
ザ
イ

ン
か
ら
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

ドッドソンが招かれたのと同時期に撮られたセナ
の実家と家族たち。1これはアイルトン少年６歳。
すでにカートを与えられ、裕福な一家だったこと
が窺える。2母ネイジと弟のレオナルドと。3サ
ンパウロでのマイカーはフォーミュラ・フォード
で戴冠した際に入手したエスコートXR3i。4自宅
にはプールもあり、隣にはジムもあった。5家族
と夕食を囲むセナ。手前は父ミルトン（21年没）。

1

2 4

5

3
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「かつての友情はもう取り戻せないのかな？」
「ノー」。これがセナとかわした最後の会話だった

成
功
し
た
裕
福
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
開
発
さ
れ
た
も
の

だ
。
映
画
ス
タ
ー
や
有
名
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
選
手
、
武
器
商
人
と
い
っ
た
人
種
が
好
ん
で
モ

ナ
コ
を
居
住
地
に
選
ぶ
の
は
、
こ
の
地
の
ボ
ス
で
あ
る

レ
ー
ニ
エ
大
公
が
公
国
の
住
民
に
施
す
猫
の
額
ほ
ど
の

恩
恵
、
つ
ま
り
大
甘
の
免
税
措
置
を
期
待
し
て
の
こ
と
。

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
パ
レ
ス
も
ま
さ
に
そ
う
し
た
狙
い
で
建

て
ら
れ
た
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
ひ
と
つ
で
、
セ
ナ
の
住

ま
い
は
そ
の
９
階
部
分
に
あ
っ
た
。

　

私
が
こ
こ
を
訪
れ
た
の
に
は
、
少
し
前
に
起
き
た
些

細
な
行
き
違
い
が
絡
ん
で
い
る
。
１
週
間
前
の
ポ
ー
ル

リ
カ
ー
ル
テ
ス
ト
で
の
こ
と
、
セ
ナ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
約
束
が
で
き
て
い
た
私
は
朝
か
ら
サ
ー
キ
ッ
ト
に
入

っ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
っ
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
合
間
に

私
が
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
セ
ナ
が
立
ち
止
ま
り
握
手

を
か
わ
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
先
、
彼
は
自
分
の
走
り
に

没
頭
す
る
ば
か
り
で
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
取
材
の
機
会
は

訪
れ
ず
、
時
間
だ
け
が
い
た
ず
ら
に
過
ぎ
て
い
っ
た
。

　

一
日
の
予
定
が
す
べ
て
終
わ
り
ト
ラ
ッ
ク
が
ク
ロ
ー

ズ
さ
れ
て
、
よ
う
や
く
取
材
の
時
間
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
セ
ナ
は
す
ぐ
に
着
替
え
て
身
の
回
り
の
品
を
ケ
ー

ス
に
収
め
、
カ
チ
ッ
と
フ
タ
を
閉
じ
る
や
こ
ち
ら
を
向

い
て
「
今
日
は
何
か
用
が
あ
っ
て
来
た
の
か
？
」
と
私

に
尋
ね
る
で
は
な
い
か
。
取
材
の
約
束
を
す
っ
か
り
忘

れ
て
い
た
の
だ
。
セ
ナ
は
悪
び
れ
る
風
も
な
く
、
人
と

会
う
の
で
今
日
は
も
う
無
理
だ
と
言
う
。
し
か
し
私
は

も
う
フ
ラ
ン
ス
に
来
て
し
ま
っ
て
お
り
、
週
末
に
は
フ

ラ
ン
ス
Ｇ
Ｐ
が
控
え
て
い
る
。
で
は
そ
の
翌
日
に
あ
ら

た
め
て
予
定
を
入
れ
て
お
く
よ
、
と
な
っ
た
の
は
彼
な

り
の
配
慮
で
あ
っ
た
ろ
う
。
考
え
よ
う
で
は
ラ
ッ
キ
ー

だ
っ
た
と
い
う
わ
け
は
そ
の
数
日
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
媒

体
を
中
心
に
セ
ナ
の
神
秘
的
体
験
を
伝
え
る
報
道
が
次

々
と
出
回
り
始
め
た
か
ら
だ
。

　

こ
れ
ま
た
２
カ
月
前
、
モ
ナ
コ
Ｇ
Ｐ
で
後
続
に
30
秒

も
の
大
差
を
つ
け
首
位
を
快
走
し
て
い
た
セ
ナ
が
ポ
ル

テ
ィ
エ
コ
ー
ナ
ー
で
突
如
ク
ラ
ッ
シ
ュ
。
壊
れ
た
Ｍ
Ｐ

４
／
４
を
降
り
た
彼
は
２
０
０
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
自
宅
に

徒
歩
で
辿
り
着
く
と
、
そ
の
ま
ま
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
彼
が
今
、
自
宅
の
ソ
フ
ァ
に
座

り
、
私
に
向
か
っ
て
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
た
の
は
ス
ロ
ー
走

行
で
集
中
力
を
失
っ
た
せ
い
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
Ｔ

Ｖ
中
継
で
報
じ
ら
れ
た
映
像
に
は
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
の
コ

ク
ピ
ッ
ト
か
ら
這
い
出
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
バ
ラ
ク
ラ
バ

を
脱
ぐ
彼
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
顔
立
ち

は
虚
で
、
い
か
な
る
感
情
も
読
み
取
れ
な
い
。「
や
っ

ち
ま
っ
た
も
の
は
仕
方
が
な
い
」と
彼
は
語
っ
た
。「
騒

い
だ
と
こ
ろ
で
得
る
も
の
は
な
い
か
ら
ね
」。
そ
の
言

葉
ど
お
り
、
彼
は
無
線
で
チ
ー
ム
に
伝
え
る
こ
と
さ
え

せ
ず
、
現
場
か
ら
立
ち
去
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
私
に
し
て
み
れ
ば
、
セ
ナ
の
説
明
と
チ
ー
ム

が
伝
え
る
事
実
が
食
い
違
っ
て
い
る
こ
と
に
納
得
が
い

か
な
い
。
と
り
わ
け
気
に
な
る
の
は
、
彼
が
ス
ロ
ー
走

行
に
転
じ
た
と
主
張
し
て
い
る
部
分
。
そ
こ
で
私
は
こ

う
水
を
向
け
た
。
あ
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に
関
し
て
、
何
か

し
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
要
素
が
介
在
し
て
い
る
と
思

う
か
？ 

少
な
く
と
も
そ
の
可
能
性
は
あ
っ
た
の
か
？

　

す
る
と
彼
は
、
私
の
方
を
見
も
せ
ず
に
こ
う
言
い
放

っ
た
の
だ
っ
た
。「
う
せ
ろ
、
マ
イ
ク
」

　

そ
れ
か
ら
１
年
後
、
自
身
初
の
タ
イ
ト
ル
を
手
中
に

収
め
た
セ
ナ
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
れ
ま
で
以
上

に
メ
デ
ィ
ア
へ
露
出
す
る
機
会
が
増
え
、
件
の
単
独
事

故
に
関
す
る
説
明
も
回
を
重
ね
る
た
び
に
微
妙
に
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
変
え
て
い
っ
た
。
極
め
つ
け
は
ブ
ラ
ジ
ル
版

『
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
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ビ
ュ
ー
だ
。
そ
の
な
か
で
彼
は
一
種
の
ト
ラ
ン
ス
状
態

に
あ
っ
た
と
い
う
意
味
の
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
曰

く
、
ポ
ル
テ
ィ
エ
に
差
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
海
か
ら

の
眩
し
い
光
が
目
に
入
っ
た
。
そ
れ
を
彼
は
勝
利
目
前

の
レ
ー
ス
を
犠
牲
に
し
ろ
と
い
う
神
の
指
令
と
解
釈
し

た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
タ
イ
ト
ル
を
確
定
さ

せ
た
鈴
鹿
で
は
ウ
イ
ニ
ン
グ
ラ
ン
で
ス
プ
ー
ン
カ
ー
ブ

を
回
り
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
の
姿
が
見
え
た
、
と
さ
ら
に

エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
も
い
る
。
な
ん
で
も
そ
の
姿
が

（
な
ぜ
か
「
普
通
の
服
装
を
し
て
い
た
」
そ
う
だ
が
）

ゆ
っ
く
り
と
浮
か
び
上
が
り
、
彼
が
通
過
す
る
と
き
に

天
上
へ
昇
っ
て
い
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。

　

こ
う
し
た
セ
ナ
の
述
懐
に
関
し
、
後
に
私
は
１
本
の

記
事
を
書
き
上
げ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
彼

の
逆
鱗
に
触
れ
た
ら
し
い
。
私
が
信
じ
る
と
こ
ろ
で
は
、

信
仰
と
い
う
も
の
は
、
日
々
の
生
活
に
お
い
て
道
標
に

な
り
こ
そ
す
れ
、
こ
と
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
神
様
云

々
の
発
想
が
入
り
込
む
余
地
は
な
い
。
神
は
す
べ
て
の

人
を
等
し
並
み
に
愛
す
る
、
と
い
う
の
が
キ
リ
ス
ト
教

の
精
神
だ
と
私
は
教
わ
っ
た
。
そ
の
神
に
向
か
っ
て
、

自
分
自
身
で
な
く
て
も
、
誰
か
特
定
の
人
を
勝
た
せ
て

く
だ
さ
い
と
お
願
い
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も
偽
善
で
は

な
い
の
か
？ 
い
や
反
宗
教
的
だ
と
さ
え
言
え
る
、
と

い
う
の
が
私
の
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
。

　

結
果
論
で
言
う
と
、
こ
れ
を
機
に
私
は
セ
ナ
の
〝
お

気
に
入
り
記
者
名
簿
〞
か
ら
抹
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
の
誰
に
尋
ね
て
も
、
何
が
彼
を
怒

ら
せ
た
か
の
答
え
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
セ
ナ
自
身

も
そ
れ
を
説
明
す
る
気
は
な
い
よ
う
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
状
態
で
お
よ
そ
２
年
ほ
ど
の
歳
月
が
過
ぎ
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
よ
う
や
く
面
と
向
か
っ
て
問
い
質
す
機

会
が
訪
れ
た
。
た
ま
た
ま
同
じ
ホ
テ
ル
に
投
宿
し
、
た

ま
た
ま
同
じ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
合
わ
せ
た
の
だ
。

私
に
彼
も
気
づ
い
て
い
た
が
、
そ
し
ら
ぬ
ふ
り
を
装
い
、

自
分
の
部
屋
の
前
で
よ
う
や
く
振
り
向
い
た
。

「
私
は
何
か
間
違
っ
た
こ
と
を
や
ら
か
し
た
の
か
い
？　

も
し
そ
う
な
ら
、
そ
れ
が
何
か
教
え
て
ほ
し
い
」

　

私
は
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
尋
ね
た
つ
も
り
だ
が
、
彼

の
顔
に
浮
か
ん
だ
の
は
一
種
の
諦
め
の
表
情
│
│
〝
ウ

ン
ザ
リ
〞
と
顔
に
書
い
て
あ
る
│
│
だ
っ
た
。

「
と
て
も
込
み
入
っ
た
話
な
ん
だ
、
マ
イ
ク
。
で
も
そ

れ
を
こ
こ
で
説
明
す
る
つ
も
り
は
な
い
よ
」

「
か
つ
て
の
友
情
は
も
う
取
り
戻
せ
な
い
の
か
な
？
」　

　

な
お
も
食
い
下
が
る
私
に
、
ひ
と
こ
と
、
彼
の
口
か

ら
「
ノ
ー
」
と
い
う
呟
き
に
も
似
た
声
が
洩
れ
る
。
そ

し
て
続
い
て
発
せ
ら
れ
た
言
葉
は
よ
り
明
瞭
だ
っ
た
。

「
そ
れ
は
な
い
よ
。
絶
対
に
な
い
」

　

セ
ナ
と
私
の
、
こ
れ
が
最
後
の
会
話
だ
っ
た
。 

F
「チェッカー後のスプーンで神を見た」。鈴鹿で目を潤ませながらメディアに語ったそ
の発言がもとでセナとドッドソンの友情は綻び、以後その関係が戻ることはなかった。

問題の88年モナコ。ギリギリを攻め
るセナに、僚友プロストさえ予選で
大差をつけられた。しかし決勝、一
瞬の迷いか焦りか、セナはガードレ
ールに吸い寄せられるように……。



66

セ
ナ
が
F
1
に
遺
し
た
も
の
と
は

1
9
9
4
年
５
月
１
日
イ
モ
ラ
の
悲
劇

１
９
９
４
年
に
イ
モ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
サ
ン
マ
リ
ノ
Ｇ
Ｐ
で
は

バ
リ
チ
ェ
ロ
、ラ
ッ
ツ
ェ
ン
バ
ー
ガ
ー
、セ
ナ
と
負
の
連
鎖
が
続
い
た

現
場
で
の
混
乱
と
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が
Ｆ
１
に
遺
し
た
も
の
を
考
察
す
る

Text/M
asahiro O

w
ari 

P
hotos/B

ernard A
sset, M

otorsport Im
ages, X

P
B
 Im
ages

　

１
９
９
４
年
の
サ
ン
マ
リ
ノ
Ｇ
Ｐ
か
ら
も
う
す
ぐ
30

年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
今
年
還
暦
を
迎
え
る
筆
者

の
物
忘
れ
は
年
を
追
う
ご
と
に
ひ
ど
く
な
る
が
、
あ
の

週
末
に
イ
モ
ラ
で
起
き
た
こ
と
は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

　

そ
の
年
の
Ｆ
１
は
３
月
下
旬
に
ブ
ラ
ジ
ル
Ｇ
Ｐ
で
シ

ー
ズ
ン
の
幕
が
開
き
、
サ
ン
マ
リ
ノ
Ｇ
Ｐ
は
３
戦
目
と

し
て
４
月
29
日
か
ら
５
月
１
日
ま
で
の
３
日
間
イ
タ
リ

ア
・
イ
モ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
ラ
ウ
ン
ド
の
開
幕
戦
と
し
て
本
格
的
な
Ｆ
１
シ
ー

ズ
ン
の
到
来
と
な
っ
て
華
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
開

催
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
サ
ン
マ
リ
ノ
Ｇ
Ｐ
。
だ
が
あ
の

週
末
は
ま
る
で
呪
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
事
故
が
続
い
た
。

　

悪
夢
の
幕
開
け
は
金
曜
日
だ
っ
た
。
当
時
の
Ｆ
１
は

金
曜
日
と
土
曜
日
の
午
後
に
そ
れ
ぞ
れ
60
分
間
の
予
選

が
行
な
わ
れ
、
そ
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
で
予
選
順
位
を
決

定
し
て
い
た
。
事
故
は
そ
の
予
選
ア
タ
ッ
ク
中
に
起
き

た
。
ジ
ョ
ー
ダ
ン
の
ル
ー
ベ
ン
ス
・
バ
リ
チ
ェ
ロ
の
マ

シ
ン
が
最
終
コ
ー
ナ
ー
手
前
に
あ
る
バ
リ
ア
ン
テ
・
バ

ッ
サ
と
呼
ば
れ
る
シ
ケ
イ
ン
の
入
口
で
バ
ラ
ン
ス
を
乱

し
、
縁
石
に
乗
っ
て
宙
を
舞
い
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
た
。
バ

リ
チ
ェ
ロ
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
乗
せ
ら
れ
て
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
さ
れ
た
後
、
検
査
の
た
め
に
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
市
内
に
あ
る
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
病
院
に
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
移
送
さ
れ
た
。
検
査
の
結
果
、
バ
リ
チ
ェ
ロ

の
ケ
ガ
は
鼻
骨
骨
折
と
腕
の
打
撲
の
み
で
翌
日
退
院
し

た
が
、
医
師
か
ら
の
指
示
で
サ
ン
マ
リ
ノ
Ｇ
Ｐ
参
戦
は

取
り
や
め
と
な
っ
た
。

　

バ
リ
チ
ェ
ロ
が
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
た

後
、
再
開
さ
れ
た
予
選
で
暫
定
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

獲
得
し
た
の
は
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
の
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ

だ
っ
た
。
そ
の
タ
イ
ム
１
分
21
秒
５
４
８
は
、
前
年
に

ア
ラ
ン
・
プ
ロ
ス
ト
が
ハ
イ
テ
ク
搭
載
の
マ
シ
ン
で
記

録
し
た
１
分
22
秒
０
７
０
を
上
回
っ
て
い
た
。
Ｆ
１
は

93
年
ま
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
ン
チ
ロ

ッ
ク
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
イ
テ

ク
デ
バ
イ
ス
が
装
着
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に

よ
り
コ
ー
ナ
ー
リ
ン
グ
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
す
ぎ
て
い
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く
こ
と
を
懸
念
し
て
、
Ｆ
Ｉ
Ａ
は
94
年
か
ら
ハ
イ
テ
ク

装
置
を
禁
止
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
エ
ン
ジ
ン
と
マ
シ
ン
の
空
力
的
な
部
分
に

メ
ス
を
入
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
コ
ー
ナ
ー
リ
ン
グ
ス

ピ
ー
ド
は
下
が
る
こ
と
な
く
、
逆
に
ハ
イ
テ
ク
装
置
が

な
い
た
め
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
な
っ
て
い

た
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ジ
は
開
幕
戦
後
の

テ
ス
ト
に
お
け
る
事
故
で
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
Ｇ
Ｐ
に
続

い
て
こ
の
サ
ン
マ
リ
ノ
Ｇ
Ｐ
も
欠
場
。
ま
た
ベ
ネ
ト
ン

の
Ｊ
Ｊ
・
レ
ー
ト
も
開
幕
前
テ
ス
ト
で
ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
、

開
幕
２
戦
を
欠
場
し
て
サ
ン
マ
リ
ノ
Ｇ
Ｐ
が
シ
ー
ズ
ン

初
戦
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
悲
劇
が
起
き
る
。
土
曜
日
の
午
後
に
行
な
わ

れ
た
２
回
目
の
予
選
で
、
シ
ム
テ
ッ
ク
の
ロ
ー
ラ
ン
ド

・
ラ
ッ
ツ
ェ
ン
バ
ー
ガ
ー
が
ト
サ
コ
ー
ナ
ー
手
前
の
超

高
速
右
コ
ー
ナ
ー
を
直
進
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ウ
ォ
ー

ル
に
ク
ラ
ッ
シ
ュ
。
そ
の
衝
撃
が
い
か
に
大
き
か
っ
た

か
は
、
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
左
側
が
破
壊
さ
れ
て
ラ
ッ
ツ
ェ

ン
バ
ー
ガ
ー
の
体
が
一
部
露
出
し
て
い
た
こ
と
が
雄
弁

に
物
語
っ
て
い
た
。

関
係
者
の
心
は
ど
ん
よ
り
と
し
て
い
た
決
勝
日

　

現
場
に
向
か
っ
た
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が
ラ
ッ
ツ
ェ
ン
バ

ー
ガ
ー
を
コ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
脱
出
さ
せ
た
後
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
開
始
す
る
と
セ
ナ
は
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
カ
ー

に
乗
っ
て
現
場
へ
急
行
。
ラ
ッ
ツ
ェ
ン
バ
ー
ガ
ー
が
助

か
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
と
、
セ
ナ
は

予
選
出
走
を
取
り
や
め
る
。
セ
ナ
以
外
に
も
チ
ー
ム
メ

イ
ト
の
デ
イ
モ
ン
・
ヒ
ル
、
ベ
ネ
ト
ン
と
ザ
ウ
バ
ー
も

予
選
出
走
を
取
り
や
め
た
。
予
選
は
事
故
か
ら
45
分
後

に
再
開
さ
れ
た
が
、
14
時
15
分
（
事
故
発
生
か
ら
57
分

後
）
に
Ｆ
Ｉ
Ａ
が
ラ
ッ
ツ
ェ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
死
亡
を
発

表
。
そ
れ
を
知
っ
た
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
い
た
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
多
く
は
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
つ
の
を
や
め
、

深
い
た
め
息
を
つ
い
た
。
再
開
さ
れ
た
予
選
で
セ
ナ
の

タ
イ
ム
が
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ

ョ
ン
は
セ
ナ
が
獲
得
。
し
か
し
予
選
後
の
ト
ッ
プ
３
記

者
会
見
は
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
セ
ナ
と
２
位
の
ミ
ハ

エ
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
欠
席
し
、
３
位
で
亡
く
な

っ
た
ラ
ッ
ツ
ェ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
同
郷
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア

人
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ベ
ル
ガ
ー
だ
け

が
唯
一
会
見
に
臨
み
、
気
丈
に
振
る
舞
っ
て
い
た
の
が

印
象
的
だ
っ
た
。

　

翌
日
曜
日
の
イ
モ
ラ
は
青
空
が
広
が
っ
て
い
た
が
、

サ
ー
キ
ッ
ト
に
い
た
レ
ー
ス
関
係
者
の
心
中
は
ど
ん
よ

り
と
し
て
い
た
。
82
年
の
カ
ナ
ダ
Ｇ
Ｐ
で
亡
く
な
っ
た

リ
カ
ル
ド
・
パ
レ
ッ
テ
ィ
以
来
、
12
年
ぶ
り
に
グ
ラ
ン

プ
リ
の
公
式
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
死
亡
事
故
が
起
き
た
か
ら

だ
。
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
動
い
た
の
が
セ
ナ
だ
っ

金曜日のフリー走行でバリチェロがクラッシュして鼻骨骨折と腕を打撲。セ
ナは同郷の後輩であるバリチェロを訪ねて見舞い、状況を確認した。
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た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
で
セ
ナ
は
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
カ
ー
の
導
入
に
異
議
を
申
し
立
て
た
の
で

あ
る
。
現
在
の
レ
ー
ス
で
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ

た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
カ
ー
だ
が
、
Ｆ
１
に
導
入
さ
れ
た
の

は
前
年
の
93
年
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
も
現
在
の
よ
う

に
レ
ー
ス
用
に
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
た
仕
様
で
は
な

く
、
当
時
の
そ
れ
は
市
販
車
に
近
か
っ
た
た
め
Ｆ
１
マ

シ
ン
を
先
導
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
ス
ピ
ー
ド
が
遅
す

ぎ
た
。
そ
の
た
め
周
回
中
に
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
下
が

っ
て
車
高
が
低
く
な
り
、
車
体
の
底
が
地
面
に
擦
り
付

い
て
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
が
不
安
定
に
な
る
危
険
性
が
あ
っ

た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
を
代
表
し
て
セ
ナ
は
Ｆ
Ｉ
Ａ
に
「
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
カ
ー
導
入
は
危
険
だ
か
ら
赤
旗
を
出
し
、

一
旦
レ
ー
ス
を
中
断
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
主
張
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
Ｆ
Ｉ
Ａ
の
レ
ー
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

で
あ
る
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ブ
リ
ュ
イ
ン
セ
ラ
ー
ド
は
、
セ

ナ
の
主
張
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
セ
ナ
は

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
後
、
ニ
キ
・
ラ
ウ
ダ
や
親
し
い
数
人

の
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
に
声
を
か
け
、
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち

の
組
織
Ｇ
Ｐ
Ｄ
Ａ（
グ
ラ
ン
プ
リ
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
協
会
）

の
復
活
を
訴
え
た
。
そ
し
て
具
体
的
な
話
は
次
戦
モ
ナ

コ
Ｇ
Ｐ
で
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

セ
ナ
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
に
激
突

　

こ
う
し
て
サ
ン
マ
リ
ノ
Ｇ
Ｐ
は
ス
タ
ー
ト
の
時
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
た
。
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
グ
リ
ッ
ド
上

の
セ
ナ
は
、
そ
れ
ま
で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
で
見
せ
た
こ
と

が
な
い
不
思
議
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
た
。
脱
い
だ

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
上
に
乗
せ
、
ギ
リ
ギ
リ

ま
で
被
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
イ
モ

ラ
の
牙
は
セ
ナ
に
も
襲
い
か
か
る
。

　

ス
タ
ー
ト
で
エ
ン
ジ
ン
を
ス
ト
ー
ル
さ
せ
て
立
ち
往

決勝レースはスタート直後にアクシデントが発生しセーフティーカーが導入される。だが、その低速走行でタイヤ温度が低下していたことがセナの事故原因のひとつとも言われた。

セーフティーカー導入は危険だから赤旗を出してレースを中断すべきと主張
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生
し
た
レ
ー
ト
の
マ
シ
ン
に
22
番
手
か
ら
加
速
し
て
き

た
ロ
ー
タ
ス
の
ペ
ド
ロ
・
ラ
ミ
ー
が
避
け
き
れ
ず
に
ク

ラ
ッ
シ
ュ
。
こ
こ
で
Ｆ
Ｉ
Ａ
は
赤
旗
で
は
な
く
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
カ
ー
を
導
入
す
る
。
５
周
後
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

カ
ー
が
ピ
ッ
ト
イ
ン
し
て
６
周
目
に
再
ス
タ
ー
ト
が
切

ら
れ
、
先
頭
を
走
る
セ
ナ
に
２
番
手
の
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ

ー
が
食
ら
い
つ
き
な
が
ら
７
周
目
を
迎
え
た
。
ホ
ー
ム

ス
ト
レ
ー
ト
を
駆
け
抜
け
て
タ
ン
ブ
レ
ロ
に
さ
し
か
か

っ
た
と
こ
ろ
で
、
セ
ナ
の
マ
シ
ン
が
突
然
右
へ
そ
れ
て

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
に
激
突
し
た
。
大
破
し
た
セ

ナ
の
マ
シ
ン
は
タ
イ
ヤ
や
パ
ー
ツ
を
激
し
く
ま
き
散
ら

し
、
タ
ン
ブ
レ
ロ
出
口
の
ラ
ン
オ
フ
エ
リ
ア
で
止
ま
っ

た
。
レ
ー
ス
は
す
ぐ
さ
ま
赤
旗
が
出
さ
れ
て
全
車
ホ
ー

ム
ス
ト
レ
ー
ト
上
に
止
ま
る
。
時
計
の
針
は
14
時
17
分

を
指
し
て
い
た
。

　

セ
ナ
は
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
収
ま
っ
た
ま
ま
動
か
な
い
。

た
だ
上
空
か
ら
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
セ
ナ
の
姿
を
と
ら

え
た
と
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
わ
ず
か
に
動
い
た
た
め
、
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
記
者
た
ち
は
ま
だ
深
刻
に
は
感
じ

て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が
駆
け
つ
け
て

か
ら
16
分
後
、
よ
う
や
く
コ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
救
出
さ
れ

た
セ
ナ
に
気
道
を
確
保
す
る
た
め
の
緊
急
切
開
手
術
が

施
さ
れ
る
。
そ
の
手
術
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上
に
流
れ
出

た
お
び
た
だ
し
い
血
が
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
完
全
に
静
ま
り
返
っ
た
。
す
る

と
私
の
隣
に
い
た
ベ
テ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
は
席
を
立
ち
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
出
て
行

っ
た
。
そ
の
行
動
を
見
て
私
は
初
め
て
事
の
重
大
さ
に

気
が
つ
き
彼
の
後
を
追
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は

ピ
ッ
ト
ガ
レ
ー
ジ
の
上
に
あ
る
た
め
、
階
段
を
下
り
て

パ
ド
ッ
ク
へ
向
か
う
。
階
段
の
下
は
ち
ょ
う
ど
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
の
ガ
レ
ー
ジ
で
、
そ
の
裏
で
数
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
泣
い
て
い
た
。
か
け
る
言
葉
も
な
く
私
は
ブ
ラ
ジ
ル

人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
後
を
追
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ

ー
下
に
到
着
す
る
と
、
セ
ナ
の
個
人
広
報
を
務
め
て
い

た
ビ
ー
ト
リ
ス
・
ア
サ
ン
プ
サ
オ
を
ブ
ラ
ジ
ル
人
ジ
ャ

４月29日（金）　
サンマリノGPの予選中にジョーダンのR.バリチェロ
がクラッシュ。縁石を跳び越え失神するも一命を取
り留める
４月30日（土）　
予選中にシムテックのR.ラッツェンバーガーがクラ
ッシュ、死亡
５月１日（日）
決勝スタート直後にロータスのP.ラミーがベネトン
のJJ.レート車に追突。破片がスタンドに飛び込み、
複数の観客が負傷。レースはセーフティーカーが先
導し６周目にレース再開。７周目にセナがタンブレ
ロコーナーでコースアウト、緩衝材のないコンクリ
ートバリアに衝突（14時17分）、レース中断。その
場で救助、延命措置が施されF1レースドクターで脳
神経外科医のシド・ワトキンス博士が緊急気管切開
を行なったのちに医療用ヘリコプターでボローニャ
のマジョーレ病院に運ばれる（15時頃に到着）。セ
ナの心臓は一度停止するが心肺蘇生に成功する（15
時10分）。カトリックの司祭が臨終の秘跡を執り行
なう（18時15分）。病院の担当医師がセナの死亡を
発表（18時40分）
５月３日
ボローニャ検察局が捜査責任者にマウリッツィオ・
バッサリーニ検事を任命する
５月５日
遺体はブラジルへ移送され、葬儀はサンパウロで国
葬として執り行なわれる
10月31日
ボローニャ検察局の予備捜査期間満了となるが捜査
の延長が認められる

２月24日
予備捜査が終了

４月13日
イタリア最高裁はヘッドを無罪とするための請求を
却下。ステアリングコラムの破損が事故を引き起こ
したとして、監督者であるヘッドに責任があるとし
た。ただしイタリアの法律で時効が成立しているた
めヘッドは逮捕されず

５月27日
ボローニャ高等裁判所はニューウェイに無罪を言い
渡す

１月
イタリア最高裁は重大な過失に関する再審理をボロ
ーニャ高等裁判所に委託

11月22日
控訴審で無罪判決が支持される

２月20日
初公判。ここから判決が出るまで32回公判が行なわ
れる
３月３日
公判においてセナの死亡時刻は1994年５月１日14
時17分と公式に記録される
11月７日
論告求刑が行なわれ、検察はセナの事故はステアリ
ング破損がコースアウトを引き起こしたものとした。
そのステアリング破損は金属疲労によるものであり、
原因はステアリング改造にある。そして改造の責任
はヘッドとニューウェイが負うべきであるので、両
被告に懲役１年を求刑するとした
12月16日
判決。ウイリアムズ、ヘッド、ニューウェイは事件
を起こしていないとして無罪。ブリュインセラード、
ベンデネッリ、ボッジは無関係として無罪に

６月
バッサリーニ検事が予備審裁判所に鑑定調査最終報
告書を提出
11月25日
予備審裁判所は裁判が必要と判断しウイリアムズの
F.ウイリアムズ、P.ヘッド、A.ニューウェイの３人
とFIAのR.ブリュインセラード、イモラのF.ベンデ
ネッリとG.ボッジの計６人を起訴

1994

1995

1996

1997

1999

2003

2005

2007

アイルトン・セナ死亡事故に関する主な出来事

高速コーナーのタンブレロで大クラッシュに見舞われたセナはコースサイドで応急処置と緊急手術が施さ
れ、そのままヘリコプターでボローニャにあるマジョーレ病院へと搬送された。
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が
入
る
。
セ
ナ
の
内
臓
手
術
は
成
功
し
た
が
、
脳
の
損

傷
が
大
き
く
前
頭
部
が
陥
没
し
て
、
頭
蓋
骨
も
複
雑
骨

折
と
悲
劇
的
な
状
況
だ
っ
た
と
…
…
。
そ
し
て
現
実
を

受
け
入
れ
つ
つ
も
最
後
の
希
望
を
持
ち
続
け
て
い
た
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
、
最
悪
の
知
ら
せ
が
入
る
。
18
時

３
分
、
医
師
団
が
セ
ナ
の
脳
波
が
停
止
し
た
こ
と
を
発

表
。
そ
の
37
分
後
の
18
時
40
分
、
医
師
団
は
セ
ナ
の
心

肺
停
止
を
発
表
し
、
セ
ナ
の
死
亡
が
公
式
に
確
認
さ
れ

た
（
の
ち
の
公
判
に
お
い
て
セ
ナ
の
死
亡
時
刻
は
94
年

５
月
１
日
14
時
17
分
と
公
式
に
記
録
さ
れ
る
）。

　

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
ま
だ
多
く
の
報
道
陣
が
残

っ
て
い
た
が
、
心
の
整
理
が
つ
い
て
い
な
い
の
か
作
業

す
る
手
が
止
ま
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
窓
の
外
を
眺
め
る

者
も
い
れ
ば
、
涙
を
流
す
者
も
い
た
。
通
常
で
あ
れ
ば

お
い
し
い
イ
タ
リ
ア
料
理
を
食
べ
よ
う
と
仕
事
を
切
り

上
げ
、
22
時
過
ぎ
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
疎
に
な
る

の
だ
が
、
そ
の
日
は
深
夜
に
な
っ
て
も
多
く
の
報
道
陣

が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
報
道
陣
が
仕
事
を
終
え
た
後
に

ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
が
す
で
に
取
り
囲
ん
で
い
た
。
そ
の

隣
に
い
た
セ
ナ
の
弟
レ
オ
ナ
ル
ド
は
茫
然
自
失
の
状
態

だ
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
レ
ー
ス
が
再
開
さ
れ
る
と
い
う
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
入
っ
た
た
め
、
私
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

戻
っ
た
。
14
時
52
分
、
レ
ー
ス
は
再
ス
タ
ー
ト
。
再
開

さ
れ
た
レ
ー
ス
は
地
元
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
ベ
ル
ガ
ー
が
先

頭
に
立
っ
た
た
め
サ
ー
キ
ッ
ト
を
埋
め
尽
く
し
た
テ
ィ

フ
ォ
シ
た
ち
は
大
興
奮
し
て
い
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
セ
ナ
が
搬
送
さ
れ
た
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
病
院
か
ら

の
情
報
が
届
く
た
び
に
暗
く
な
っ
て
い
た
。

　

レ
ー
ス
終
了
か
ら
13
分
後
の
16
時
30
分
、
マ
ジ
ョ
ー

レ
病
院
の
医
師
団
が
緊
急
会
見
を
開
い
た
と
い
う
情
報

向
か
っ
た
の
が
、
セ
ナ
が
激
突
し
た
コ
ー
ナ
ー
の
タ
ン

ブ
レ
ロ
だ
っ
た
。
深
夜
０
時
過
ぎ
に
私
も
仕
事
仲
間
数

人
と
タ
ン
ブ
レ
ロ
へ
行
く
と
、
多
く
の
報
道
陣
が
祈
り

を
捧
げ
て
い
た
。

　

一
夜
明
け
て
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
メ
デ
ィ
ア
は
帰

国
の
途
に
つ
い
た
。
私
は
２
週
間
後
の
モ
ナ
コ
Ｇ
Ｐ
ま

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
残
る
た
め
空
港
で
仕
事
仲
間
と
別
れ

た
後
、
再
び
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
イ
モ
ラ
・
サ
ー
キ

ッ
ト
へ
向
か
っ
た
。
レ
ー
ス
後
は
閉
鎖
さ
れ
る
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
日
は
開
放
さ
れ
て
お
り
、
か
な
り

の
数
の
報
道
陣
が
席
を
陣
取
っ
て
い
た
。
私
は
空
い
て

い
る
席
に
荷
物
を
置
き
タ
ン
ブ
レ
ロ
へ
向
か
う
が
、
前

日
ま
で
入
る
こ
と
が
で
き
た
コ
ー
ス
は
地
元
警
察
に
よ

り
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
私
は
コ
ー
ス

脇
の
小
道
を
歩
く
こ
と
に
し
た
。
私
は
こ
の
と
き
に
見

た
コ
ー
ス
の
光
景
を
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
表
面
を
ま
る
で
レ
ー
キ
で
引
っ
か
い

た
か
の
よ
う
な
痕
が
、
長
さ
数
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
数
メ

あの日曜日にアイルトンと
安全性向上について話をしたのだが
ニキ・ラウダ

「私がアイルトンと初めて話したのは1984年のモ
ナコGPだった。予選初日に彼が私の走行を妨害し
たため、予選後に“F1へ来たばかりだから知らな
いだろうが、予選で後ろから自分より速いマシンが
来たら先に行かせるのがルールだ”と言うと、彼は
生意気な態度で“僕は行かせないよ”と答えたんだ。
「こいつは何なんだ？」と思ったね。だから土曜の
予選で私はタイムアタックを終えた後にコースを流
しながら彼が近づくのを待ち、わざとスローダウン
してやった。すると彼は予選後に烈火のごとく怒っ
てやってきたから、“F1で復讐は常識だ”と言って
やると彼は納得して笑っていたよ。その瞬間から互
いに分かり合いリスペクトするようになった。
　あの日曜日にはアイルトンと話をし“もしトップ
の君が安全性の向上をないがしろにすれば、全員が
自ら死を招くことになる”と言うと彼は“そのとお
りだ”と答えたんだ。そして次のモナコで安全性向
上について話し合う予定でいたのだが……」 
 （2019年に収録）

Text/M
ick S

chm
idt  Translation/C

hiaki Inom
oto

セナが旅立ったタンブレロのウォールにはマシンが激突した跡が残
されており、毎年ファンがたくさんの花を手向けた。

引っかいたような跡が点在していた

ドライバーの安全性を確保するための話し合いを行なっていたセ
ナとラウダだったが、そのセナが事故で亡くなってしまう。



ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
コ
ー
ス
幅
い
っ
ぱ
い
に
残
っ
て
い

た
か
ら
だ
。
コ
ー
ス
の
あ
ち
こ
ち
に
帯
状
に
点
在
し
、

タ
ン
ブ
レ
ロ
の
周
辺
だ
け
で
も
４
、
５
カ
所
は
あ
っ
た
。

の
ち
に
レ
ー
ス
映
像
を
見
返
す
と
、
直
後
を
走
る
シ
ュ

ー
マ
ッ
ハ
ー
の
マ
シ
ン
に
比
べ
て
セ
ナ
の
マ
シ
ン
だ
け
、

そ
こ
を
通
り
過
ぎ
る
た
び
に
バ
ウ
ン
シ
ン
グ
し
て
フ
ロ

ア
か
ら
火
花
を
散
ら
せ
て
い
た
。

　

そ
の
後
こ
の
事
故
は
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
事
故
原
因

を
巡
っ
て
検
察
と
チ
ー
ム
と
の
間
で
主
張
が
対
立
す
る

が
、
私
は
レ
ー
キ
で
削
ら
れ
て
で
き
た
バ
ン
プ
が
な
ん

ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
た
と
今
で
も
信
じ
て
い
る
。

群
衆
が
沿
道
を
埋
め
尽
く
し
た
国
葬

　

５
月
３
日
、
セ
ナ
の
遺
体
が
母
国
ブ
ラ
ジ
ル
へ
帰
る

こ
と
が
決
ま
る
。
遺
体
安
置
所
は
フ
ァ
ン
と
報
道
陣
で

ご
っ
た
返
し
、
棺
を
乗
せ
た
黒
塗
り
の
車
が
走
り
出
す

と
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。
19
時
25
分
、
セ
ナ
を
乗
せ

た
チ
ャ
ー
タ
ー
機
が
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
空
港
を
発
ち
フ
ラ
ン

ス
・
パ
リ
の
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル
空
港
を
経
由
し
、

23
時
20
分
発
の
ヴ
ァ
リ
グ
・
ブ
ラ
ジ
ル
航
空
の
定
期
便

で
故
郷
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
と
飛
び
立
っ
た
。
通
常
、
遺
体

は
貨
物
室
に
安
置
さ
れ
る
が
、
セ
ナ
の
遺
族
の
希
望
に

よ
り
棺
は
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
乗
せ
ら
れ
た
。

　

５
月
４
日
６
時
12
分
、
飛
行
機
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
国
際

空
港
に
到
着
。
セ
ナ
の
葬
儀
は
国
葬
と
し
て
執
り
行
な

わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
た
め
、
機
内
か
ら
運
び

出
さ
れ
た
棺
に
は
国
旗
が
か
け
ら
れ
、
翌
日
に
葬
儀
が

行
な
わ
れ
る
市
内
南
部
の
イ
ビ
ラ
プ
エ
ラ
公
園
の
一
角

に
あ
る
立
法
議
会
議
事
堂
ま
で
消
防
車
で
運
ば
れ
た
。

そ
の
間
30
㎞
あ
ま
り
、
沿
道
は
数
百
万
人
以
上
と
も
い

わ
れ
る
群
衆
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
神

の
儀
式
だ
っ
た
。
９
時
32
分
、
議
事
堂
に
到
着
。
父
ミ

ル
ト
ン
、
母
ネ
イ
ジ
、
姉
ビ
ビ
ア
ー
ニ
、
弟
レ
オ
ナ
ル

ド
の
家
族
が
変
わ
り
果
て
た
ア
イ
ル
ト
ン
を
囲
ん
だ
。

そ
の
30
分
後
、
一
般
の
弔
問
が
始
ま
り
別
れ
を
告
げ
る

た
め
に
や
っ
て
来
た
人
の
列
は
７
㎞
に
も
及
ん
だ
。

　

５
月
５
日
、
葬
儀
の
日
。
議
事
堂
に
Ｆ
１
関
係
者
が

続
々
と
到
着
。
フ
ラ
ン
ク
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
や
ロ
ン
・

デ
ニ
ス
の
ほ
か
、
か
つ
て
の
好
敵
手
だ
っ
た
ア
ラ
ン
・

プ
ロ
ス
ト
の
姿
も
あ
っ
た
。
10
時
15
分
、
セ
ナ
の
棺
を

乗
せ
た
消
防
車
は
墓
地
が
あ
る
モ
ル
ン
ビ
へ
と
動
き
出

す
。
議
事
堂
か
ら
墓
地
ま
で
は
17
㎞
ほ
ど
だ
っ
た
が
、

群
衆
が
押
し
寄
せ
た
た
め
11
時
28
分
に
到
着
し
た
。
そ

し
て
棺
を
引
い
た
の
は
、
か
つ
て
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で

あ
る
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ベ
ル
ガ
ー
、
母
国
の
偉
大
な
る
先

輩
エ
マ
ー
ソ
ン
・
フ
ィ
ッ
テ
ィ
パ
ル
デ
ィ
、
セ
ナ
と
同

じ
く
３
度
の
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
ジ
ャ

ッ
キ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
、
最
後
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で

あ
る
デ
イ
モ
ン
・
ヒ
ル
に
加
え
て
プ
ロ
ス
ト
、
バ
リ
チ

ェ
ロ
ら
16
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ
た
。
12
時
25
分
、
棺

は
芝
生
の
中
に
収
め
ら
れ
て
土
が
か
け
ら
れ
た
。
青
空

を
旋
回
し
て
い
た
空
軍
機
が
セ
ナ
の
頭
文
字
「
Ｓ
」
を

描
き
、
セ
レ
モ
ニ
ー
は
終
わ
っ
た
。

　

遺
体
が
収
め
ら
れ
た
場
所
に
は
「
Ａ
ｙ
ｒ
ｔ
ｏ
ｎ 

生き方は魅力的だったが
協力関係は長くは続かなかった
フランク・ウイリアムズ

「1983年に翌年のチーム入りをアイルトンにオフ
ァーしたが、残念なことに断られたんだ。長いこと
かかって94年に契約を結ぶことができたが、彼と
の協力関係は長くは続かなかった、心が痛むよ。彼
の見事なドライビングの才能や仕事に対する姿勢に
も惹かれていたが、一番は彼の生き方に魅力を感じ
ていたんだ。常にゴールを目指してまっしぐらで、
妥協も回り道もしない。私にとっては難攻不落の人
間だった、ジム・クラークのように。
　あの年のイモラは妙な感じで、日を追うごとに緊
迫感が増していた。そして日曜日に彼がイモラの高
速コーナーで激突し、マシンの右側が大破してコク
ピットで動かない映像を見た時は嫌な予感がした。
無事であることを願ったが、彼が亡くなったと聞い
た時のパトリック（ヘッド）と私のショックは筆舌
に尽くしがたい。しかも我々のクルマで命を落とし
たために多くの人から責められた。アイルトンは世
界のスーパースターだったからね。彼の葬儀でもそ
れを痛感させられ、さらに罪悪感を抱いたよ」
 （2019年に収録）

Text/M
ick S

chm
idt  Translation/C

hiaki Inom
oto

タンブレロ周辺にレーキで

セナは故郷ブラジルのサンパウロ
にあるモルンビ墓地で永遠の眠り
についている。そこには彼の名前
とともに一文が刻まれている。

ウイリアムズはセナのF1デビュー時にもオファーをしたが断られ、
約10年越しの念願が叶うも初年度にアクシデントが……。
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Ｓ
ｅ
ｎ
ｎ
ａ 

Ｄ
ａ 

Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ａ
」
と
名
前
が
刻
ま
れ

た
銅
製
の
墓
標
が
埋
め
込
ま
れ
た
。
そ
の
プ
レ
ー
ト
に

は
セ
ナ
の
生
没
年
月
日
と
と
も
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で

次
の
一
文
が
刻
ま
れ
た
。

「
神
の
愛
は
、
永
遠
に
我
が
身
に
降
り
注
ぐ
」

イ
タ
リ
ア
最
高
裁
判
所
が
無
罪
の
判
決

　

セ
ナ
が
天
に
召
さ
れ
て
か
ら
２
年
後
の
96
年
11
月
25

日
、
イ
タ
リ
ア
の
予
備
審
裁
判
所
の
デ
イ
・
マ
ル
コ
判

事
が
セ
ナ
の
事
故
に
裁
判
の
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
。

い
わ
ゆ
る
セ
ナ
裁
判
が
始
ま
っ
た
。
セ
ナ
裁
判
の
初
公

判
は
97
年
の
２
月
20
日
。
起
訴
さ
れ
た
被
告
は
パ
ト
リ

ッ
ク
・
ヘ
ッ
ド
（
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
／
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）、
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
（
ウ

イ
リ
ア
ム
ズ
／
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー
）、
フ
ラ
ン
ク
・

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
（
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
／
チ
ー
ム
代
表
）、

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ブ
リ
ュ
イ
ン
セ
ラ
ー
ド
（
Ｆ
Ｉ
Ａ
／
レ

ー
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）、
フ
ェ
デ
リ
コ
・
ベ
ン
デ
ネ
ッ

リ
（
イ
モ
ラ
サ
ー
キ
ッ
ト
／
会
長
）、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・

ボ
ッ
ジ
（
イ
モ
ラ
サ
ー
キ
ッ
ト
／
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
の

６
人
で
あ
る
。
検
察
側
の
主
張
は
「
セ
ナ
の
事
故
は
、

金
属
疲
労
に
よ
る
ス
テ
ア
リ
ン
グ
破
損
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
の
破

損
を
招
く
原
因
を
作
っ
た
の
が
、
ヘ
ッ
ド
と
ニ
ュ
ー
ウ

ェ
イ
が
行
な
っ
た
ス
テ
ア
リ
ン
グ
改
造
だ
」
と
し
、
ふ

た
り
に
懲
役
１
年
を
求
刑
し
た
。

　

当
時
セ
ナ
は
空
力
を
優
先
し
て
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
な
か

に
収
ま
る
小
径
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ホ
イ
ー
ル
に
不
満
を

持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
チ
ー
ム
は
大
径
の
ス
テ
ア
リ
ン

グ
ホ
イ
ー
ル
に
変
え
よ
う
と
す
る
が
、
そ
う
す
る
と
ス

テ
ア
リ
ン
グ
ホ
イ
ー
ル
を
握
る
手
が
コ
ク
ピ
ッ
ト
に
当

た
る
た
め
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ホ
イ
ー
ル
の
軸
で
あ
る
ス

テ
ア
リ
ン
グ
コ
ラ
ム
の
位
置
を
根
元
か
ら
下
げ
る
必
要

が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ス
テ
ア
リ
ン
グ
コ
ラ
ム
の
位
置

を
下
げ
る
と
今
度
は
ス
テ
ア
リ
ン
グ
が
膝
に
当
た
っ
て

し
ま
う
。
少
し
で
も
干
渉
し
な
い
よ
う
に
膝
周
辺
の
部

分
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
コ
ラ
ム
だ
け
、
径
を
22
㎜
か
ら
18

㎜
に
変
更
し
て
前
後
を
溶
接
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
溶
接
に
な
ん
ら
か
の
問
題
が
あ
り
走
行
中
に
破
損

し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
と
な
っ
て
激
突
し
た
と
い
う

の
が
検
察
側
の
出
し
た
結
論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
側
は
、
走
行
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
ス

テ
ア
リ
ン
グ
は
ク
ラ
ッ
シ
ュ
す
る
ま
で
機
能
し
て
お
り
、

ス
タ
ー
ト
の
際
に
発
生
し
た
レ
ー
ト
と
ラ
ミ
ー
の
事
故

に
よ
り
散
乱
し
た
破
片
を
踏
ん
で
右
リ
ヤ
タ
イ
ヤ
が
高

速
コ
ー
ナ
ー
の
タ
ン
ブ
レ
ロ
で
パ
ン
ク
し
、
コ
ー
ス
ア

ウ
ト
し
た
の
で
は
な
い
か
と
反
論
し
た
。

　

そ
し
て
97
年
12
月
16
日
に
裁
判
所
は
「
被
告
６
人
全

員
無
罪
」
の
判
決
を
下
す
。
そ
の
後
07
年
に
イ
タ
リ
ア

の
最
高
裁
が
ヘ
ッ
ド
の
無
罪
判
決
を
棄
却
し
た
も
の
の
、

FW16のステアリングを気にしていたセナと話し合う、担当エンジニアのブラウン。

モナコで事故に見舞われるまで
イモラでの出来事は実感できなかった
カール・ベンドリンガー

「あのグランプリから30年経ったが、私は細かい
ことまで覚えているよ。ルーベンス（バリチェロ）
の事故の後、パドックは“やはりF1では何があっ
ても大変なことにはならない”という空気になって
いたが、翌日にローランド（ラッツェンバーガー）
が命を落としたことでその神話は崩れた。しかし驚
くことに彼の事故から15分後に、私たちはコース
を再び走っていた。皆、事故が起こったことを認め
たくなかったからだ。そして日曜日にはアイルトン
（セナ）のアクシデントが発生。彼が亡くなったと
聞いた時はショックだったが、一方で妙な感覚の自
分がいた。ガレージで友達と座っていて、レースを
辞めるように言われたのに辞めるという選択肢はな
かったんだ。ただ事故と死が頭の中をぐるぐる回っ
ていて考えがまとまらず、茫然としていた。あの時
はローランドの葬儀に参列するなど忙しく動き回っ
ていたので死について冷静に考える時間はなかった
のだけど、モナコで私自身が事故に遭い、ようやく
イモラでの出来事を実感し始めたよ」

Text/M
ick S

chm
idt  Translation/C

hiaki Inom
oto

サンマリノGPの２週間後に開催されたモナコGPのフリー走行で
クラッシュしたベンドリンガーは、一時昏睡状態に陥った。
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イ
タ
リ
ア
の
法
律
で
す
で
に
時
効
が
成
立
し
て
い
る
た

め
ヘ
ッ
ド
は
起
訴
さ
れ
ず
。
セ
ナ
裁
判
は
誰
も
罪
を
問

わ
れ
る
こ
と
な
く
幕
を
閉
じ
た
。
真
実
は
ど
う
で
あ
れ
、

だ
れ
も
裁
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
不
幸
中
の
幸

い
で
あ
っ
た
。

　

も
し
事
故
原
因
が
ス
テ
ア
リ
ン
グ
コ
ラ
ム
の
改
造
だ

と
し
て
も
、
そ
れ
が
故
意
に
行
な
わ
れ
た
と
立
証
さ
れ

な
い
限
り
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
過
失
を
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
と
私
は
考
え
る
。
セ
ナ
の
事
故
以

外
に
も
、
過
去
に
は
多
く
の
事
故
が
レ
ー
ス
で
は
起
き

て
き
た
。
そ
の
な
か
に
は
ウ
イ
ン
グ
が
脱
落
し
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
不
能
に
陥
っ
た
り
、
ブ
レ
ー
キ
ト
ラ
ブ
ル
で

激
し
く
ク
ラ
ッ
シ
ュ
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
っ
た
が
裁

か
れ
た
こ
と
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
そ
れ
ら
す
べ
て
を

裁
い
て
い
た
ら
レ
ー
ス
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。

　

た
だ
し
何
も
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
レ
ー
ス
に

お
い
て
事
故
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
く
と
も
命

を
救
え
る
道
は
あ
る
。
例
え
ば
コ
ー
ス
の
安
全
性
だ
。

タ
ン
ブ
レ
ロ
は
高
速
コ
ー
ナ
ー
で
あ
り
な
が
ら
ラ
ン
オ

フ
エ
リ
ア
が
極
端
に
狭
い
こ
と
で
有
名
で
、
セ
ナ
の
事

故
以
前
に
も
何
度
か
重
大
事
故
が
発
生
し
て
い
た
。
し

か
し
外
側
に
川
が
流
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
改
修

は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
事
故
の
翌
年
に
サ
ー
キ
ッ

ト
側
は
コ
ー
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
。
以
降
、
タ
ン
ブ

レ
ロ
で
の
重
大
事
故
発
生
リ
ス
ク
は
大
幅
に
減
少
し
た
。

　

ま
た
Ｆ
Ｉ
Ａ
は
コ
ク
ピ
ッ
ト
周
辺
や
ド
ラ
イ
バ
ー
が

身
に
つ
け
る
レ
ー
シ
ン
グ
ギ
ア
の
安
全
性
を
高
め
る
こ

と
で
、
事
故
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
を
救
う
努
力
も
続
け
て

い
る
。
私
は
セ
ナ
の
亡
骸
に
直
接
対
面
し
た
数
少
な
い

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
が
、
そ
の
遺
体
に
は
ふ
た
つ
の
特

徴
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
首
が
ひ
ど
く
腫
れ
上
が
っ
て

い
た
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
前
頭
部
が
ひ
ど
く
腫
れ
上

が
り
黒
ず
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
壁
に
激
突
し
た
際
に
、

体
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
固
定
さ
れ
て
い
た
が
頭
部
が
ヘ

ル
メ
ッ
ト
ご
と
前
方
へ
投
げ
出
さ
れ
た
こ
と
を
容
易
に

想
像
で
き
る
傷
跡
だ
っ
た
。
そ
し
て
私
は
事
故
後
に
セ

ナ
の
冥
福
を
祈
ろ
う
と
タ
ン
ブ
レ
ロ
へ
行
っ
た
際
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ル
に
セ
ナ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
同
じ

黄
色
い
ペ
イ
ン
ト
の
跡
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　

そ
の
後
Ｆ
Ｉ
Ａ
は
96
年
に
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
を
大
型
化

し
、
２
０
０
３
年
か
ら
は
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｓ
を
導
入
し
た
。
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ｓ
は
80
年
代
半
ば
に
ア
メ
リ
カ
の
ロ
バ
ー
ト
・
フ

ッ
バ
ー
ド
博
士
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
頭
部
と
頚
部
を

保
護
す
る
器
具
で
、
Ｆ
Ｉ
Ａ
は
セ
ナ
の
死
後
、
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ｓ
の
製
造
元
で
あ
る
フ
ッ
バ
ー
ド
＆
ダ
ウ
ニ
ン
グ
社
と

手
を
組
ん
で
研
究
機
関
と
し
て
ダ
イ
ム
ラ
ー
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
Ｆ
１
に
相
応
し
い
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｓ

の
開
発
に
乗
り
出
し
、
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
03
年
か

ら
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｓ
の
使
用
を
義
務
づ
け
た
。

　

さ
ら
に
18
年
に
は
ヘ
イ
ロ
ー
が
導
入
さ
れ
る
。
Ｆ
Ｉ

Ａ
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
は
こ
う
言
う
。

「
も
し
ヘ
イ
ロ
ー
が
あ
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
亡
く
な
っ

た
何
人
か
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
命
は
救
え
た
。
そ
こ
に
は
、

間
違
い
な
く
ア
イ
ル
ト
ン
も
い
る
。
時
計
の
針
を
戻
す

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
救
え
る
命
だ
け
は
大

切
に
し
た
い
」

　

セ
ナ
の
死
後
、
Ｆ
１
人
気
は
大
き
く
衰
退
し
た
。
確

か
に
セ
ナ
は
偉
大
な
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
り
、
そ
の
喪
失
感

か
ら
Ｆ
１
を
見
る
の
を
や
め
た
気
持
ち
は
理
解
で
き
る
。

セ
ナ
の
よ
う
な
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
う
二
度
と
現
れ
な
い

だ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
今
の
Ｆ
１
が
輝
い
て
い
な

い
と
は
思
わ
な
い
。
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｓ
や
ヘ
イ
ロ
ー
に
よ
り
多

く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
命
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

過
去
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
未
来
を
改
善

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
残
さ
れ
た
者

た
ち
の
使
命
で
も
あ
る
。 

f

サンマリノGPの事故によりFIAは、通常行な
われる周知・開発・検証プロセスを経ること
なく車両規定を変更。インダクションポッド
は切り取られたり穴が開けられ（写真上）、
スキッドブロックを床面に張り付けることが
決められた（写真下）。

ドライバーの安全を確保する研究はFIAの医
療チームのトップだったワトキンス博士（写
真上の右）を中心に続けられ、03年からHANS
が導入される。ドライバーの頭部を保護する
ため18年から導入されたヘイロー（写真下）。

ドライバーの安全性を高める装置が導入される
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１
９
９
２
年
の
12
月
、
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
の
姿
は

ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
バ
ー
ド
と
い
う
コ
ー
ス
に
あ

っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
先
輩
Ｆ
１
王
者
、
エ
マ
ー
ソ
ン
・

フ
ィ
ッ
テ
ィ
パ
ル
デ
ィ
の
招
き
で
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
デ

ィ
カ
ー
を
テ
ス
ト
ド
ラ
イ
ブ
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
年
、
92
年
の
Ｆ
１
で
は
、
つ
い
に
マ
ク
ラ
ー
レ

ン
・
ホ
ン
ダ
か
ら
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
ル
ノ
ー
へ
の
政
権

交
代
が
実
現
。
88
、
90
、
91
年
と
３
度
の
個
人
王
座
獲

得
を
成
し
て
き
た
セ
ナ
（
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
）
も
、
ナ
イ

ジ
ェ
ル
・
マ
ン
セ
ル
（
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
）
の
初
戴
冠
へ

の
進
撃
を
黙
っ
て
見
て
い
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
も
、

盟
友
で
あ
る
ホ
ン
ダ
は
92
年
限
り
で
当
時
の
Ｆ
１
参
戦

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
停
止
。
翌
93
年
に
向
け
て
は
宿
敵
ア

“立場”逆転
セナにまつわるふたつのif

もしもインディカーに転向していたら……

1992年のシーズンオフ、セナは迷っていた
勝てるマシンを93年のF1では得られないかもしれない
そんなときに舞い込んだ、インディカーテストのオファー

仮にアメリカ行きをセナが決断していたら──
そんなもしもを妄想して楽しんでみよう

Text/Toshiyuki Endo  Photos/Motorsport Images

01

ロジャー・ペンスキーにエマーソンが話を持ちかけ実
現したというこのテスト。ペンスキーの93年のシート
はリック・メアーズが引退を表明したことで一席空い
ていたともされ、そこにセナが収まるとの噂も。
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ラ
ン
・
プ
ロ
ス
ト
が
マ
ン
セ
ル
を
押
し
の
け
ウ
イ
リ
ア

ム
ズ
の
シ
ー
ト
に
お
さ
ま
る
と
い
う
動
き
も
。

　

セ
ナ
が
プ
ロ
ス
ト
に
正
面
か
ら
対
抗
し
得
る
93
年
の

の
Ｆ
１
シ
ー
ト
は
、
な
い
。
そ
し
て
勝
て
る
見
込
み
の

な
い
マ
シ
ン
で
戦
う
気
も
セ
ナ
に
は
、
な
い
│
│
。

　

な
い
な
い
尽
く
し
の
状
況
に
置
か
れ
、
セ
ナ
は
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
本
人
が
そ
う
思
っ
て
い
た
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
傍
目
に
は
そ
う
思
え
た
。

　

フ
ィ
ッ
テ
ィ
パ
ル
デ
ィ
は
当
時
、
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
で

現
役
。
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
と
同
じ
マ
ー
ル
ボ
ロ
・
カ
ラ
ー

を
纏
い
、
強
豪
チ
ー
ム
（
ペ
ン
ス
キ
ー
）
で
走
っ
て
い

た
。
ス
ポ
ン
サ
ー
の
縁
は
ほ
と
ん
ど
関
係
し
て
い
な
か

っ
た
と
も
思
う
が
、
迷
え
る
セ
ナ
に
同
郷
の
先
輩
が
Ｆ

１
と
は
違
う
道
も
あ
る
よ
、
と
示
す
テ
ス
ト
だ
っ
た
。

　

史
実
と
し
て
は
、
セ
ナ
は
93
年
も
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
で

Ｆ
１
を
戦
い
、
思
っ
て
い
た
以
上
の
成
績
や
衝
撃
的
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
第
３
戦
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
Ｇ
Ｐ
、
ド
ニ
ン

ト
ン
パ
ー
ク
で
の
雨
中
の
１
周
目
奪
首
劇
）
で
大
い
に

魅
せ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
92
〜
93
年
の
オ
フ
、
セ

ナ
は
揺
れ
て
い
た
（
は
ず
）。

　

も
し
、
セ
ナ
が
ア
メ
リ
カ
を
選
ん
で
い
た
ら
│
│
。

 

Ｆ
１
が
世
界
第
２
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
転
落
!?

　

そ
の
頃
マ
ン
セ
ル
は
と
い
う
と
、
も
う
Ｆ
１
の
政
争
、

つ
ま
り
プ
ロ
ス
ト
や
セ
ナ
と
の
シ
ー
ト
争
い
に
は
辟
易

し
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に（
真
相
は
ど
う
あ
れ
）、
新
天

地
を
ア
メ
リ
カ
に
求
め
て
い
た
。当
時
の
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
、こ

こ
で
は
後
世
の
総
合
的
観
点
か
ら
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
と
ひ

と
く
く
り
に
呼
ぶ
が
、
マ
ン
セ
ル
は
、
と
に
も
か
く
に

も
そ
こ
を
翌
93
年
の
戦
場
に
す
で
に
定
め
て
い
た
の
だ
。

そ
こ
に
セ
ナ
も
加
わ
る
!?

　

た
だ
、
不
思
議
と
当
時
『
イ
ン
デ
ィ
で
セ
ナ
対
マ
ン
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セ
ル
だ
！
』
と
い
う
ム
ー
ド
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た

記
憶
が
筆
者
に
は
あ
る
。
セ
ナ
は
結
局
Ｆ
１
、
と
い
う

認
識
が
世
界
的
に
も
強
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

も
し
セ
ナ
の
93
年
ア
メ
リ
カ
行
き
が
実
現
し
て
い
た

ら
、
世
界
全
体
が
Ｆ
１
よ
り
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
に
注
目
し
、

Ｆ
１
が
世
界
の
注
目
度
セ
カ
ン
ド
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
立
場

に
転
落
す
る
異
常
事
態
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
90
年
代
半
ば
に
向
け
て
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
は

隆
盛
の
季
節
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
に
マ
ン

セ
ル
、
そ
し
て
セ
ナ
ま
で
加
わ
っ
た
ら
、
も
は
や
プ
ロ

ス
ト
独
走
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
る
Ｆ
１
よ
り
お
も
し
ろ

く
な
る
の
は
確
実
だ
。
き
っ
と
Ｆ
１
で
は
プ
ロ
ス
ト
が

「
マ
ン
セ
ル
と
セ
ナ
を
追
い
出
し
た
張
本
人
」と
糾
弾
さ

れ
、
ま
す
ま
す
悪
者
に
さ
れ
て
い
た
は
ず
。

　

い
や
、
待
て
よ
。
Ｆ
１
に
も
逆
に
盛
り
上
が
る
要
素

は
あ
る
。
意
外
な
名
機
だ
っ
た
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
Ｍ
Ｐ
４

F1マシンのハイテク化が進むなか、より自分の能力を活かせるインディカーのドライブを楽しめたとテスト直後に語っていたセナ。実はもうF1に“うんざり”していたのかもしれない。

1993年、F1からインディカーへと転向した
マンセル。デビューウインを飾ったあと、翌
戦では病院送りとなるクラッシュも演じたが、
通算５勝をマークしてチャンピオンに。

マンセルに続きセナが転向を決めていたら
1993年からインディカーが世界の第１カテゴリーになった!?
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／
８
・
フ
ォ
ー
ド
で
ミ
カ
・
ハ
ッ
キ
ネ
ン
が
フ
ル
出
場
、

大
活
躍
し
た
可
能
性
が
あ
る
で
は
な
い
か
！

　

ハ
ッ
キ
ネ
ン
は
93
年
に
向
け
て
ロ
ー
タ
ス
か
ら
マ
ク

ラ
ー
レ
ン
に
移
籍
す
る
も
、
セ
ナ
が
結
果
的
に
（
序
盤

は
レ
ー
ス
毎
の
契
約
と
も
い
わ
れ
る
形
態
で
）
残
留
し

た
た
め
サ
ー
ド
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う
立
場
に
置
か
れ
て

し
ま
い
、
マ
イ
ケ
ル
・
ア
ン
ド
レ
ッ
テ
ィ
の
事
実
上
の

更
迭
ま
で
レ
ー
ス
参
戦
が
で
き
な
か
っ
た
（
93
年
の
終

盤
３
戦
に
は
セ
ナ
の
僚
友
と
し
て
出
場
）。

　

開
幕
戦
か
ら
乗
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
史
実
の
セ
ナ

の
よ
う
に
序
盤
６
戦
で
プ
ロ
ス
ト
と
３
勝
３
敗
と
い
う

よ
う
な
大
活
躍
は
ま
だ
若
い
ハ
ッ
キ
ネ
ン
に
は
難
し
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
幾
度
か
は
プ
ロ
ス
ト
に
対

抗
し
得
て
、
史
実
よ
り
４
年
早
く
初
優
勝
し
て
い
た
だ

ろ
う
。
あ
た
り
ま
え
の
話
だ
が
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が

歴
史
の
ア
ヤ
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
だ
。

そ
れ
で
も
セ
ナ
は
Ｆ
１
に
帰
る
!?

　

イ
ン
デ
ィ
カ
ー
の
方
で
は
、
お
そ
ら
く
セ
ナ
も
マ
ン

セ
ル
（
ニ
ュ
ー
マ
ン
・
ハ
ー
ス
）
と
同
様
、
有
力
チ
ー

ム
に
入
り
、
王
座
争
い
を
し
た
は
ず
。
マ
ン
セ
ル
が
勝

て
な
か
っ
た
イ
ン
デ
ィ
５
０
０
で
セ
ナ
が
勝
っ
た
可
能

性
も
？　

翌
94
年
に
向
け
て
は
ホ
ン
ダ
と
の
再
合
流
も

あ
り
得
た
話
？　

ま
あ
、
と
に
か
く
イ
ン
デ
ィ
の
フ
ィ

ー
ル
ド
が
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

た
だ
、
セ
ナ
が
イ
ン
デ
ィ
に
長
く
留
ま
っ
た
り
、
あ

る
い
は
一
時
期
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ア
ロ
ン
ソ
の
よ
う

に
世
界
３
大
レ
ー
ス
制
覇
に
意
欲
を
燃
や
し
た
り
は
、し

な
か
っ
た
だ
ろ
う
（
ダ
カ
ー
ル
に
も
出
な
い
）。

　

Ｆ
１
至
上
主
義
と
決
め
つ
け
る
の
は
簡
単
だ
が
、
当

時
の
サ
ー
キ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
お
け
る
一
般
的
価
値
観
と

は
そ
う
し
た
も
の
で
あ
り
、
セ
ナ
に
限
っ
た
話
で
は
な

い
。
ま
た
イ
ン
デ
ィ
（
ア
メ
リ
カ
）
の
、
ハ
イ
レ
ベ
ル

で
は
あ
っ
て
も
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
を
、
セ
ナ
は
そ
れ

ほ
ど
好
み
は
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？　

彼
の
人

と
な
り
が
望
む
の
は
、
殺
伐
と
し
て
は
い
て
も
、
よ
り

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
て
、
究
極
的
に
し
び
れ
る
戦
い
が

で
き
る
Ｆ
１
の
最
前
線
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

イ
ン
デ
ィ
で
過
ご
す
セ
ナ
は
、
プ
ロ
ス
ト
と
ギ
ス
ギ

ス
す
る
く
ら
い
や
り
合
っ
た
あ
の
日
々
を
懐
か
し
く
、尊

く
感
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
２
年
く
ら
い
は
イ
ン

デ
ィ
で
過
ご
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
ま
だ
30
代

半
ば
の
セ
ナ
は
、
な
ん
ら
か
の
道
筋
を
立
て
て
Ｆ
１
に

帰
っ
て
い
っ
た
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
お
そ
ら
く
は
生
き
て
Ｆ
１
を
引
退
す
る
こ

と
に
な
っ
た
は
ず
だ
。
95
年
に
セ
ナ
が
Ｆ
１
復
帰
し
た

想
定
で
考
え
る
と
、
前
の
年
の
94
年
は
ハ
イ
テ
ク
禁
止

の
影
響
等
で
（
セ
ナ
の
存
在
の
有
無
と
は
無
関
係
に
）

残
念
な
が
ら
悲
惨
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
続
い
て
し
ま
っ

た
だ
ろ
う
。
そ
の
影
響
で
少
し
は
安
全
に
な
っ
た
と
こ

ろ
に
セ
ナ
が
帰
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
生
き
て
引
退
を

迎
え
る
可
能
性
が
高
い
の
だ
。
セ
ナ
が
生
き
て
Ｆ
１
を

引
退
し
た
場
合
の
イ
フ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
あ
と
、
Ｐ

78
〜
の
後
半
を
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
思
う
。

　

セ
ナ
が
93
年
に
向
け
て
イ
ン
デ
ィ
転
向
を
決
め
て
い

た
ら
、
と
い
う
イ
フ
が
も
た
ら
す
結
論
は
、
ハ
ッ
キ
ネ

ン
早
期
栄
達
の
予
感
と
、
一
時
的
な
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
の

世
界
第
１
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
だ
。
し
か
し
こ
の
イ
フ
の
最

も
残
念
な
と
こ
ろ
は
、
あ
の
〝
ド
ニ
ン
ト
ン
の
閃
光
〞

が
存
在
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。 

f

1993年にはこんな“if”も。ランボルギーニ
V12をマクラーレンが次期採用、試走で好印
象を得ていたセナが94年も残留した？　それ
でもウイリアムズ行きは止められなかったか。

１戦ごとの契約という形態ながら、マクラー
レンに残留して93年もF1を戦ったセナ。こ
の“被害”を受けたのがハッキネンだった。セ
ナがいなければ、苦労人とならずに済んだ？
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１
９
９
４
年
５
月
１
日
、
イ
タ
リ
ア
の
イ
モ
ラ
で
開

催
さ
れ
た
Ｆ
１
サ
ン
マ
リ
ノ
Ｇ
Ｐ
に
お
け
る
ア
イ
ル
ト

ン
・
セ
ナ
の
死
は
、そ
の
後
の
Ｆ
１
史
の
み
な
ら
ず
、世

界
中
の
多
く
の
人
の
運
命
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

大
統
領
の
名
前
は
知
ら
な
く
と
も
、
セ
ナ
の
こ
と
は

知
っ
て
い
る

│
当
時
、
セ
ナ
の
母
国
ブ
ラ
ジ
ル
に
は

そ
う
い
う
子
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
方
、
Ｆ

１
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
く
て
も
セ
ナ
の
名
は
知
っ
て

い
る
、
熱
狂
的
〝
エ
フ
ワ
ン
〞
ブ
ー
ム
去
り
し
当
時
の

日
本
に
は
そ
う
し
た
人
が
多
か
っ
た
。
バ
ブ
ル
も
崩
壊

し
、
セ
ナ
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
よ
う
や

く
日
本
で
も
市
民
権
を
得
つ
つ
あ
っ
た
モ
ー
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
の
将
来
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
…
…
？　

ど
こ
か
、

祭
り
の
終
わ
り
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
94
年

の
晩
春
〜
初
夏
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

94
年
の
王
者
は
、や
は
り

│
!?

　

さ
て
、
こ
こ
で
は
セ
ナ
が
イ
モ
ラ
で
事
故
死
し
て
い

な
か
っ
た
ら
、
と
い
う
イ
フ
を
考
え
て
み
た
い
。
セ
ナ

を
94
年
５
月
１
日
以
降
も
存
命
と
す
る
仮
定
に
は
い
く

つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
と
思
う
が
、
今
回
は
セ

ナ
が
イ
モ
ラ
で
事
故
に
遭
っ
て
い
な
い
想
定
で
考
え
て

み
る
（
事
故
に
は
遭
っ
た
け
ど
存
命
、
で
は
な
い
）。

　

セ
ナ
が
事
故
に
遭
わ
ず
と
も
、
残
念
な
が
ら
他
の
誰

か
が
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
を
排
除
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
ハ
イ
テ
ク
廃
止
策
等
か
ら
成
る
94
年
規

則
は
そ
れ
ほ
ど
に
危
険
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、世

界
が
そ
れ
を
本
当
に
知
る
の
に
、
イ
モ
ラ
の
土
曜
に
天

に
召
さ
れ
た
新
人
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
ツ
ェ
ン
バ
ー
ガ

ー
（
シ
ム
テ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ド
）
の
尊
い
犠
牲
だ
け
で

は
足
り
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
だ
ろ
う
。
第
２
の
犠
牲

者
が
出
た
こ
と
は
（
不
本
意
な
が
ら
）
ほ
ぼ
確
実
だ
。

天涯、セナ
セナにまつわるふたつのif
もしも生き続けていたら……

世界が悲しみに包まれたイモラの悲劇から30年
もしセナが存命でF1を引退していたとしたら
いったいどんな世界が待っていたのだろうか

さまざまな人の人生を変えたであろうifの未来は
万人が期待するような流れではなかったのかもしれない

Text/Toshiyuki Endo  Photos/Bernard Asset, Motorsport Images
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つ
ま
る
と
こ
ろ
、
セ
ナ
が
無
事
に
存
命
と
仮
定
し
て

も
、
当
時
の
Ｆ
１
界
全
体
の
流
れ
に
史
実
と
大
き
な
違

い
は
生
じ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
94
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
の
行
方
は
ど

う
な
っ
た
か
。
セ
ナ
（
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
・
ル
ノ
ー
）
は

開
幕
２
戦
連
続
ポ
ー
ル
・
ト
ゥ
・
リ
タ
イ
ア
で
イ
モ
ラ

を
迎
え
て
い
た
。
若
き
新
ラ
イ
バ
ル
、
ミ
ハ
エ
ル
・
シ

ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
（
ベ
ネ
ト
ン
・
フ
ォ
ー
ド
）
は
開
幕
２

連
勝
、
す
で
に
大
差
が
つ
い
て
い
た
が
…
…
。

　

こ
れ
は
以
前
、
本
誌
５
０
０
号
の
折
に
も
書
い
た
内

容
に
な
る
が
、
給
油
解
禁
で
ほ
と
ん
ど
常
に
軽
タ
ン
全

力
疾
走
、
と
な
っ
た
94
年
の
Ｆ
１
は
間
違
い
な
く
若
い

シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
有
利
だ
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ネ
ト
ン

の
方
が
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
よ
り
〝
給
油
Ｆ
１
〞
に
上
手
に

対
応
し
て
い
た
（
給
油
速
度
ア
ッ
プ
の
違
反
疑
惑
は
さ

て
お
き
）。
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
良
く
い
え
ば
謹
厳
実
直
、

わ
る
く
い
え
ば
旧
態
依
然
と
し
た
印
象
が
あ
り
、
速
い

マ
シ
ン
と
有
能
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
れ
ば
勝
て
る
、
と

い
う
ス
タ
ン
ス
が
強
す
ぎ
た
よ
う
に
思
え
る
。

　

た
ぶ
ん
イ
モ
ラ
で
も
、
セ
ナ
が
レ
ー
ス
を
完
走
し
た

と
し
て
も
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
勝
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し

て
94
年
の
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
も
史

実
ど
お
り
、
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
８
勝
く
ら
い
し
て
初

獲
得
す
る
可
能
性
が
高
い
。
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
が
状
況
を

学
習
し
た
あ
と
は
セ
ナ
も
勝
て
る
よ
う
に
な
る
と
思
う

が
、
３
〜
４
勝
が
い
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
？

　

翌
95
年
も
ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
（
ル
ノ
ー
エ
ン
ジ
ン
を

獲
得
し
た
）
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
王
者
だ
ろ
う
。
セ
ナ

は
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
負
け
続
け
る
こ
と
に
我
慢
な
ら

な
い
。
で
も
96
年
ま
で
現
役
を
続
け
て
い
れ
ば
、
シ
ュ

ー
マ
ッ
ハ
ー
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
移
籍
で
久
々
の
戴
冠
チ
ャ

ン
ス
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
セ
ナ
の
方
が
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フ
ェ
ラ
ー
リ
に
行
っ
て
い
た
？　

現
実
世
界
で
最
近
起

こ
っ
た
ル
イ
ス
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
２
０
２
５
年
フ
ェ
ラ

ー
リ
入
り
の
こ
と
を
考
え
て
も
、
や
は
り
超
大
物
が
最

後
に
行
き
た
く
な
る
の
は
フ
ェ
ラ
ー
リ
？　

　

仮
に
そ
う
な
っ
た
場
合
、
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
フ
ェ

ラ
ー
リ
入
り
は
あ
の
時
期
に
は
実
現
し
て
い
な
い
だ
ろ

う
。
す
る
と
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
・
メ

ル
セ
デ
ス
へ
？　

ミ
カ
・
ハ
ッ
キ
ネ
ン
と
組
ん
だ
？

　

こ
の
あ
た
り
は
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
楽
し
い
。　

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
セ
ナ
の
現
役
は
長
く
て
１
９
９
７

年
（
37
歳
）
あ
た
り
ま
で
で
、
タ
イ
ト
ル
の
上
積
み
は

１
回
あ
る
か
な
い
か
だ
と
思
わ
れ
る
。
宿
敵
ア
ラ
ン
・

プ
ロ
ス
ト
の
51
勝
は
超
え
て
、
当
時
の
最
多
勝
の
座
に

は
就
い
た
だ
ろ
う
。
筆
者
個
人
の
セ
ナ
最
終
成
績
予
測

は
、
３
冠
の
ま
ま
で
通
算
56
勝
、
ポ
ー
ル
87
回
。

引
退
後
は
政
界
進
出
し
た
、だ
ろ
う
か
？

　

そ
し
て
、
引
退
し
た
セ
ナ
は
何
を
し
た
の
だ
ろ
う
？

　

こ
こ
か
ら
先
は
Ｐ
74
〜
77
の
イ
フ
企
画
、
セ
ナ
が
92

年
末
に
イ
ン
デ
ィ
転
向
を
選
ん
で
い
た
場
合
か
ら
も
つ

な
が
る
内
容
に
な
る
の
だ
が
、
引
退
後
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

大
統
領
を
目
指
し
た
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
の
が
、往

年
の
最
大
公
約
数
的
な
俗
説
（
？
）
で
あ
る
。

　

た
だ
、
私
（
筆
者
）
は
ま
ず
セ
ナ
自
身
が
引
退
後
し

ば
ら
く
は
〝
悩
む
〞
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
で
な
く
な
っ
た
自
分
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
答
え
を
見
つ
け
る
の
に
苦
労
し
そ
う
な
気
が

す
る
の
だ
。
そ
の
レ
ー
ス
ス
タ
イ
ル
と
レ
ー
サ
ー
と
し

て
の
生
き
様
の
一
途
さ
か
ら
、
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
と

し
て
生
き
る
こ
と
が
崇
高
な
も
の
に
な
り
過
ぎ
て
し
ま

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
れ
は
同
時
代
や
後
世
、セ

ナ
以
外
の
王
者
た
ち
に
は
な
い
特
徴
だ
。

1994年、ついに最強のマシンを手に入れた
はずのセナに立ちはだかったのは新鋭ミハエ
ルだった。セナはスピードで対抗するも給油
新時代の戦い方に長けたベネトン×ミハエル
にレースでは敵わない。セナは苦悩した。
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か
わ
い
そ
う
に
も
思
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
誰
も
が

聖
人
君
子
じ
ゃ
な
い
、
き
っ
と
セ
ナ
生
存
引
退
の
仮
定

に
お
け
る
現
役
末
期
に
は
〝
セ
ナ
で
あ
る
こ
と
〞
に
本

人
は
相
当
、
疲
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（
92
〜

93
年
の
段
階
で
も
そ
う
い
う
面
は
感
じ
ら
れ
た
）。

　

そ
し
て
引
退
後
も
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
と
し
て
の
生

き
方
を
貫
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
な
る
と
、
そ
の
宿
命
は

あ
ま
り
に
も
重
く
…
…
。

　

自
チ
ー
ム
を
所
有
し
て
Ｆ
１
参
戦
、
と
い
う
よ
う
な

ス
ト
ー
リ
ー
は
考
え
に
く
い
。
政
界
進
出
や
実
業
家
と

し
て
活
動
す
る
姿
も
ピ
ン
と
こ
な
い
。
引
退
後
の
セ
ナ

は
と
に
か
く
、
あ
ま
り
公
の
場
に
は
姿
を
見
せ
ず
に
過

ご
す
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
だ
。
世
界
中
の
貧
困
に
苦

し
む
子
た
ち
を
救
う
活
動
は
真
摯
に
続
け
る
が
、
実
務

は
姉
や
財
団
に
任
せ
、
本
人
は
現
役
時
代
か
ら
の
静
養

地
ア
ン
グ
ラ
・
ド
ス
・
レ
イ
ス
で
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す
、

そ
ん
な
絵
が
想
像
で
き
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
く
ら
い
、
セ
ナ
の
現
役
生
活
は
心
身
を
疲
れ
果

て
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
輝
い
た
。
命
を

削
っ
て
、
彼
は
輝
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

も
し
セ
ナ
が
生
き
て
い
て
も
、
21
世
紀
の
現
実
社
会

に
セ
ナ
は
実
質
的
に
〝
い
な
い
〞
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

個
人
的
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
大
統
領
よ
り
は
Ｆ
Ｉ
Ａ
会
長

職
に
就
く
方
が
現
実
味
は
あ
る
よ
う
な
気
も
す
る
。
セ

ナ
は
根
ま
わ
し
と
か
に
長
け
た
方
で
は
な
い
と
も
思
う

が
、現
役
時
代
の
彼
に
共
感
共
鳴
し
た
メ
ン
バ
ー
が〝
セ

ナ
党
〞
を
う
ま
く
ま
と
め
あ
げ
て
く
れ
れ
ば
、
常
勝
将

軍
ジ
ャ
ン
・
ト
ッ
ド
に
選
挙
で
勝
て
た
か
も
？

　

た
だ
、
結
局
│
。

　

不
謹
慎
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
が
、
こ
う
思
う
。

　

や
は
り
、
あ
れ
（
偶
発
的
悲
劇
）
し
か
な
か
っ
た
の

だ
。
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
と
い
う
人
生
の
終
幕
は
。f

勝ち星を重ね、1994年のワールドチャンピ
オンとなったミハエル。仮にセナが生き続け、
ミハエルが実力でセナを引退へと追い込んだ
とき、セナの通算勝利数に並び涙したほどの
ミハエルはなにを思っただろうか。

もっとも考えにくいストーリー、自チームを
所有してのF1参戦。これを実現したのは宿敵
プロストだった。その結末は─。オールフ
レンチを使命とされ迷走したのち、霧散……。

引
退
後
も
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
と
し
て
の

生
き
方
を
貫
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

そ
の
宿
命
は
あ
ま
り
に
も
重
く
…
…
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寂しくも忘れえぬ“最後”
晴れの国・岡山にF1が、セナが、やってきた!

いまから30年前、バブル経済の崩壊からF1ブームも縮小傾向だった1994年
富士、鈴鹿に続いて、新たな日本のF1グランプリ開催地が誕生した

岡山の山中にあるそのサーキットは結果、セナとゆかりの深い場所にもなった
Text/Daiki Takakuwa（Racing on）  Photos/Motorsport Images. SAN-EI
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１
９
７
０
年
代
に
は
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
が
、
80

年
代
に
は
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
が
初
め
て
執
り
行
な
っ
た

我
が
国
日
本
で
の
Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
。
な
か
で
も
鈴
鹿

は
途
中
２
年
×
２
の
休
止
期
間
を
挟
み
つ
つ
、
い
ま
も

グ
ラ
ン
プ
リ
カ
レ
ン
ダ
ー
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
初
開

催
か
ら
37
年
、計
33
回
開
催
と
い
う
歴
史
を
重
ね
た「
Ｓ

Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ
」
は
、
日
本
の
Ｆ
１
の
聖
地
と
し
て
い
ま

や
世
界
に
も
名
の
知
れ
た
存
在
だ
。

　

こ
の
富
士
と
鈴
鹿
と
い
う
日
本
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
黎
明
期
に
誕
生
し
た
ふ
た
つ
の
ビ
ッ
グ
サ
ー
キ
ッ
ト

に
加
え
て
、
日
本
に
は
も
う
ひ
と
つ
、
Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ

リ
開
催
経
験
を
有
す
る
〝
第
３
の
〞
サ
ー
キ
ッ
ト
が
存

在
し
て
い
る
。
そ
れ
が
94
年
に
Ｆ
１
を
誘
致
し
た
岡
山

県
美
作
市
に
あ
る
Ｔ
Ｉ
サ
ー
キ
ッ
ト
英
田
（
あ
い
だ
）、

現
在
は
岡
山
国
際
サ
ー
キ
ッ
ト
と
名
乗
る
コ
ー
ス
だ
。

　

Ｔ
Ｉ
サ
ー
キ
ッ
ト
英
田
は
、
ま
だ
日
本
が
バ
ブ
ル
経

済
期
真
っ
只
中
だ
っ
た
90
年
11
月
に
田
中
肇
率
い
る
タ

ナ
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
企
業
が
英
田
町

（
当
時
）
に
作
っ
た
施
設
で
、
当
初
は
公
言
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
Ｆ
１
開
催
を
目
指
し
て
作
ら
れ

て
い
る
。
田
中
は
86
年
の
ル
・
マ
ン
24
時
間
レ
ー
ス
を

初
め
て
観
戦
し
て
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
感
銘
を
受
け
、

ル
・
マ
ン
は
日
本
に
呼
べ
な
い
が
、
Ｆ
１
な
ら
と
構
想

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
し
て
田
中
は
開
催
に
向
け
て

当
時
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
代
表
だ
っ
た
バ
ー
ニ
ー
・
エ
ク
レ
ス

ト
ン
と
直
接
交
渉
す
べ
く
、
ま
ず
バ
ー
ニ
ー
と
懇
意
に

し
て
い
る
人
物
と
連
絡
を
と
り
、
87
年
に
は
バ
ー
ニ
ー

と
の
会
談
が
実
現
し
た
。
そ
の
後
、
何
度
か
会
談
を
重

ね
、
日
本
で
ふ
た
つ
目
の
Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
開
催
と
、

大
会
名
称
を
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
Ｇ
Ｐ
に
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
バ
ー
ニ
ー
か
ら
快
諾
を
得
て
、
Ｆ
１
開
催
に
向
け

た
サ
ー
キ
ッ
ト
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

1245県全体でF1を歓
迎した岡山。天候にも恵ま
れ、多くの観客が集った。3
サーキットへのアクセスは
1400台用意したバスに限
定。混乱を防いだ。6セナ
と並ぶのがタナカ・インタ
ーナショナル代表、田中肇。

1

23

4

6

5



　

田
中
は
そ
れ
ま
で
ゴ
ル
フ
場
を
設
計
し
た
経
験
し
か

な
か
っ
た
が
、
そ
の
知
見
も
活
か
し
て
岡
山
県
の
山
中

「
英
田
」
に
土
地
を
自
ら
発
見
し
、
さ
ら
に
サ
ー
キ
ッ

ト
を
作
る
に
は
自
分
で
走
ら
ね
ば
と
レ
ー
ス
に
も
参
戦
。

そ
ん
な
経
験
も
基
に
し
な
が
ら
１
周
３
・
７
０
２
㎞
の

コ
ー
ス
を
作
り
上
げ
た
。
こ
の
全
長
は
「
小
さ
い
サ
ー

キ
ッ
ト
ほ
ど
ゲ
ー
ム
と
し
て
面
白
い
」
と
い
う
田
中
の

思
い
か
ら
、
規
定
で
許
さ
れ
る
最
短
の
距
離
を
も
と
に

設
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
世
界
の
Ｆ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
サ
ー
キ
ッ
ト
で
も

稀
に
み
る
ツ
イ
ス
テ
ィ
な
コ
ー
ス
は
で
き
あ
が
っ
た
も

の
、
サ
ー
キ
ッ
ト
が
で
き
た
だ
け
で
は
Ｆ
１
は
呼
べ
な

い
。
数
多
く
の
課
題
が
持
ち
上
が
っ
た
が
、
そ
の
な
か

の
ひ
と
つ
が
ど
う
や
っ
て
こ
の
岡
山
県
の
山
中
に
大
量

の
観
客
を
迎
え
入
れ
る
か
だ
っ
た
。
そ
こ
で
田
中
が
考

案
し
た
の
が
、
サ
ー
キ
ッ
ト
周
辺
へ
の
マ
イ
カ
ー
進
入

を
禁
止
し
、
観
客
を
バ
ス
で
輸
送
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

こ
れ
に
は
反
対
の
声
も
多
く
上
が
っ
た
が
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
こ
と
で
そ
の
声
を
封
じ
、
Ｆ
１
ブ

ー
ム
の
名
残
も
あ
っ
た
94
年
に
集
ま
っ
た
５
万
５
０
０

０
人
も
の
観
客
を
無
事
輸
送
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
ひ
と
つ
ず
つ
ク
リ

ア
し
て
い
き
、
94
年
の
４
月
15
〜
17
日
、
シ
ー
ズ
ン
の

第
２
戦
と
し
て
、
当
初
の
希
望
通
り
で
あ
る
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
Ｇ
Ｐ
と
い
う
名
称
で
Ｆ
１
は
無
事
開
催
さ
れ
た
の

だ
っ
た
（
レ
ー
ス
の
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｐ
86
へ
）。

　

こ
こ
で
１
度
で
も
サ
ー
キ
ッ
ト
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ

る
人
な
ら
疑
問
に
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
チ
ー
ム
関
係
者
の
宿
は
ど
こ
に
な
っ
た
の
か
と
。

Ｔ
Ｉ
に
は
鈴
鹿
の
よ
う
な
サ
ー
キ
ッ
ト
ホ
テ
ル
も
な
い

し
、
前
述
の
通
り
、
場
所
は
山
の
な
か
だ
。
そ
ん
な
な

か
多
く
の
チ
ー
ム
関
係
者
た
ち
を
受
け
入
れ
た
の
が
、

開
催
わ
ず
か
２
年
。セ
ナ
が
訪
れ
た
の
は
１
度
だ
け

短
期
間
だ
っ
た
が
、日
本〝
最
後
〞の
地
、岡
山
に
も

セ
ナ
の
生
き
た
証
が
残
さ
れ
て
い
た

１分10秒218というタイムで開幕２戦連続、通算64回
目のポールポジションを獲得したセナ。このタイムはい
まだ破られぬコースレコードとして刻まれている。しか
しレースではスタート直後、あっけない幕切れに。
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ファンならばぜひ泊まりたい
──当時、セナが羽を休めた宿

ゆのごう館 清次郎の湯

サ
ー
キ
ッ
ト
か
ら
車
で
お
お
よ
そ
30
分
ほ
ど
の
距
離
に

あ
る
温
泉
街
、
湯
郷
温
泉
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。

　

そ
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
宿
泊
し
た
宿
の
ひ
と
つ
に「
ゆ

の
ご
う
館 

清
次
郎
の
湯
」
と
い
う
旅
館
が
あ
る
。
こ

の
旅
館
は
94
年
当
時
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
と
ラ
ル
ー
ス
の

ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
泊
ま
っ
た
宿

だ
っ
た
。
そ
う
、
つ
ま
り
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
も
こ
の

ゆ
の
ご
う
館
を
訪
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ゆ
の
ご
う
館
と
し
て
も
も
ち
ろ
ん
Ｆ
１
チ
ー
ム
を
招

く
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
当
時
の
思
い
出
を
現
・
若
女

将
で
あ
る
山
本
陽
子
さ
ん
が
振
り
返
る
。

「
私
は
当
時
、
特
別
Ｆ
１
や
セ
ナ
さ
ん
の
フ
ァ
ン
と
い

う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
同
僚
に
セ
ナ
さ
ん

の
大
フ
ァ
ン
が
い
た
こ
と
や
Ｆ
１
ブ
ー
ム
の
最
中
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
セ
ナ
さ
ん
だ
け
は
知
っ
て
い
る
と
い

う
状
態
で
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で
私
が
唯
一
英
語
が
で

12湯郷温泉の歴史ある老舗旅館「ゆのごう館」の一角に
設けられた“セナルーム”。ここに思い出が大切に展示され
ている。36写真撮影にも快く応じたセナ。ファンから誕
生日を祝うバラも届いた。4訪れたファンがセナへの想い
を自由に綴れるノートも用意。5当時唯一の洋室だったセ
ナの宿泊部屋。現在も希望すれば泊まることができる。

〒707-0062 岡山県美作市湯郷906-1
TEL：0868-72-1126
www.yunogokan.com/

き
る
ほ
う
だ
っ
た
の
で
、
応
対
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
セ
ナ
さ
ん
は
と
て
も
い
い
方
で
従
業
員
と
の
写

真
撮
影
に
も
快
く
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
セ
ナ
さ
ん

が
出
発
す
る
朝
に
は
２
０
０
人
ほ
ど
の
フ
ァ
ン
も
旅
館

の
前
に
集
ま
っ
て
き
て
、す
ご
い
盛
り
上
が
り
で
し
た
」

　

セ
ナ
は
こ
の
ゆ
の
ご
う
館
に
宿
泊
し
た
あ
と
、
岡
山

で
の
レ
ー
ス
を
戦
っ
て
日
本
を
あ
と
に
。
そ
し
て
そ
の

２
週
間
後
、
悲
劇
が
訪
れ
て
し
ま
う
。
結
果
的
に
ゆ
の

ご
う
館
は
セ
ナ
が
泊
ま
っ
た
最
後
の
日
本
の
宿
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
縁
も
あ
っ
て
か
、
当
時
の
様
子

を
展
示
す
る
特
別
ル
ー
ム
を
用
意
す
る
な
ど
、
ゆ
の
ご

う
館
で
は
い
ま
も
セ
ナ
と
、
そ
し
て
Ｆ
１
開
催
の
思
い

出
を
大
切
に
し
続
け
て
い
る
。

　

開
催
わ
ず
か
２
年
。
セ
ナ
が
訪
れ
た
の
は
１
度
だ
け
。

短
期
間
だ
っ
た
が
日
本
〝
最
後
〞
の
地
、
岡
山
に
も
セ

ナ
の
生
き
た
証
は
確
か
に
残
さ
れ
て
い
た
。 

f

12

345

6



86

リザルトに見る物語

番外編
8

1994年 F1世界選手権第2戦　パシフィックGP　1994年４月17日（予選15～16日）　TIサーキット英田　主催：日本レースオーガニゼーション（JRO）
［結果］3.702㎞×83周＝307.266㎞　参加28台／予選出走28台／決勝出走26台／完走11台　２列スタッガード左上位　晴れ／ドライ　観客５万5000人

Pos. No. Driver Nat. Age Chassis # Engine Cyl. Entrant Laps Time Best Time Qfy.Time Q.P.
1 5 ミハエル・シューマッハー D 25 ベネトンB194 3 フォード・ゼテックR（EC） V8 Mild Seven Benetton Ford 83 1:46'01"693 1'14"023／10周目 1'10"440 2
2 28 ゲルハルト・ベルガー A 34 フェラーリ412T1 151 フェラーリ041 V12 Scuderia Ferrari 83 1:47'16"993 1'15"931／24周目 1'11"744 5
3 14 ルーベンス・バリチェロ BR 21 ジョーダン194 4 ハート1035 V10 Sasol Jordan 82 1:46'17"605 1'16"061／64周目 1'12"409 8
4 9 クリスチャン・フィッティパルディ BR 23 フットワークFA15 1 フォードHB V8 Footwork Ford 82 1:46'58"555 1'15"884／26周目 1'12"444 9
5 30 ハインツ-ハラルド・フレンツェン D 26 ザウバーC13 3 メルセデスベンツ2175B V10 Broker Sauber Mercedes 82 1:47'08"922 1'16"239／51周目 1'12"686 11
6 20 エリック・コマス F 30 ラルースLH94 1 フォードHB V8 Tourtel Larrousse F1 80 1:46'04"616 1'16"120／ 3周目 1'13"111 16
7 12 ジョニー・ハーバート GB 29 ロータス107C 3 無限MF351HD（ZA5C） V10 Team Lotus 80 1:47'05"707 1'17"775／29周目 1'14"424 23
8 11 ペドロ・ラミー P 22 ロータス107C 2 無限MF351HD（ZA5C） V10 Team Lotus 79 1:46'30"007 1'18"527／12周目 1'14"657 24
9 26 オリビエ・パニス F 27 リジェJS39B 4 ルノーRS6 V10 Ligier Gitanes Blondes 78 1:46'11"749 1'16"795／ 2周目 1'14"106 22
10 25 エリック・ベルナール F 29 リジェJS39B 6 ルノーRS6 V10 Ligier Gitanes Blondes 78 1:46'33"365 1'17"390／45周目 1'13"613 18
11 32 ローランド・ラッツェンバーガー A 31 シムテックS941 1 フォードHB V8 MTV Simtek Ford 78 1:47'01"984 1'19"248／ 9周目 1'16"356 26
R 10 ジャンニ・モルビデリ I 26 フットワークFA15 2 フォードHB V8 Footwork Ford 69 エンジン 1'16"304／32周目 1'12"866 13
R 29 カール・ベンドリンガー A 25 ザウバーC13 4 メルセデスベンツ2175B V10 Broker Sauber Mercedes 69 アクシデント 1'16"651／27周目 1'13"855 19
R 24 ミケーレ・アルボレート I 37 ミナルディM193B 1 フォードHB V8 Minardi Scuderia Italia 69 アクシデント 1'15"994／44周目 1'13"016 15
R 8 マーティン・ブランドル GB 34 マクラーレンMP4/9 4 プジョーA6 V10 Marlboro McLaren Peugeot 67 エンジン 1'14"684／54周目 1'12"351 6
R 23 ピエルルイジ・マルティニ I 32 ミナルディM193B 4 フォードHB V8 Minardi Scuderia Italia 63 電気系統 1'16"639／56周目 1'13"529 17
R 6 ヨス・フェルスタッペン NL 22 ベネトンB194 4 フォード・ゼテックR（EC） V8 Mild Seven Benetton Ford 54 スピン 1'15"257／49周目 1'12"554 10
R 0 デイモン・ヒル GB 33 ウイリアムズFW16 3 ルノーRS6 V10 Rothmans Williams Renault 49 トランスミッション 1'14"348／45周目 1'10"771 3
R 15 鈴木亜久里 J 33 ジョーダン194 3 ハート1035 V10 Sasol Jordan 44 サスペンション 1'17"015／32周目 1'13"932 20
R 3 片山右京 J 30 ティレル022 2 ヤマハOX10A V10 Tyrrell 42 エンジン 1'16"482／40周目 1'13"013 14
R 7 ミカ・ハッキネン SF 25 マクラーレンMP4/9 3 プジョーA6 V10 Marlboro McLaren Peugeot 19 ハイドロリクス 1'14"697／ 8周目 1'11"683 4
R 19 オリビエ・ベレッタ MC 24 ラルースLH94 2 フォードHB V8 Tourtel Larrousse F1 14 電気系統 1'17"880／ 9周目 1'14"101 21
R 31 デイビッド・ブラバム AUS 28 シムテックS941 2 フォードHB V8 MTV Simtek Ford 2 エンジン 1'19"401／ 2周目 1'14"748 25
R 2 アイルトン・セナ BR 34 ウイリアムズFW16 2 ルノーRS6 V10 Rothmans Williams Renault 0 アクシデント ── 1'10"218 1
R 27 ニコラ・ラリーニ I 30 フェラーリ412T1 150 フェラーリ041 V12 Scuderia Ferrari 0 アクシデント ── 1'12"372 7
R 4 マーク・ブランデル GB 28 ティレル022 1 ヤマハOX10A V10 Tyrrell 0 アクシデント ── 1'12"751 12
ns 34 ベルトラン・ガショー B 31 パシフィックPR01 2 イルモア2175A V10 Pacific Grand Prix Ltd. ─ DNQ ── 1'16"927 27
ns 33 ポール・ベルモンド F 30 パシフィックPR01 1 イルモア2175A V10 Pacific Grand Prix Ltd. ─ DNQ ── 1'17"450 28

・優勝スピード：173.878㎞/h
・最速ラップ：M.シューマッハー（ベネトン・フォード）　1'14"023　180.041㎞/h　10周目
・ポールポジション：A.セナ（ウイリアムズ・ルノー）　1'10"218　189.797㎞/h
・ラップリーダー：1-83＝M.シューマッハー
・グリッド・ペナルティはなし。よって予選順位＝グリッド順位
・エンジン排気量は全車3.5ℓ／タイヤは全車グッドイヤー
・国籍略号：Ａ＝オーストリア、AUS＝オーストラリア、Ｂ＝ベルギー、BR＝ブラジル、Ｄ＝ドイツ、Ｆ＝フランス、GB＝イギリス、Ｉ＝イタリア、Ｊ＝日本、MC＝モナコ、NL＝オランダ、Ｐ＝ポルトガル、SF＝フィンランド

1994 FIA Formula 1 World Championship Round 2

 “PACIFIC GRAND PRIX TI Aida”
1994年F1GP 第２戦 

パシフィックGP
ゴルフ場開発で成功したひとりの男が
自らレース場を作り、F1招致に成功した

バブル景気は終わったが、日本での年間２開催
岡山のファンたちはセナの勇姿を瞼に焼きつけた

Text & Data/Shinji Hayashi
Photos/Motorsport Images, SAN-EI

グランドスタンドを埋め尽くした観客が見つめ
るなか、コース上では粛々とスタートに向けて
の準備が進む。１列目はセナ（ウイリアムズ）
とシューマッハー（ベネトン）。新旧交代が急激
に進行中であることをファンは感じ取っていた。
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ー
フ
ス
ピ
ン
、
後
方
の
ニ
コ
ラ
・
ラ
リ
ー
ニ

（
負
傷
欠
場
ジ
ャ
ン
・
ア
レ
ジ
の
代
走
）
も

同
様
に
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
し
て
、
セ
ナ
車
の
右

側
面
に
ぶ
つ
か
り
停
車
。
マ
シ
ン
の
ダ
メ
ー

ジ
は
軽
か
っ
た
が
コ
ー
ス
復
帰
は
叶
わ
ず
、

両
者
０
周
リ
タ
イ
ア
。
セ
ナ
に
と
っ
て
は
開

幕
２
戦
で
０
点
と
い
う
予
想
外
の
展
開
だ
。

　

２
戦
と
も
制
し
た
新
進
ミ
ハ
エ
ル
・
シ
ュ

ー
マ
ッ
ハ
ー
は
早
く
も
20
点
も
の
リ
ー
ド
を

築
い
た
。
セ
ナ
に
と
っ
て
な
に
よ
り
も
意
外

だ
っ
た
の
は
、
最
強
と
見
ら
れ
て
い
た
ウ
イ

リ
ア
ム
ズ
が
ハ
イ
テ
ク
禁
止
と
な
っ
た
新
規

則
下
、
非
常
に
神
経
質
で
扱
い
に
く
い
マ
シ

ン
だ
っ
た
こ
と
だ
。
だ
が
次
の
第
３
戦
サ
ン

マ
リ
ノ
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
勝
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
こ

れ
以
上
先
行
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

こ
こ
Ｔ
Ｉ
で
Ｆ
１
Ｇ
Ｐ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
男

が
い
た
。
大
柄
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
ロ
ー
ラ

ン
ド
・
ラ
ッ
ツ
ェ
ン
バ
ー
ガ
ー
。
89
〜
93
年

「
Ｔ
Ｉ
サ
ー
キ
ッ
ト
英
田
」
は
１
９
９
０
年

秋
、
岡
山
県
英
田
町
の
山
間
部
に
開
設
さ
れ

た
１
周
３
・
７
㎞
コ
ー
ス
。
Ｔ
Ｉ
と
は
タ
ナ

カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
略
で
、
そ
の

代
表
者
・
田
中
肇
氏
の
名
前
か
ら
き
て
い
る
。

　

決
勝
当
日
、
観
客
は
近
隣
都
市
か
ら
バ
ス

に
よ
っ
て
ピ
ス
ト
ン
輸
送
す
る
と
い
う
異
例

の
措
置
が
採
ら
れ
、
そ
の
数
は
５
万
５
千
人

を
数
え
た
。
翌
95
年
は
１
月
の
阪
神
淡
路
大

震
災
の
影
響
を
受
け
て
４
月
開
催
を
急
遽
10

月
に
延
期
し
た
も
の
の
鈴
鹿
の
１
週
間
前
開

催
で
存
在
価
値
を
下
げ
、
５
年
契
約
だ
っ
た

の
に
２
回
の
み
で
消
滅
す
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊

後
は
経
営
も
次
第
に
悪
化
し
、
２
０
０
２
年

秋
に
は
オ
ー
ナ
ー
交
代
、
そ
の
後
「
岡
山
国

際
サ
ー
キ
ッ
ト
」
と
し
て
現
在
も
中
国
地
方

で
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

94
年
Ｆ
１
シ
ー
ズ
ン
は
３
月
27
日
の
ブ
ラ

ジ
ル
Ｇ
Ｐ
で
開
幕
し
た
。
王
者
ア
ラ
ン
・
プ

ロ
ス
ト
の
引
退
に
よ
っ
て
空
い
た
最
強
ウ
イ

リ
ア
ム
ズ
・
ル
ノ
ー
の
シ
ー
ト
を
得
た
ア
イ

ル
ト
ン
・
セ
ナ
は
全
勝
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
さ
え

可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
地
元
ブ
ラ
ジ

ル
で
は
２
位
走
行
中
に
意
外
に
も
単
独
ス
ピ

ン
で
リ
タ
イ
ア
。
迎
え
た
第
２
戦
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
Ｇ
Ｐ
は
全
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
Ｆ
１

初
舞
台
の
コ
ー
ス
。
大
柄
な
Ｆ
１
車
両
に
と

っ
て
は
狭
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
短
い
サ
ー
キ

ッ
ト
。
セ
ナ
は
ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
奪
っ

た
も
の
の
、
決
勝
ス
タ
ー
ト
直
後
の
１
コ
ー

ナ
ー
進
入
時
に
ミ
カ
・
ハ
ッ
キ
ネ
ン
に
後
方

か
ら
突
っ
つ
か
れ
ダ
ー
ト
に
飛
び
出
し
て
ハ

と
日
本
の
Ｆ
３
０
０
０
／
グ
ル
ー
プ
Ｃ
ス
ポ

ー
ツ
カ
ー
／
グ
ル
ー
プ
Ａ
ツ
ー
リ
ン
グ
カ
ー

で
活
躍
を
見
せ
、
新
興
Ｆ
１
チ
ー
ム
で
あ
る

シ
ム
テ
ッ
ク
の
シ
ー
ト
を
つ
か
ん
だ
の
だ
っ

た
。
11
位
完
走
後
、
日
本
で
世
話
に
な
っ
た

企
業
や
関
係
者
に
挨
拶
し
て
回
り
、
次
戦
イ

モ
ラ
へ
と
旅
立
っ
た
。

　

２
週
間
後
の
そ
の
予
選
、
高
速
コ
ー
ナ
リ

ン
グ
中
に
突
然
外
れ
た
ノ
ー
ズ
ウ
イ
ン
グ
に

前
輪
が
乗
っ
た
こ
と
で
ノ
ー
ブ
レ
ー
キ
の
ま

ま
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
激
突
、
即
死
し
て
し
ま

う
。
事
故
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
た
セ
ナ

の
心
の
動
揺
は
大
き
か
っ
た
。
そ
の
翌
日
、

ス
タ
ー
ト
時
に
後
方
で
事
故
発
生
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
カ
ー
先
導
で
６
周
し
た
後
、
レ
ー
ス

再
開
と
な
っ
た
高
速
タ
ン
ブ
レ
ロ
で
、
セ
ナ

車
は
首
位
の
ま
ま
コ
ー
ス
を
飛
び
出
し
た
。

　

ま
る
で
、
日
本
の
熱
心
な
フ
ァ
ン
た
ち
に

「
さ
よ
な
ら
」
を
言
い
に
来
た
よ
う
な
、
94

年
４
月
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
Ｇ
Ｐ
だ
っ
た
。 

　1987年以降、毎年秋開催で恒例化していた鈴鹿での日
本GPに加えて、今度は春に岡山でパシフィックGPの開催。
ヨーロッパ諸国ではしばしば１カ国２開催もあるが、日本
ではもちろん初のこと。２大会のインターバルが半年とい
うのは2023～24年鈴鹿のケースに似る。その94年初開催
に至るまでの経緯やセナやラッツェンバーガーや片山右京

リマークス | ここに注目
らの戦いぶりは既刊『日本の名レース100選』027号／94
年パシフィックGP号に詳しい。開催13年後に行なわれた
田中肇氏インタビュー記事ではF1開催に向けてのスケール
の大きな裏話に度肝を抜かれる。さらに言えば、当時のF1
界の首領バーニー・エクレストンが日本（やアジア）を拡
大すべき市場として重視していたことも見えてくる。

スタート直後の１コーナーで予選４位のハッキネンに追突されてスピンするセナ
に７番手スタートのラリーニが突っ込む。窮地に立つセナの心境やいかに。

（上）出場停止アーバインの代走出場した
鈴木亜久里。（左）親子２代F1参戦のヒ
ルとフィッティパルディ。後者は今大会
４位。その父ウィルソンは2024年２月
に死去した。（下）喜びの右から３位バリ
チェロ、優勝シューマッハー、２位ベル
ガー。２週間後の惨事を知る由もない。
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こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
「
好
機
」
と
と
ら

え
て
い
る
の
は
本
誌
だ
け
で
は
な
い
よ
う

で
、
お
そ
ら
く
シ
ー
ズ
ン
を
と
お
し
て
記

念
イ
ベ
ン
ト
や
新
製
品
ラ
ッ
シ
ュ
が
世
界

中
で
続
く
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
い

ま
買
え
る
／
こ
れ
か
ら
買
え
る
」
も
の
を

中
心
に
セ
ナ
関
連
商
材
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

　

グ
ッ
ズ
関
係
で
は
や
は
り
１
９
９
４
年

の
〝
ハ
ー
フ
〞
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ミ
ニ
カ
ー

が
目
を
引
く
。
Ｆ
Ｗ
16
は
ま
だ
ス
パ
ー
ク

が
モ
デ
ル
化
し
て
い
な
い
た
め
貴
重
で
、

フ
ァ
ン
は
ぜ
ひ
入
手
し
た
い
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
は
バ
イ
ザ
ー
が
開
閉
し
内
装
も
再
現
さ

れ
る
な
ど
リ
ア
ル
さ
と
立
体
物
と
し
て
の

存
在
感
お
よ
び
美
し
さ
（
そ
れ
す
な
わ
ち

満
足
度
）
を
両
立
し
て
い
る
。
定
番
た
る

ナ
シ
オ
ナ
ル
キ
ャ
ッ
プ
や
上
質
美
麗
な
ポ

ス
タ
ー
（
セ
ナ
の
絵
柄
、
各
種
あ
り
）、

12
番
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
合
わ
せ
て
オ
ス
ス
メ
だ
。

　

そ
し
て
こ
の
黄
色
い
ロ
ー
タ
ス
は
言
わ

ず
と
し
れ
た
87
年
の
セ
ナ
の
愛
車
＝
ロ
ー

タ
ス
99
Ｔ
ホ
ン
ダ
だ
が
、
こ
れ
は
ミ
ニ
カ

ー
で
は
な
く
プ
ラ
モ
デ
ル
キ
ッ
ト
。
そ
れ

も
１
／
12
と
い
う
特
大
ス
ケ
ー
ル
品
で
、

メ
ー
カ
ー
は
タ
ミ
ヤ
で
は
な
く
新
興
プ
ラ

ッ
ツ
／
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｘ
。
カ
ウ
ル
の
脱
着

は
も
ち
ろ
ん
エ
ン
ジ
ン
／
モ
ノ
コ
ッ
ク
や

内
装
に
至
る
ま
で
極
小
パ
ー
ツ
を
駆
使
し

て
立
体
化
さ
れ
て
い
る
。
キ
ッ
ト
化
が
発

表
さ
れ
た
の
は
２
０
２
１
年
春
の
静
岡
ホ

ビ
ー
シ
ョ
ー
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
が
、

そ
こ
か
ら
実
に
２
年
を
経
て
発
売
が
実
現

し
た
（
23
年
秋
の
初
回
出
荷
分
は
メ
ー
カ

ー
完
売
中
な
が
ら
今
年
５
月
に
再
出
荷
予

定
）。
そ
の
先
に
は
Ｍ
Ｐ
４
／
４
も
控
え

て
い
る
と
い
う
か
ら
、
セ
ナ
派
な
ら
ず
と

も
期
待
は
膨
ら
む
ば
か
り
だ
。 

F

色褪せぬ魅力と人気
セナ派に贈る逸品たち

プラモデル
キット

プラッツ／BEEMAX 1/12 ロータス 99T
1987 モナコGP ウィナー

Text/Joe Kojima(Racing on)  Photos/PLATZ-BEEMAX, Motorimoda
問／プラモデル プラッツ  www.platz-hobby.com

　　関連グッズ  モトーリモーダ  www.motorimoda.com

Around
SENNA

02

※文中の価格表記はすべ
て10％税込です。
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プラッツ／BEEMAX初の1/12ス
ケールF1キットだった99Tの成功
を受けて次回作はマクラーレン
MP4/4、２作目もセナ＆ホンダの
コンビということが明かされてい
る。どちらもこのスケールでのキ
ット化は初で、続報が待たれる。

1セナ財団公認品。70×50cm、１万6500円。ほ
かにもセナ関連多数あるので「Automobilist」を
チェック。2ブラジルらしくサッカー用にも映え
そうな一枚。５サイズ展開で各8800円。3サイ
ンプリント入り台座もうれしいアルタヤ製モデル
は開幕戦仕様で4950円。4インテリアにも最適
レプリカメット。２万6400円。5完売と再入荷
を繰り返す定番の人気キャップ7150円。

ビッグスケールならではの完璧な
フォルムと迫力に加えエンジンや
サス、コクピットやブレーキなど
細部まで精密に再現されている。
腕が鳴るモデラーも多いのでは？ 
２万8600円。

セナグッズ

1/43 FW16  #2
1994ブラジルGP
ミニカー

セナ FW 
ナシオナルキャップ

セナ スポーツ Tシャツ

リミテッドエディション
ポスター

1/2 セナ 1994
レプリカヘルメット

1

3

4

2

5
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ジャッキー・スチュワート

フェルナンド・アロンソ

ヨッヘン・リント

キミ・ライコネン

ジョディ・シェクター 

ファン・マヌエル・ファンジオ

スターリング・モス

ナイジェル・マンセル

ロニー・ピーターソン

グラハム・ヒル マリオ・アンドレッティ

ミハエル・シューマッハー

ミカ・ハッキネン

アラン・プロスト

ニキ・ラウダ アイルトン・セナ

ジェームス・ハント エマーソン・フィッティパルディ

ルイス・ハミルトン ジム・クラーク
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「
歴
代
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー
の
な
か
で
最
速
な
の
は
一
体

誰
な
ん
だ
ろ
う
？　

最
強
な
の
は
誰
な
ん
だ
ろ
う
？
」

　

レ
ー
ス
に
興
味
を
持
ち
始
め
て
し
ば
ら
く
す
る
と
皆

そ
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
く
。
時
代
が
変
わ
れ
ば
車
が
、

サ
ー
キ
ッ
ト
が
、
年
間
開
催
数
が
変
わ
る
。
あ
ら
ゆ
る

環
境
が
変
わ
る
。
そ
れ
ら
異
な
る
条
件
下
で
の
実
力
差

や
優
劣
を
単
純
に
比
較
検
討
な
ど
所
詮
で
き
や
し
な
い
。

し
か
し
そ
う
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
思
わ
ず
誰
が
（
何

が
）
最
速
な
の
か
を
知
り
た
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

海
外
雑
誌
で
は
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
お
楽
し
み
企
画
と

し
て
、
こ
の
手
の
記
事
は
定
番
だ
。
例
え
ば
英
Ａ
ｕ
ｔ

ｏ
ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
誌
（
１
９
５
０
年
創
刊
の
週
刊
誌
）
で

は
毎
年
年
末
号
で
、
そ
の
年
の
国
際
レ
ー
ス
（
Ｗ
Ｒ
Ｃ

を
含
む
）
で
活
躍
し
た
50
名
を
選
出
し
て
紹
介
し
て
い

る
。
昨
23
年
の
１
位
は
当
然
「
あ
の
人
」
だ
が
、
12
位

と
22
位
と
47
位
に
日
本
人
が
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
英

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
誌
（
１
９
２
４
年
創
刊
の
月

刊
誌
）
で
は
10
年
ご
と
の
最
強
マ
シ
ン
を
現
在
選
出
中

で
、
最
新
号
で
は
１
９
６
０
年
代
ロ
ー
タ
ス
49
、
70
年

代
ポ
ル
シ
ェ
９
１
７
、
80
年
代
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
Ｍ
Ｐ
４

／
４
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
回
こ
こ
で
紹
介
す
る
の

が
英
Ｇ
Ｐ 

Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
誌
（
96
年
Ｆ
１ 

Ｒ
ａ
ｃ
ｉ

ｎ
ｇ
と
し
て
創
刊
、
20
年
改
題
の
月
刊
誌
）、
そ
の
23

年
２
月
号
掲
載
の
『
Ｆ
１
最
速
の
50
人
』
だ
。「
最
も

偉
大
な
」
で
は
な
く
「
最
も
速
か
っ
た
」
で
あ
る
と
但

し
書
き
も
あ
る
。
ほ
ぼ
一
年
前
時
点
で
の
評
価
な
の
で
、

マ
ッ
ク
ス
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ペ
ン
の
昨
23
年
の
圧
倒
的

強
さ
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
加
算
し
た
と

こ
ろ
で
ト
ッ
プ
が
入
れ
替
わ
る
と
は
思
え
な
い
。

も
し
同
じ
マ
シ
ン
で
走
っ
た
ら
…
…
？

　

異
時
代
の
比
較
は
難
し
く
て
も
、
ひ
と
つ
の
仮
説
は

成
り
立
つ
。
フ
ァ
ン
ジ
オ
や
モ
ス
の
生
ま
れ
る
の
が
も

し
70
年
遅
か
っ
た
ら
、
彼
ら
は
や
は
り
２
０
２
０
年
代

の
Ｆ
１
マ
シ
ン
に
す
ぐ
に
適
応
し
巧
み
に
乗
り
こ
な
し

て
、
コ
ー
ス
レ
コ
ー
ド
を
叩
き
出
し
て
い
る
可
能
性
が

高
い
。
逆
に
フ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ペ
ン
や
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
も

し
70
年
早
く
生
ま
れ
て
い
た
ら
、
や
は
り
す
ぐ
に
１
９

５
０
年
代
の
Ｆ
１
マ
シ
ン
に
適
応
し
、
細
い
タ
イ
ヤ
を

滑
ら
せ
な
が
ら
コ
ー
ス
レ
コ
ー
ド
を
連
発
し
た
だ
ろ
う
。

要
は
い
か
に
早
く
「
時
代
の
マ
シ
ン
」
に
順
応
す
る
か
、

自
ら
が
最
速
で
あ
る
こ
と
に
献
身
で
き
る
か
の
問
題
だ
。

外
誌〝
F
1
最
速
の
50
人
〞か
ら

何
を
読
み
解
く
か

２
０
２
３
年
初
春
、英
Ｇ
Ｐ 

Ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｎ
ｇ
誌
に「
Ｆ
１
最
速
の
50
人
」と
い
う
企
画
が
掲
載
さ
れ
た

単
な
る
優
勝
回
数
だ
け
を
競
う
の
で
は
な
く
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
勝
敗
な
ど

識
者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
才
能
を
見
抜
く
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
選
ば
れ
て
い
る

そ
の
１
位
に
選
ば
れ
た
の
は
、や
は
り
セ
ナ
だ
っ
た

Text/S
hinji H

ayashi  P
hotos/M

otosport Im
ages, Ford, M

ercedes, R
enault, S

A
N
-E
I

引
用/

『G
P
 R
A
C
IN
G

』 February 2023

これが英GP Racing誌23年２月
号に掲載された「The Quick List 
2023」。14ページにもわたる特集
は読み応えたっぷり。若い読者に
昔のヒーローたちを知らしめるの
は専門誌の大事な役割。
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順位 ドライバー 国籍 GP出走回数 予選勝率
（対チームメイト）

FL比率
（回数）

PP比率
（回数） 優勝 チャンピオン

1 アイルトン・セナ ブラジル 161回（1984~94） 89%（141対18） 12%（19） 40%（65） 41回 3回 1988, 1990~91
2 ジム・クラーク イギリス 72回（1960~68） 84%（63対12） 39%（28） 46%（33） 25回 2回 1963, 1965
3 ルイス・ハミルトン イギリス 310回~現在（2007~現在） 65%（202対108） 20%（61） 33%（103） 103回 7回 2008, 2014~15, 17~20
4 ミハエル・シューマッハー ドイツ 308回（1991~2006，10~12） 75%（232対76） 25%（77） 22%（68） 91回 7回 1994~95，2000~04

5 マックス・フェルスタッペン オランダ 163回~現在（2015~現在） 74%（120対42） 13%（21） 12%（20） 35回（54）3回 2021~22,（23）カッコ内は23年までのもの
6 フアン・マヌエル・ファンジオ アルゼンチン 51回（1950~58） 88%（51対7） 45%（23） 57%（29） 24回 5回 1951, 54~57
7 ジャッキー・スチュワート イギリス 99回（1965~73） 80%（82対20） 15%（15） 17%（17） 27回 3回 1969, 71. 73
8 ジル・ビルヌーブ カナダ 67回（1977~82） 58%（40対29） 12%（8） 3%（2） 6回 0回
9 ミカ・ハッキネン フィンランド 161回（1991~2001） 70%（116対49） 16%（25） 16%（26） 20回 2回 1998~99
10 スターリング・モス イギリス 66回（1951~61） 71%（47対19） 29%（19） 24%（16） 16回 0回
11 フェルナンド・アロンソ スペイン 358回（2001, 03~18, 21~現在） 72%（258対99） 6%（23） 6%（22） 32回 2回 2005~06
12 アラン・プロスト フランス 199回（1980~91, 93） 67%（135対66） 21%（41） 17%（33） 51回 4回 1985~86，89，93 
13 ナイジェル・マンセル イギリス 187回（1982~92，94~95） 48%（91対98） 16%（30） 17%（32） 31回 1回 1992
14 ヨッヘン・リント オーストリア 60回（1964~70） 73%（47対17） 5%（3） 17%（10） 6回 1回 1970
15 ニキ・ラウダ オーストリア 171回（1971~79, 82~85） 55%（98対79） 14%（24） 14%（24） 25回 3回 1975，77，84
16 ロニー・ピーターソン スウェーデン 123回（1970~78） 71%（91対38） 7%（9） 11%（14） 10回 0回
17 キミ・ライコネン フィンランド 353回（2001~09, 12~21） 48%（168対184） 13%（46） 5%（18） 21回 1回 2007
18 アルベルト・アスカリ イタリア 32回（1950~55） 78%（29対8） 38%（12） 44%（14） 13回 2回 1952~53
19 セバスチャン・ベッテル ドイツ 299回（2007~22） 64%（191対109） 13%（38） 19%（57） 53回 4回 2010~13
20 ステファン・ベロフ ドイツ 20回（1984~85） 55%（12対10） 0%（0） 0%（0） 0回 0回
21 シャルル・ルクレール モナコ 103回（2018~現在） 68%（70対33） 7%（7） 17%（18） 5回 0回
22 エマーソン・フィッティパルディ ブラジル 144回（1970~80） 65%（61対33） 4%（6） 4%（6） 14回 2回 1972, 74
23 ネルソン・ピケ ブラジル 204回（1978~91） 73%（149対55） 11%（23） 12%（24） 23回 3回 1981, 83, 87
24 マリオ・アンドレッティ アメリカ 128回（1968~82） 60%（70対47） 8%（10） 14%（18） 12回 1回 1978
25 ケケ・ロズベルグ フィンランド 114回（1978~86） 74%（82対29） 3%（3） 4%（5） 5回 1回 1982
26 ジョン・サーティース イギリス 111回（1960~72） 76%（60対19） 10%（11） 7%（8） 6回 1回 1964
27 ジェームス・ハント イギリス 92回（1973~79） 94%（50対3） 9%（8） 15%（14） 10回 1回 1976
28 ファン-パブロ・モントーヤ コロンビア 94回（2001~06） 45%（43対52） 14%（13） 13%（12） 7回 0回
29 ジュゼッペ・ファリーナ イタリア 33回（1950~55） 55%（34対28） 15%（5） 15%（5） 5回 1回 1950
30 クリス・エイモン ニュージーランド 96回（1963~76） 68%（45対21） 3%（3） 5%（3） 0回 0回
31 ジャン・アレジ フランス 201回（1989~2001） 61%（124対78） 2%（4） 1%（2） 1回 0回
32 トニー・ブルックス イギリス 39回（1956~61） 48%（22対24） 8%（3） 8%（3） 6回 0回
33 カルロス・ロイテマン アルゼンチン 146回（1972~82） 61%（91対59） 4%（6） 4%（6） 12回 0回
34 ジャック・ブラバム オーストラリア 126回（1955~70） 58%（63対45） 10%（12） 10%（13） 14回 3回 1959~60, 66
35 グラハム・ヒル イギリス 176回（1958~75） 64%（109対62） 6%（10） 7%（13） 14回 2回 1962, 68
36 ジョージ・ラッセル イギリス 82回（2017, 19~現在） 81%（66対16） 6%（5） 1%（1） 1回 0回
37 ジョディ・シェクター 南アフリカ 111回（1972~80） 48%（41対44） 5%（5） 3%（3） 10回 1回 1979
38 ニコ・ロズベルグ ドイツ 206回（2006~16） 61%（126対80） 10%（20） 15%（30） 23回 1回 2016
39 ダン・ガーニー アメリカ 86回（1959~70） 67%（50対25） 7%（6） 3%（3） 4回 0回
40 ダニエル・リカルド オーストラリア 232回（2011~現在） 54%（124対107） 7%（16） 1%（3） 8回 0回
41 ロバート・クビカ ポーランド 99回（2006~10, 19, 21） 47%（46対53） 1%（1） 1%（1） 1回 0回
42 ルネ・アルヌー フランス 149回（1978~89） 50%（78対78） 8%（12） 12%（18） 7回 0回
43 ペドロ・ロドリゲス メキシコ 54回（1963~71） 62%（32対20） 2%（1） 0%（0） 2回 0回
44 マステン・グレゴリー アメリカ 38回（1957~63, 1965） 63%（30対18） 0%（0） 0%（0） 0回 0回
45 ランド・ノリス イギリス 82回（2019~現在） 67%（55対27） 6%（5） 1%（1） 0回 0回
46 ジャッキー・イクス ベルギー 114回（1967~79） 40%（42対63） 11%（13） 11%（13） 8回 0回
47 フランソワ・セベール フランス 46回（1970~73） 18%（9対41） 4%（2） 0%（0） 1回 0回
48 トム・プライス イギリス 42回（1974~77） 56%（23対18） 0%（0） 2%（1） 0回 0回
49 デイモン・ヒル イギリス 115回（1992~99） 49%（59対61） 17%（19） 17%（20） 22回 1回 1996
50 ジェンソン・バトン イギリス 306回（2000~17） 43%（133対176） 3%（8） 3%（8） 15回 1回 2009

F1最速の50人 （データは英『GP RACING』2023年２月号掲載時のもの）

も
っ
と
も
、
フ
ァ
ン
ジ
オ
や
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
ス
カ
リ

や
フ
ロ
イ
ラ
ン
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
ら
「
お
デ
ブ
さ
ん
」
た

ち
が
、
２
０
２
０
年
代
の
狭
い
コ
ク
ピ
ッ
ト
内
に
入
れ

る
か
と
い
う
物
理
的
問
題
は
存
在
す
る
。
一
方
フ
ェ
ル

ス
タ
ッ
ペ
ン
や
ハ
ミ
ル
ト
ン
ら
が
、
１
９
５
０
年
代
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
ロ
ー
ル
バ
ー
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
も
な
い

状
態
で
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク
リ
ン
グ
北
コ
ー
ス
を
全
開
で
走

る
心
意
気
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　

Ｇ
Ｐ 

Ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｎ
ｇ
誌
の
記
事
に
戻
ろ
う
。
20
名

の
選
者
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
Ｆ
１
関
係
者
）
た
ち
が

20
名
ず
つ
を
挙
げ
、
20
‐
19
‐
18
と
ポ
イ
ン
ト
を
付
け

て
、
そ
の
上
位
50
名
な
の
だ
と
い
う
。
中
位
以
降
に
若

干
イ
ギ
リ
ス
贔
屓
の
感
じ
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
納
得

で
き
る
ラ
ン
キ
ン
グ
だ
。
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
方
式
で
上

位
10
名
を
上
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

10
位
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
モ
ス
。
英
国
車
が
ま
だ
劣
勢

だ
っ
た
50
年
代
に
英
国
車
に
こ
だ
わ
り
、
幾
度
か
の
奇

跡
的
勝
利
を
挙
げ
た
。
Ｆ
１
に
限
ら
ず
、
何
に
乗
っ
て

も
瞬
時
に
驚
異
的
な
速
さ
を
発
揮
で
き
る
能
力
は
天
才

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
62
年
グ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
で
の

事
故
で
33
歳
に
し
て
引
退
を
決
め
、
Ｆ
１
無
冠
の
ま
ま

終
わ
っ
た
こ
と
で
か
え
っ
て
伝
説
的
存
在
に
な
っ
た
と

も
言
え
る
。

　

９
位
ミ
カ
・
ハ
ッ
キ
ネ
ン
。〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
ィ
ン
〞

の
な
か
で
も
筆
頭
。
Ｆ
３
時
代
か
ら
ミ
ハ
エ
ル
・
シ
ュ

ー
マ
ッ
ハ
ー
の
好
敵
手
だ
っ
た
が
、
２
０
０
０
年
ス
パ

で
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
を
豪
快
に
パ
ス
し
た
シ
ー
ン
に
シ

ビ
れ
た
フ
ァ
ン
は
多
い
は
ず
。
マ
ク
ラ
ー
レ
ン
の
補
欠

要
員
だ
っ
た
93
年
、
エ
ス
ト
リ
ル
で
の
急
遽
参
戦
時
の

予
選
に
お
い
て
絶
好
調
セ
ナ
を
打
ち
破
っ
て
し
ま
っ
た

時
の
驚
き
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

８
位
ジ
ル
・
ビ
ル
ヌ
ー
ブ
。
67
戦
６
勝
と
い
う
数
値
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ステファン・ベロフ ジル・ビルヌーブ

は
こ
の
男
の
真
価
を
ま
っ
た
く
表
わ
し
て
い
な
い
。
ウ

イ
ン
グ
カ
ー
や
タ
ー
ボ
化
で
危
険
だ
ら
け
だ
っ
た
時
代
、

浮
き
沈
み
す
る
真
紅
の
フ
ェ
ラ
ー
リ
、
そ
の
№
27
に
鞭

打
っ
て
、
常
に
限
界
ス
ピ
ー
ド
を
探
り
続
け
た
。
エ
ン

ツ
ォ
御
大
に
は
愛
さ
れ
た
が
、
ジ
ョ
デ
ィ
・
シ
ェ
ク
タ

ー
や
デ
ィ
デ
ィ
エ
・
ピ
ロ
ー
ニ
が
踏
み
込
ま
な
い
領
域

に
侵
入
し
た
代
償
は
大
き
す
ぎ
た
。

　

７
位
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
。
先
輩
ジ
ム
・

ク
ラ
ー
ク
の
絶
頂
時
65
年
に
Ｆ
１
デ
ビ
ュ
ー
す
る
や
い

き
な
り
ラ
ン
キ
ン
グ
３
位
。
69
年
初
タ
イ
ト
ル
奪
取
は

「
遅
す
ぎ
た
」
感
も
あ
っ
た
。
派
手
さ
の
乏
し
い
ス
ム

ー
ズ
で
冷
静
な
戦
い
ぶ
り
は
「
速
さ
」
を
感
じ
さ
せ
に

く
い
が
、
元
々
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
ラ
イ
バ
ル
た
ち
と

違
う
次
元
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
フ
ァ
ン
ジ
オ
に
似
て
い
る
。

　

６
位
フ
ァ
ン
・
マ
ヌ
エ
ル
・
フ
ァ
ン
ジ
オ
。
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
か
ら
38
歳
で
渡
欧
、
死
者
負
傷
者
が
頻
発
し
て

い
た
１
９
５
０
年
代
に
４
年
連
続
を
含
む
５
回
も
の
タ

イ
ト
ル
を
奪
っ
た
。
そ
の
マ
シ
ン
も
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ

／
メ
ル
セ
デ
ス
ベ
ン
ツ
／
フ
ェ
ラ
ー
リ
／
マ
セ
ラ
ー
テ

ィ
と
渡
り
歩
い
て
の
も
の
。
正
確
冷
静
な
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
が
身
上
だ
が
、
57
年
ニ
ュ
ル
ブ
ル
ク
リ
ン
ク
の
よ
う

な
超
人
的
速
さ
も
持
っ
て
い
た
。

　

５
位
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ペ
ン
。
18
歳
で
ス

ー
パ
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、
レ
ッ
ド
ブ
ル
育
成
制

度
で
た
ち
ま
ち
頂
点
に
立
つ
と
、
ベ
ッ
テ
ル
を
も
霞
ま

せ
、
メ
ル
セ
デ
ス
の
天
下
に
も
と
ど
め
を
刺
し
た
。
生

ま
れ
つ
き
の
ス
ピ
ー
ド
に
加
え
て
タ
イ
ヤ
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
や
追
い
抜
き
の
巧
み
さ
も
秀
で
る
。
今
後
ど
こ
ま

で
記
録
を
伸
ば
す
か
、
新
た
な
ラ
イ
バ
ル
出
現
時
に
、

ど
の
よ
う
な
印
象
を
残
せ
る
か
。

　

４
位
ミ
ハ
エ
ル
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
。
91
年
ス
パ
で

優勝していてもランキングに載らないドライバー
０勝でもランキングに名前を連ねるドライバー

戦績や数値だけで表せないカリスマ性を持っていたふたり、82年没のビルヌーブ（写真右）と、85年没のベロフ。持って生まれた純粋な速さと人柄の良さは、同時代
のライバルたちも絶賛を惜しまない。自ら進んで限界までの速さを追求しついにはその向こう側へと行ってしまった。共に鈴鹿は未出走ながら富士は走っている。



急
遽
ジ
ョ
ー
ダ
ン
に
乗
っ
て
７
位
グ
リ
ッ
ド
に
就
い
た

時
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
は
常
に
そ
こ
に
あ
っ
た
。
ベ
ネ
ト

ン
や
フ
ェ
ラ
ー
リ
で
、
チ
ー
ム
全
体
の
競
争
力
を
頂
点

に
導
い
て
い
く
求
心
力
も
驚
異
的
。
た
だ
本
人
が
決
め

た
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
基
準
は
し
ば
し
ば
問
題
視
さ
れ
た
。

引
退
復
帰
後
の
メ
ル
セ
デ
ス
で
の
走
り
、
そ
の
後
の
ス

キ
ー
で
の
負
傷
が
残
念
。

　

３
位
ル
イ
ス
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
。
07
年
マ
ク
ラ
ー
レ
ン

か
ら
の
Ｆ
１
デ
ビ
ュ
ー
時
点
で
す
で
に
優
勝
戦
線
に
あ

り
、
ベ
テ
ラ
ン
た
ち
を
大
い
に
戸
惑
わ
せ
た
。
接
戦
時

の
走
り
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
決
し
て
ア
ン
フ

ェ
ア
な
こ
と
は
し
な
い
。
幼
な
な
じ
み
ニ
コ
・
ロ
ズ
ベ

ル
グ
と
の
メ
ル
セ
デ
ス
で
の
タ
イ
ト
ル
争
い
に
は
息
詰

ま
る
も
の
が
あ
っ
た
。
優
勝
１
０
３
回
・
タ
イ
ト
ル
奪

取
７
回
は
偉
大
だ
が
、
速
さ
よ
り
も
巧
さ
か
。

　

２
位
ジ
ム
・
ク
ラ
ー
ク
。
た
っ
た
２
回
し
か
タ
イ
ト

ル
を
奪
え
て
い
な
い
の
が
意
外
な
60
年
代
最
速
の
男
。

優
勝
25
回
に
対
し
て
２
位
が
た
っ
た
１
回
と
い
う
数
字

に
、
ロ
ー
タ
ス
の
脆
弱
さ
が
表
れ
て
も
い
る
。
優
勝
か

リ
タ
イ
ア
か
。
た
だ
し
事
故
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の

ご
く
稀
な
事
故
（
68
年
ホ
ッ
ケ
ン
ハ
イ
ム
Ｆ
２
）
に
よ

っ
て
32
歳
の
若
さ
で
他
界
し
た
。「
60
年
代
の
セ
ナ
」

と
後
年
の
人
々
は
形
容
す
る
。

　

そ
し
て
1
位
ア
イ
ル
ト
ン
・
セ
ナ
。
勝
利
や
タ
イ
ト

ル
も
大
事
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
一
瞬
一
瞬
の
速
さ
を
常

に
追
求
し
た
。
88
年
モ
ナ
コ
予
選
、
93
年
雨
中
の
ド
ニ

ン
ト
ン
で
の
１
周
目
を
見
れ
ば
、
誰
も
が
感
動
す
る
。

半
面
、
自
分
の
速
さ
を
阻
も
う
と
す
る
者
に
対
し
て
は

情
け
容
赦
な
か
っ
た
。
90
年
鈴
鹿
ス
タ
ー
ト
直
後
の
プ

ロ
ス
ト
へ
の
報
復
、
93
年
鈴
鹿
レ
ー
ス
後
の
エ
デ
ィ
ー

・
ア
ー
バ
イ
ン
に
対
す
る
暴
力
。
あ
る
意
味
、
純
粋
無

垢
さ
で
あ
り
幼
さ
で
も
あ
っ
た
。
い
つ
の
日
か
最
速
の

称
号
を
失
う
時
が
来
る
こ
と
を
あ
た
か
も
拒
む
よ
う
に

し
て
94
年
イ
モ
ラ
で
死
ん
だ
。
首
位
走
行
の
ま
ま
命
絶

え
る
姿
に
、
人
々
は
究
極
の
ヒ
ー
ロ
ー
像
を
見
た
。

ラ
ン
キ
ン
グ
外
の
わ
け
は
？

　

今
回
ト
ッ
プ
50
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
落
選
し
た

者
の
名
前
を
考
え
る
方
が
、
個
人
的
に
は
楽
し
い
。
例

え
ば
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
の
に
ラ
ン
ク
イ
ン

さ
れ
て
い
な
い
者
が
５
名
い
る
。
58
年
の
マ
イ
ク
・
ホ

ー
ソ
ー
ン
、
61
年
の
フ
ィ
ル
・
ヒ
ル
、
67
年
の
デ
ニ
ス

・
ハ
ル
ム
、
80
年
の
ア
ラ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
97
年
の

ジ
ャ
ッ
ク
・
ビ
ル
ヌ
ー
ブ
だ
。
確
か
に
、
そ
の
タ
イ
ト

ル
の
割
に
「
速
さ
」
の
印
象
は
薄
い
。
０
勝
の
ス
テ
フ

ァ
ン
・
ベ
ロ
フ
と
ク
リ
ス
・
エ
イ
モ
ン
が
ト
ッ
プ
50
の

中
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
の
は
若
い
フ
ァ
ン
に
は
不

可
解
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
現
役
時
代
を
知
る
者
に

と
っ
て
は
「
納
得
！
」
と
拍
手
喝
采
も
の
で
は
あ
る
。

マステン・グレゴリー　
この顔写真を見てすぐに名前が言い
当てられたら、貴方のマニア度は国
際級。44位に挙げられたマステン・
グレゴリーはF1デビュー戦の57年
モナコGPでは堂々３位のアメリカ人。
59年クーパー在籍時には王者ジャ
ック・ブラバム以上に速かったこと
も。65年ル・マン24時間ではリン
トと組んでフェラーリで優勝。85年
にイタリアにて他界、享年53。

1986年ポルトガルGP。ピットウォ
ールに腰を下ろすのは当時のチャン
ピオンコンテンダー４人。左よりア
イルトン・セナ（ロータス）、アラン
・プロスト（マクラーレン）、ナイジ
ェル・マンセル、ネルソン・ピケ（ウ
イリアムズ）。
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で
、
そ
れ
も
ラ
ン
ク
イ
ン
の
一
因
か
。
も
し
グ
レ
ゴ
リ

ー
を
入
れ
る
な
ら
、
ジ
ャ
ン
・
ベ
ー
ラ
と
リ
カ
ル
ド
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
も
入
れ
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

Ｆ
１ 

Ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｎ
ｇ
誌
で
は
07
年
２
月
号
で
も
ほ

ぼ
同
じ
企
画
を
し
て
い
た
。
そ
の
時
の
順
位
は
１
位
セ

ナ
、
２
位
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
、
３
位
ク
ラ
ー
ク
、
４
位

マ
ン
セ
ル
、
５
位
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
、
６
位
フ
ァ
ン
ジ
オ
、

７
位
ハ
ッ
キ
ネ
ン
、
８
位
ア
ロ
ン
ソ
、
９
位
ス
チ
ュ
ワ

ー
ト
、
10
位
リ
ン
ト
、
11
位
ジ
ル
・
ビ
ル
ヌ
ー
ブ
、
12

位
モ
ス
と
い
う
も
の
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ハ
ミ
ル
ト

ン
や
フ
ェ
ル
ス
タ
ッ
ペ
ン
は
ま
だ
い
な
い
。
故
ビ
ル
ヌ

ー
ブ
が
当
時
よ
り
も
16
年
後
の
現
在
の
方
が
高
評
価
な

の
が
興
味
深
い
。

※　
　
　
　
　

※　
　
　
　
　

※

　

年
末
ご
と
に
自
分
な
り
の
「
最
速
ト
ッ
プ
50
」
を
挙

げ
て
み
て
、
読
者
そ
れ
ぞ
れ
で
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
っ
て

み
る
と
面
白
い
。
10
年
分
溜
ま
っ
た
ら
見
比
べ
て
み
よ

う
。
昔
の
知
識
が
増
し
て
く
る
に
つ
れ
て
ク
ラ
ー
ク
や

フ
ァ
ン
ジ
オ
も
含
め
る
自
分
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
10
年
後
の
２
０
３
４
年
、「
最
速
ト
ッ
プ
50
」

の
１
位
は
誰
だ
ろ
う
か
。
や
っ
ぱ
り
セ
ナ
か
。
没
後
何

十
年
経
っ
て
も
、
セ
ナ
は
き
っ
と
ト
ッ
プ
に
居
続
け
た

い
は
ず
だ
。
そ
し
て
２
０
２
４
年
現
在
、
セ
ナ
以
上
の

カ
リ
ス
マ
性
を
持
つ
男
は
ま
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
。 f

反
対
に
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ク
ル
サ
ー
ド
（
13
勝
）、
ル
ー

ベ
ン
ス
・
バ
リ
チ
ェ
ロ
と
フ
ェ
リ
ペ
・
マ
ッ
サ（
11
勝
）、

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ベ
ル
ガ
ー
と
バ
ル
テ
リ
・
ボ
ッ
タ
ス（
各

10
勝
）
ら
は
あ
え
な
く
落
選
し
て
い
る
。
ラ
ン
キ
ン
グ

44
位
の
マ
ス
テ
ン
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
の
名
前
を
知
っ
て
い

る
フ
ァ
ン
は
相
当
な
マ
ニ
ア
だ
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
在

住
で
Ｆ
１
戦
果
を
挙
げ
た
最
初
の
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
、

50
年
代
後
半
か
ら
60
年
代
に
か
け
て
、
小
柄
で
眼
鏡
と

い
う
独
特
な
風
貌
に
反
し
て
恐
れ
を
知
ら
ぬ
大
胆
不
敵

な
走
り
と
事
故
か
ら
不
死
鳥
の
ご
と
く
復
帰
し
て
く
る

様
は
ス
タ
ー
然
と
し
て
い
た
。
若
き
日
の
ク
ラ
ー
ク
に

と
っ
て
の
ア
イ
ド
ル
だ
っ
た
話
は
知
る
人
ぞ
知
る
逸
話

マックス・フェルスタッペン
今後も数々の記録を更新していくだろう若いマックス・フ
ェルスタッペンが「トップ１」に上り詰めるためには、セナ
以上にファンの心を打つ「物語」を自らの力で紡ぎ出して
いかなければならない。まずはレッドブルからの卒業か。

現行最速マシンを駆るフェルスタッペンは、万人が認める“セナ超え“をするだろうか
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す
べ
て
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

セ
ナ
の
本
当
の
魅
力
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
何
が

ど
う
し
て
後
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
た
ち
と
も
〝
別
格
〞

た
り
え
た
の
か
。
今
特
集
で
は
そ
れ
を
当
時
の
チ
ー
ム

メ
イ
ト
や
関
係
者
の
証
言
、
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
や
友
人

に
だ
け
見
せ
た
素
顔
、
残
し
て
き
た
戦
績
な
ど
を
通
じ

て
解
き
明
か
す
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
が
、
す
べ
て
言
わ

れ
て
し
ま
っ
た
。
佐
藤
琢
磨
に
（
Ｐ
44
）。

　

琢
磨
は
言
う
。「
セ
ナ
の
魅
力
っ
て
、
完
璧
じ
ゃ
な

い
と
こ
ろ
」「
脆
さ
と
か
人
間
味
と
か
全
部
ひ
っ
く
る

め
て
セ
ナ
で
、
マ
シ
ン
に
乗
っ
た
ら
常
に
速
い
。
ト
ッ

プ
に
な
る
こ
と
し
か
考
え
な
い
」「
体
力
な
か
っ
た
り

チ
ェ
ッ
カ
ー
の
後
絶
叫
し
た
り
も
全
部
が
セ
ナ
」「
ミ

ハ
エ
ル
に
も
ル
イ
ス
に
も
、
マ
ッ
ク
ス
に
も
な
い
も
の

が
セ
ナ
に
は
あ
っ
た
」
…
…
等
々
。
本
当
に
そ
の
と
お

り
だ
と
思
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い

る
の
は
ミ
ハ
エ
ル
と
ル
イ
ス
だ
ろ
う
と
も
思
っ
て
い
る
。

彼
ら
が
覇
道
を
成
し
た
後
に
フ
ェ
ラ
ー
リ
入
り
（
と
名

門
復
活
請
負
）
を
選
ん
だ
の
は
単
な
る
憧
れ
だ
け
で
な

く
、
心
の
ど
こ
か
に
「
セ
ナ
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

し
よ
う
。
セ
ナ
が
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
す
る
し
か
、

自
分
は
（
戦
績
で
上
回
っ
て
も
）
セ
ナ
を
超
え
ら
れ
な

い
」
と
実
感
し
て
い
る
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
、
と
。

　

今
回
は
禁
断
の「
た
ら
・
れ
ば
」、
い
わ
ゆ
る「
ｉ
ｆ
」

の
記
事
を
２
本
つ
く
っ
て
み
た
が
、
こ
れ
は
編
集
部
で

も
相
当
に
盛
り
上
が
っ
た
。
あ
の
ペ
ン
ス
キ
ー
テ
ス
ト

か
ら
本
当
に
イ
ン
デ
ィ
へ
転
向
し
て
93
年
の
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ

を
戦
っ
て
初
参
戦
・
初
戴
冠
の
奇
跡
を
マ
ン
セ
ル
か
ら

ぶ
ん
獲
っ
て
、
プ
ロ
ス
ト
は
引
退
せ
ず
に
残
留
し
て
イ

モ
ラ
の
悲
劇
は
起
こ
っ
て
な
く
、
代
走
マ
ン
セ
ル
に
よ

る
最
後
の
１
勝
も
な
く
、
ひ
い
て
は
マ
イ
ケ
ル
・
ア
ン

ド
レ
ッ
テ
ィ
も
セ
ナ
の
重
圧
な
く
ミ
カ
と
一
緒
に
活
躍

し
て
、
今
ほ
ど
Ｆ
１
界
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
（
飛
躍
し
す
ぎ
）
！

　

そ
し
て
最
後
の
「
ｉ
ｆ
」。
あ
の
時
セ
ナ
が
死
ん
で

い
な
か
っ
た
ら
…
…
も
っ
と
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
ジ
ル
・
ビ
ル
ヌ
ー
ブ
が
ウ

イ
ン
グ
カ
ー
に
引
導
を
渡
し
た
よ
う
に
、
セ
ナ
は
ス
キ

ッ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
と
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｓ
、
ヘ
イ
ロ
ー
を
後
世
に
遺

し
た
。
再
び
Ｆ
１
で
死
亡
事
故
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
き
っ
と
セ
ナ
が
ド
ラ
イ
バ
ー
人
生
の
後
に

推
し
進
め
た
か
っ
た
こ
と
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

f

事
故
が
安
全
を
生
む
よ
う
に
、安
全
も
ま
た
事
故
を
生
む

Text/Joe K
ojim
a(R
acing on)  P

hotos/H
iroshi K

aneko

お
わ
り
に

事故が大きければ大きいほど、大きな安全策
が生まれる。ビルヌーブやセナは死をもって
後世に安全をもたらした。しかしそれにあぐ
らをかいた途端、事故は再び生まれてしまう。



大きめのA2変形サイズのカレンダー。ポスター感覚でマシンの迫力をいっぱいに体感できます。

SUPER GT カレンダー 202４

202４202４年カレンダー

2800円（税込）

2800円（税込）

https://as-web-shop.jp/

半額セ半額セーール実施中！！ル実施中！！

ィスF1カメラマン リス氏のアーティ
ンダティックな写真満載の卓上カレン
リアー。３大特典（国旗シール、クリ

ファイル、ポストカード）付き。

F1速報×ほぼ日手帳 2024

イラストが引き立つ光沢感のある表紙はカラフルな模
様と鮮やかなマシンがデザインされ、F1好きをさりげ
なくアピール。赤旗、黄旗を思わせる２色の栞もポイ
ントです。もちろん、おまけのページにはF1関連デー
タが満載。付属の国旗シールをスケジュールに貼れば
レースの見逃しを防げます。

SUPER GT
卓上カレンダー 2024
1500円（税込）

毎年話題のGT壁掛け＆卓上カレンダー    ほぼ日手帳    F1卓上カレンダー 

全品半額
　送料無料で
お届け！！

1400円（税込）

    2000円（税込）

レンダダー 2024オートスポーツカレ

ULLA 1～～FORM
1000円

（税込）

750円（税込）

1400円（税込）
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01
AUTOart

問：ゲートウェイ・オートアート・ジャパン
https://www.autoartmodels-jp.com

98

開発期間10年!? 超絶MP4/6爆誕

いう。その後何度かホビーショーでサンプ
ルが披露されてはいたが、それとてもう数
年前。実はちょっと諦めていた。
“壁”はコストと設計をどう両立するかだ
った。精密さと実車感を追求したい開発陣
と、やりすぎては製品化が難しくなるジレ
ンマ。そこから再三の仕様変更と複合素材
の採用を経て、ようやくこうして日の目を
見たというわけだから大反響も納得だ。
　そうして見た実物のクオリティは当然な
がら超絶で、エンジンやサスペンション、
コクピットに至るまで実車感の高さは群を
抜く。また、究極の一台が誕生した。　

　このところスーパーカーにご執心だった
オートアートの最新作がセナとベルガーの
マクラーレンMP4/6と聞いて驚いた。“第
２期”ホンダのV12を初搭載した、セナ
３度目にして最後の戴冠車。F1最熱狂期、
鼻先に「ジャンプ」ロゴが入った1991年
のアレが1/18でモデル化されたのだ。
　驚いたのは、彼らがこのマシンをモデル
化しようとしたのが今より10年以上も前
だったからでもある。聞けば、ホンダ協力
のもと現存する実車を徹底的に取材し、膨
大な写真や資料と合わせてじっくり入念に
設計を進めたために時間がかかったのだと



レーシングオン×エムエス・モデルズ

99

※実際の製品とは異なる場合があります。表記は10％税込価格です。

99

F1とSFが開幕しフォーミュラEも日本初開催となるなど話題の
尽きない今年のレースシーン。今号は33年前の鈴鹿で大熱狂の
渦中にいたセナ&ベルガーの愛機とスバル本気の一台をピックアップ！

Text/Joe Kojima(MS-models)  Photos/Hidenobu Tanaka, STI

15「F1最熱狂期」世代にドンピシャな名車を完璧に再現している。鈴鹿決戦用
に伸ばされたノーズもしっかり再現。2最大の見どころがこの完全再現された
RA121Eエンジン。素材の質感やパイプ、コード類に至るまで精密で、実機（3）
と見比べてみれば完成度の高さを実感する。4現代のそれとは似ても似つかぬシ
ンプルなコクピット。なおモデルの価格は４万1800円でNo.2のベルガー車は３
万9600円。それぞれ「McLaren」ロゴのない仕様も発売となっている。

1

5 4

3

2



100100

02
KYOSHO

問：京商
https://dc.kyosho.com/ja/

STIとのタッグで生まれた至高のWRX
ナ禍明けの2022年にプロジェクトを再開
したニュル24時間レース参戦車だが、京
商はSTIの協力を得て実車を3Dスキャン
したうえでレジン素材を採用。スピーディ
ーかつリアルな一台へと仕立てた。ドア開
閉やエンジン再現こそないもののカナード
を備えたフロント周りやホイール＆ブレー
キ、極薄のリヤウイングなど細部に抜かり
はなく、完成度と満足度は本当に高い。　
価格と満足度を比べたバリューという視点
で見ても1/18は魅力的といえ、発売後は
即・メーカー完売とか。京商としても手応
えを感じているといい、今後も期待大だ。

　個人的に、現代のハコ・レーシングカー
は実に「ミニカー映え」すると思っている。
ベース車からしてカタマリ感が強く迫力が
あり、そこに足されたウイングやディフュ
ーザーがいいアクセントになる。とにかく
シンプルなラインでツルンとした往年のマ
シンとは違った機能美が宿っている印象だ。
　そしてそれは1/18というビッグなスケ
ールでより強く発揮され、魅力的となる。
ここで紹介する京商の新作「スバル WRX
STI NBR CHALLENGE 2022」がまさ
にそれで、「市販車離れ」した独特のフォ
ルムを完璧に再現している。マシンはコロ

ドカンと大きな開口部を備えたフ
ロントバンパーも押し出し強く
「解像度高め」で好印象。ヘッドラ
イトや六連星エンブレムの高い再
現度も1/18スケールならでは。

先代WRX STIでのラストチャレンジとなった2022年の
ニュル24時間。クラスPPからスタートしたものの「弘
法も筆の誤り」か深夜にクラッシュしリタイアとなった。



レーシングオン×エムエス・モデルズ

101101

12市販車ベースのマシンとはいえフェンダーやウイングなど加修点は少なくなく、京商
は別個に新設計しモデル化。２万7500円はバリュープライスだ。34このマシン、1/18
だけでなく京商お得意の1/64スケールでも発売中。黒台座がファミリーマート仕様（4950
円）、青台座がフォトブック付きの京商オンラインショップ仕様（6050円）だ。
●購入サイト→ https://dc.kyosho.com/ja/

※実際の製品とは異なる場合があります。表記は10％税込価格です。

1

4 3

2





No.527

 特集  F1最熱狂期：セナプロ対決
 ［世界を沸かせたふたりの闘争、終演から30年］

No.529

 特集  レーシングRX-7
 ［完全復活が待たれる“俺たちの”ハコロータリー］

・  勃発から終演まで、
 出来事史を網羅して解説  
 世紀の頂上対決、その全貌
・ 当事者の述懐 
 アラン・プロスト
・ 貴重な実機と邂逅  
 オランダに眠る
 幻のトヨタ７ターボ
雑誌コード：66731-35
定価：1760円

・ 初代セブンが北米レースに先制パンチ 
 初1979デイトナ
 デビューウイン！
・ GTUからGTOへ、刻み続けて得た自信
 栄光のIMSA100勝
 その軌跡
・ 三者鼎談 
 雨宮勇美×谷口信輝×河野高男
雑誌コード：66731-50
定価：1760円

・ 全方位解剖 
・ ６面細部 徹底撮り下ろし
 初号機スーパーディテールファイル
・ ロングインタビュー
 星野一義
・ 市販車の時点で始まっていた
 圧勝プラン 

雑誌コード：66731-43
定価：1760円

No.528

 特集  R32 カルソニック
スカイラインGT-R
 ［後世に語り継ぎたい名レーシングカー］

バックナンバーご注文方法

送料・手数料について
■クレジットカード払いの場合　送料：一回200円　手数料：無料
■代金引換払いの場合送料：一回200円　手数料：300円　
※ご注文金額が1000円以上の場合は、送料無料

 パソコンから https://shop.san-ei-corp.co.jp
 お電話で 03-5357-8802  通信販売センター（平日10：00～17：30）

 ケータイから

新 し い「 昔 」あ り ま す 。　 絶 賛 発 売 中 ！

株式会社 三栄　販売部　
〒163-1126 東京都新宿区西新宿6-22-1
新宿スクエアタワー 26F　
TEL. 03-6773-5250 （平日10:00～17:30）

人気のあった特集企画をまとめて１冊に
レーシングオン・アーカイブス
Vol.18

 特集  追憶のJTCC
 ［忘れられない、濃密な“ハコ”バトル］

・ フェリオ34連敗からの大逆襲
 最強アコード開発物語
・ 再考証トヨタ・エクシヴ
 そしてチェイサー挑戦へ
・ 73レース全戦レビュー＋
 オールマシンカタログ
・ 特別対談 
 中子 修×本山 哲

  
雑誌コード：66731-47
定価：1980円





読者プレゼント

1名

4 1/43 ENIF ミニカー
日産ブルーバード U 2000GTX
2ドア ハードトップ（KG610）
1974年型 グリーンメタリック
提供：キッドボックス本店　https://www.kidbox.co.jp

1名

6 1/43 ixo ミニカー
ラーダ1600R 
1978 アクロポリスラリー No.20
提供：国際貿易　
https://www.kokusaiboeki.co.jp

1名

3 2023 ル・マン24時間
ACO公式イヤーブック
提供：ホビーストア フジヤ　
https://fujiya-hobby.com/

1名

2 1/18 ミニカー
スバル WRX STI NBRチャレンジ
2022 ニュル24時間 No.114
提供：京商　
https://dc.kyosho.com/ja/

1名

1 1/43 スパーク ミニカー
トールマン TG184 
1984 イギリスGP　
No.19  A.セナ
提供：F1コレクターズストア シグナス　
www.signass.com

各1名

5 1/24 プラモデルキット
a HKS スカイライン BNR32 Gr.A（1993 SUGO300km）
b DENSO トヨタ 91C-V（1991 JSPC）
提供：ハセガワ　www.hasegawa-model.co.jp
※希望の品の記号を明記してください

a

b

R'on的・推しの輸入車４傑
　１月末日、「JAIA輸入車試乗会」が開催された。これは毎
年神奈川県の大磯ロングビーチで開催されている輸入車のメ
ディア向け試乗会で、本誌では今年計18台に試乗。なかで
も特に印象に残ったのが右の４台で、コルベット（赤）はミ
ッドシップスポーツとなり、コクピットなどの演出や乗り味
に “らしさ” を残していてマル。ロータス最後の内燃機関車
と言われるエミーラ（黄）はスパルタンさも残しつつGT的
な乗り心地のよさも両立していた。オール電動SUVとして
の質感の高さが光ったアウディQ8（黒）と走りを徹底追求
したメガーヌR.S.ウルティムのハンドリングにも唸らされた。

2024 JAIA輸入車試乗会

105 R’on 
No.

53
0

応募
券

PCやスマートフォンからは、弊社が運営する『三栄ID』より応募できます。こ
ちらのQRコードもしくは下記URLよりアクセスをお願いします。登録後はサイ
ト内の指示に従って必要事項をご記入ください。その際、ご住所等は正確にご入
力いただきますよう、お願いします。

オンライン応募方法

オンライン応募締め切り  2024年５月29日（水）
オンライン応募コード    『Ron530』
※お預かりした各種データは、今後の誌面作りへの活用、プレゼント発送、
弊社刊行物のご案内発送以外の目的には使用いたしません。

https://id.san-ei-corp.co.jp/

宛先はこちら

ハガキでの応募方法
官製ハガキに左下の応募券を貼り、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と①
希望プレゼント番号とプレゼント名②今号の特集（P10～96）で良かった記事
とその理由③集めているミニカーのブランドとカテゴリーとおよその保有台数（な
い場合は「特になし」で回答ください）④本誌へのリクエストや感想を明記して、
下のあて先「プレゼント応募」係へお送りください。締め切りは2024年5月29
日（当日消印有効）、当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

〒163-1126 東京都新宿区西新宿6-22-1 26F 
株式会社三栄 レーシングオン編集室 「プレゼント応募」係 

※ はがきに記載された個人情報はプレゼントの抽選および当選者への発送などに活用させていただきます。
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NEXT ISSUE
530

●電子版のご案内

※価格・購入方法は三栄オンライン通販をご確認ください。

●本誌バックナンバーのご案内
＜Racing on／レーシングオン＞

　No.512 富士グランチャン／高橋国光
　No.513 マクラーレンvsウイリアムズ
　No.514 WRC グループＡの時代 その２
   No.515 GT500 ［2000-2007］
　No.516 日産NP35＆R390GT1
　No.517 F1デザイン論（付録クリアファイル付き）
　No.518 We Love Gr.C !
　No.519 スーパーシルエット Part 2
　No.520 WRC グループＢのテクノロジー

　No.521 F1サムライ列伝
　No.522 嗚呼、栄光の日産ワークス
　No.523 TOYOTA’s C
　No.524 葉巻型F1の時代
　No.525 ル・マン24時間レース Part.1
　No.526 ル・マン24時間レース Part.2
　No.527 F1最熱狂期：セナプロ対決
　No.528 R32 カルソニックスカイラインGT-R
　No.529 レーシングRX-7

保管場所に困らず、誌面をダウンロードしてiPadやPC、
スマートフォンといった複数の端末で読むことができま
す。新刊からバックナンバーまでオートスポーツブック
ス「ASB電子雑誌書店」ほか、電子雑誌書店にて販売中。

名前は地味でも中身は高度な開発競争
サニーvsスターレット決戦、そしてシビックも乱入

土屋、東名、トムス……ここから羽ばたいた名チューナーたち
ワークスの芳香残るツインカムエンジンの咆哮
潜入：現代のTSレースはどうなっているか など

昭和の本気、
マイナーツーリング

特集

※内容は予告なく変更になる場合があります。

レーシングオン次号 No.531
刊行予定は 5月30日（木）

アカウント名は @Racingon_JP

➡https://shop.san-ei-corp.co.jp/sp/tuhan/

レーシングオン
 X （旧Twitter）

はじめました
今さら

レー

は
公式
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